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高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
お
け
る
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

役
割
と
貢
献

　
　

―
砲
術
関
係
品
の
輸
入
と
蘭
書
の
翻
訳
・
活
用
を
中
心
に
―

梶

輝
行

は
じ
め
に

高
島
流
砲
術
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
長
崎
に
お
い
て
、
代
々
町
年
寄
を
世
襲

す
る
高
島
四
郎
兵
衛
家
に
よ
っ
て
荻
野
流
増
補
新
術
の
知
識
・
技
術
を
基
礎
に
、

近
代
的
な
西
洋
軍
事
技
術
を
導
入
・
摂
取
し
、
特
に
オ
ラ
ン
ダ
式
の
砲
術
と
そ

れ
に
加
え
て
歩
兵
・
騎
兵
に
よ
る
銃
隊
運
用
を
得
意
と
す
る
一
流
派
と
し
て
創

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
欧
米
諸
国
で
の
革
命
戦
争
か

ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
背
景
に
軍
事
技
術
が
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
徳
川
幕

藩
制
国
家
は
同
時
代
に
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
を
契
機
に
、
北
辺
か
ら
の
対
外
的

な
脅
威
に
苛
ま
れ
、
異
国
船
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
海
防
論
や
沿
岸
防
備
の
警

衛
体
制
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
要
衝
へ
の
人
的
配
置
と
火
器
を
使
用
し
た
砲
術

及
び
備
え
場
の
整
備
な
ど
、
政
治
的
・
財
政
的
・
軍
事
技
術
的
な
問
題
を
も
内

包
し
て
重
要
な
対
外
的
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
さ
に
そ
う
し
た

時
代
の
要
請
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
に
入
り
長
崎
港
を
め
ぐ
る
ロ

シ
ア
船
と
イ
ギ
リ
ス
船
の
来
航
事
件
を
背
景
に
、高
島
流
砲
術
が
い
わ
ゆ
る「
鎖

国
」
制
下
で
唯
一
国
際
的
な
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
を
遂
げ
た
長
崎
の
地
で
創

設
さ
れ
、
こ
こ
を
拠
点
に
幕
末
・
維
新
期
ま
で
全
国
へ
と
伝
播
す
る
砲
術
流
派

に
な
っ
た
こ
と
は
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
島
流
砲
術
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
有
馬
成
甫
『
高
島

秋
帆
』
を
基
礎
に
、
先
学
に
よ
る
研
究
成
果1

が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
軍

事
技
術
面
を
は
じ
め
と
し
て
砲
術
流
派
と
し
て
の
形
成
過
程
や
創
設
者
自
身
の

履
歴
や
業
績
な
ど
不
明
な
点
が
多
く
、
高
島
秋
帆
処
罰
事
件
や
高
島
釈
放
後
の

晩
年
の
事
蹟
な
ど
に
至
っ
て
も
根
本
的
な
課
題
の
解
決
が
進
ん
で
い
な
い
状
況

に
あ
り
、
全
容
の
解
明
が
筆
者
の
課
題
で
も
あ
る
。
か
つ
て
有
馬
は
高
島
家
が

西
洋
砲
術
を
研
究
す
る
発
端
が
高
島
四
郎
太
夫
茂
敦
こ
と
秋
帆
の
父
四
郎
兵
衛

茂
紀
の
時
で
あ
る
と
強
調
し
た
上
で
、
陸
軍
砲
兵
大
佐
の
軍
歴
を
有
す
る
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
ヨ
ハ
ン
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
（Johan 

W
ilhelm

 de Sturler, 1774-1855

）
を
砲
術
の
師
と
し
て
特
定
し
た2

。
そ
の

後
の
研
究
で
は
、
四
郎
兵
衛
の
西
洋
砲
術
研
究
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ド

ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
こ
そ
秋
帆
が
西
洋
砲
術
の
指
導
を
受
け
た
人
物
と
し
て
多

く
の
論
著
に
引
き
継
が
れ
た
。
筆
者
も
長
年
、
こ
の
課
題
と
向
き
合
い
、
両
者

の
関
係
を
窺
い
知
れ
る
史
料
調
査
を
重
ね
て
い
る
。
論
拠
に
乏
し
い
推
論
が
定

説
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
に
あ
っ
て
、
筆
者
も
他
の
研
究
者
と
同
様
に
、
改
め
て

こ
の
課
題
に
つ
い
て
向
き
合
う
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
高
島
秋
帆
が
自
ら
述
べ
て
い
る
洋
式
砲
類
の
入
手
と

使
用
の
方
法
、
並
び
に
門
人
の
取
り
立
て
と
教
授
方
法
に
注
目
し
、
特
に
出
島

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
介
し
て
の
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
・

ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
の
関
係
を
も
踏
ま
え
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
か
ら
検
証
す
る

と
と
も
に
、
砲
術
流
派
創
設
の
起
点
と
考
え
る
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
の
オ

ラ
ン
ダ
船
舶
載
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
と
そ
の
運
用
に
関
す
る
附
属
砲
具
注
文
に
か

か
る
質
疑
応
答
書
類
、
さ
ら
に
は
秋
帆
旧
蔵
蘭
書
の
ミ
ュ
エ
レ
ン
『
砲
術
便
覧
』

の
翻
訳
・
活
用
に
関
す
る
諸
考
察
の
成
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

一

オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
介
し
た
高
島
秋
帆
の
西
洋
軍
事
技
術
へ
の
傾
倒

高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
高
島
流
砲
術
の
形
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成
過
程
と
そ
の
展
開
」
な
ど3

に
よ
り
、
広
く
理
解
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
基
づ
い
て
、
文
政
年
間
の
高
島
秋
帆
の
交

流
と
西
洋
軍
事
技
術
の
導
入
の
実
態
に
関
し
て
論
述
し
て
い
き
た
い
。

秋
帆
に
よ
る
西
洋
砲
術
及
び
洋
式
銃
隊
調
練
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
導
入
・

摂
取
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
一
八
四
一
（
天
保
一
二
）
年
五
月
の
徳
丸
原
で
の

上
覧
に
際
し
て
、
こ
の
時
に
目
付
を
務
め
た
水
野
舎
人
か
ら
の
次
の
審
問
（
幕

府
鉄
砲
方
の
協
力
を
得
て
作
成
）
が
、
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る

上
で
重
要
と
考
え
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

の
勝
海
舟
関
係
文
書
中
の
「
陸
軍
歴
史
」
一
収
載
の
「
高
島
四
郎
太
夫
、
武
器

購
入
の
審
問
」
を
読
み
下
し
、
筆
者
に
よ
り
考
察
上
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
質
問
項
目
に

整
理
を
試
み
た
（
写
真
参
照
）。

（
質
問
Ⅰ
）

　
　

一

異
国
大
筒　
　
　
　

四
挺

　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　

一

ボ
ン
ベ
ン
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
筒

一
挺

　
　
　
　
　

一

ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ス
ル
筒　
　
　
　

一
挺

　
　
　
　
　

一

車
附
き
野
戦
筒　
　
　
　
　
　

二
挺

　
　

一

同
小
筒

　
　
　
　

右
筒
類
所
持
の
義
、
先
祖
よ
り
持
ち
伝
え
候
や
、
ま
た
は
何
頃
よ
り

所
持
に
て
、
そ
の
頃
在
勤
の
奉
行
へ
相
伺
ひ
、
手
限
り
に
て
差
図
に
及

び
、
蘭
人
よ
り
求
め
候
や
、
ま
た
は
奉
行
所
よ
り
江
府
へ
伺
ひ
の
上
、

差
図
こ
れ
あ
り
候
や
。
右
筒
代
り
物
に
て
求
め
候
や
、
ま
た
は
貰
ひ
請

け
候
や
。
こ
の
わ
け
、
こ
と
ご
と
く
、
年
月
、
そ
の
頃
の
奉
行
名
前
等
、

巨
細
承
り
た
き
こ
と
。

（
質
問
Ⅱ
）

　
　

一

右
筒
打
方
、
合
薬
、
玉
拵
へ
、
仕
掛
、
そ
の
ほ
か
も
伝
授
請
け
候
の
義
、

こ
れ
ま
た
奉
行
所
へ
伺
ひ
、
奉
行
手
限
り
に
て
差
図
こ
れ
あ
り
、
何
方

よ
り
伝
授
請
け
候
や
。
年
月
、奉
行
名
前
等
、巨
細
に
承
り
た
く
候
こ
と
。

（
質
問
Ⅲ
）

　
　

一

右
打
方
稽
古
、
門
人
取
り
の
義
は
、
奉
行
所
へ
伺
ひ
の
上
、
差
図
を

受
け
、
教
授
方
い
た
し
候
や
、
ま
た
は
奉
行
所
よ
り
江
府
へ
伺
ひ
の
上
、

差
図
こ
れ
あ
り
、
教
へ
方
差
免
し
候
や
。
こ
れ
ま
た
巨
細
に
承
り
た
く

候
こ
と
。

筆
者
は
こ
の
審
問
に
対
す
る
秋
帆
の
回
答
内
容
を
「
陸
軍
歴
史
」
か
ら
要
点

を
読
み
取
り
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
た
。

（
Ⅰ
の
回
答
）

　
　

・
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
筒
、
天
保
三
年
大
草
能
登
守
在
勤
中
に
伺
い
済
み
の
上
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で
入
手
。

　
　

・
ホ
ー
ウ
ィ
ッ
ス
ル
筒
、
天
保
六
年
牧
野
長
門
守
在
勤
中
に
伺
い
済
み
の

上
で
入
手
。

　
　

・
車
台
附
き
野
戦
筒
、
兄
の
久
松
碩
次
郎
注
文
誂
で
、
町
年
寄
久
松
新
兵

衛
が
天
保
六
年
牧
野
長
門
守
在
勤
中
に
伺
い
済
み
の
上
で
入
手
。
そ
の

後
新
兵
衛
不
用
と
な
り
、
譲
り
受
け
た
こ
と
。

　
　

・
入
手
武
器
類
の
代
り
物
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
人
好
み
の
酒
、
醤
油
、

塗
物
、
蒔
絵
道
具
、
屏
風
、
竹
細
工
、
反
物
、
木
綿
類
等
を
渡
し
、
出

島
売
込
商
人
を
介
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が
買
入
れ
を
直
接
せ
ず
に
私
の
方

で
支
払
い
対
応
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
代
り
物
」
を
オ
ラ
ン
ダ

人
に
渡
す
前
に
長
崎
奉
行
所
に
伺
い
、確
認
後
に
出
島
に
持
込
む
こ
と
。

　
　

・
小
筒
に
関
し
て
は
、
天
保
三
年
以
来
、
大
草
能
登
守
、
牧
野
長
門
守
、

久
世
伊
勢
守
、
戸
川
播
磨
守
、
田
口
加
賀
守
の
各
在
勤
中
に
伺
い
済
み

の
上
で
、
毎
年
一
〇
挺
か
ら
四
二
挺
入
手
し
、
そ
の
際
長
崎
奉
行
所
に

聞
き
済
み
の
上
で
受
領
。

　
　

・
こ
れ
ら
武
器
類
の
入
手
は
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
誂
方
の
品
物
を
品
立
書

帳
面
に
書
き
出
し
、
そ
れ
を
長
崎
奉
行
所
の
取
調
べ
を
経
て
帳
面
を
作

成
。
そ
れ
を
阿
蘭
陀
通
詞
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
手
交
し
、
帰
帆

オ
ラ
ン
ダ
船
が
持
ち
帰
っ
た
こ
と
。

　
　

・
翌
年
オ
ラ
ン
ダ
船
が
注
文
品
を
持
ち
渡
れ
ば
諸
手
続
き
を
経
て
長
崎
会

所
で
帳
面
を
作
成
し
、
荷
揚
げ
後
一
旦
出
島
の
倉
庫
に
保
管
し
、
荷
物

調
べ
後
に
商
館
長
が
荷
物
帳
面
に
添
え
て
書
類
を
奉
行
所
に
提
出
し
、

そ
の
後
奉
行
所
で
の
取
調
べ
と
確
認
の
手
続
き
を
経
て
、
出
島
か
ら
各

注
文
者
あ
る
い
は
長
崎
会
所
に
荷
物
が
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
。

　
　

・
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
通
じ
て
武
器
類
の
入
手
に
関
し
て
は
、
法
令
も
な
い

の
で
、
伺
の
上
で
誂
物
注
文
し
、
あ
る
い
は
所
望
し
て
実
施
。
近
例
と

し
て
、
文
政
度
に
長
崎
鉄
砲
方
の
高
木
道
之
助
が
石
火
矢
二
挺
を
誂
物

注
文
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
が
御
用
御
誂
と
勘
違
い
し
、
長
崎

会
所
で
買
い
上
げ
た
後
、
そ
れ
ら
は
高
木
道
之
助
に
預
け
ら
れ
た
一
件

が
あ
り
、
同
様
の
手
続
き
で
対
応
し
た
こ
と
。

（
Ⅱ
の
回
答
）

　
　

・
高
島
家
は
父
四
郎
兵
衛
の
代
よ
り
荻
野
流
砲
術
師
範
で
あ
り
、
他
の
流

派
の
理
解
・
研
究
も
行
い
た
く
、
外
国
の
砲
術
や
防
御
に
関
し
て
理
解

を
深
め
よ
う
と
し
た
が
、
翻
訳
書
等
で
は
理
解
し
が
た
く
、
丁
度
私
が

出
島
出
役
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
関
係
で
オ
ラ
ン
ダ
人
の
都
合
の
良
い
時

に
呼
び
出
し
、阿
蘭
陀
通
詞
を
介
し
て
西
洋
向
き
砲
術
の
知
識
理
解（
訳

合
）
と
技
術
習
得
（
業
合
）
に
取
り
組
み
、
そ
の
際
、
商
館
長
部
屋
に

砲
術
心
得
の
オ
ラ
ン
ダ
人
を
呼
び
出
し
て
、
出
島
乙
名
、
組
頭
、
通
詞
、

目
付
等
が
立
会
っ
て
実
施
。
出
島
出
役
の
際
は
特
に
長
崎
奉
行
所
に
届

け
出
る
こ
と
は
な
く
、
業
務
の
傍
ら
昼
休
み
を
活
用
し
て
対
応
。

　
　

・
長
崎
鉄
砲
方
の
高
木
道
之
助
の
場
合
は
、
砲
術
問
合
せ
の
た
め
に
出
島

に
出
向
く
際
に
は
奉
行
所
に
願
い
出
て
、
許
可
を
得
て
行
っ
た
こ
と
。

　
　

・
小
筒
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
船
が
舶
載
し
て
出
島
で
検
査
が
行
わ
れ
て

い
る
う
ち
に
操
作
や
備
組
等
の
調
練
を
演
じ
て
も
ら
い
見
学
し
た
こ
と
。

　
　

・
右
の
よ
う
な
手
続
き
で
砲
術
問
合
せ
を
行
っ
て
き
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人

一
人
に
問
い
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
入
港
し
た
時
に

砲
術
に
詳
し
い
者
が
い
れ
ば
そ
の
都
度
問
合
せ
て
伝
授
を
受
け
、
ま
た

私
の
考
え
も
加
え
て
門
人
等
へ
の
伝
達
も
行
っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
都

度
対
応
し
た
た
め
、
在
勤
の
長
崎
奉
行
が
ど
な
た
の
時
か
な
ど
は
覚
え

て
い
な
い
こ
と
。

　
　

・
オ
ラ
ン
ダ
馬
具
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
人
所
持
の
も
の
を
所
望
し
、
あ

る
い
は
誂
物
注
文
と
し
て
長
崎
奉
行
所
に
伺
い
済
み
の
上
で
入
手
の
事
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務
手
続
き
を
行
っ
た
こ
と
。

　
　

・
現
在
所
持
し
て
い
る
馬
具
は
天
保
八
年
戸
川
播
磨
守
在
勤
中
に
オ
ラ
ン

ダ
人
所
持
の
も
の
を
所
望
し
て
入
手
し
た
こ
と

（
Ⅲ
の
回
答
）

　
　

・
打
方
稽
古
や
門
人
取
り
立
て
に
つ
い
て
は
、
文
化
五
年
の
異
国
船
渡
来

（
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
―
筆
者
注
）
の
翌
年
に
石
河
若
狭
守
組
与
力
の

坂
本
孫
之
進
が
砲
術
御
用
と
し
て
長
崎
に
着
任
し
た
際
、
父
四
郎
兵
衛

が
荻
野
流
増
補
新
術
の
皆
伝
を
受
け
て
以
来
、
門
人
を
取
り
立
て
て
き

た
こ
と
。

　
　

・
文
化
八
年
に
長
崎
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
が
江
戸
に
帰
る
際
に
坂
本
も
同
道

し
た
後
、
四
郎
兵
衛
が
大
小
石
火
矢
の
鋳
造
を
行
い
、
長
崎
の
諸
場
所

に
配
備
し
た
こ
と
。

　
　

・
文
化
五
年
の
異
国
船
渡
来
（
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
―
筆
者
注
）
の
時
、

長
崎
奉
行
の
松
平
図
書
頭
は
四
郎
兵
衛
に
出
島
警
固
の
強
化
を
命
じ
、

そ
れ
以
来
出
島
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
百
目
と
百
目
の
大
砲
を

配
備
し
、
文
化
八
年
に
は
五
百
目
玉
の
唐
金
筒
台
を
預
け
ら
れ
設
置
。

　
　

・
文
政
六
年
高
橋
越
前
守
在
勤
の
時
、
唐
人
屋
敷
前
台
場
も
四
郎
兵
衛
が

管
轄
。

　
　

・
近
隣
諸
藩
か
ら
の
入
門
は
許
可
し
、
執
心
の
者
に
は
奥
義
を
伝
授
し
て

き
た
こ
と
。

　
　

・
今
回
の
出
府
に
あ
た
り
入
門
志
願
の
者
も
あ
り
、
田
口
加
賀
守
在
勤
中

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
志
願
者
の
名
前
書
を
作
成
し
て
届
け
出
を
行
う
よ

う
命
じ
ら
れ
た
こ
と

本
稿
で
は
、
右
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
に
基
づ
き
、
特
に
Ⅰ
と
Ⅱ
に
関
し
て

文
政
年
間
か
ら
天
保
前
半
ま
で
の
期
間
に
注
目
し
、
秋
帆
の
動
向
に
つ
い
て
時

系
列
に
論
及
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
で
の
「
高
島
四
郎
太
夫
」
の
記
載
初
見

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
の
所
蔵
に
か
か
る
日
本
関
係
文
書
の

中
で
、
長
崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
記
録
に
高
島
秋
帆
の
名
前
が
登
場
す
る

の
は
、
商
館
長
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
（Jan Cock Blom

hoff, 1779-
1843

）
の
『
公
務
日
記
』
で
あ
る
。
こ
の
日
記
の
一
八
一
八
年
一
二
月
二
九
日

（
文
政
元
年
一
二
月
三
日
）
に
、「
糾
之
丞
と
名
乗
る
外
国
人
世
話
掛
の
高
島
四

郎
兵
衛
様
の
息
子
が
町
年
寄
に
任
命
さ
れ
、
そ
の
名
を
四
郎
太
夫
に
改
名
し

た4

」
と
あ
る
。
高
島
家
の
「
由
緒
書
」
に
は
、「
文
政
元
寅
年
九
月
朔
日

町

年
寄
見
習
被
仰
付

同
年
十
一
月
出
精
相
勤
候
ニ
付

諸
加
役
諸
出
役
共
本
役

同
様
相
勤
可
申
旨

御
手
当
銀
三
貫
目
宛
被
下
置
候
旨

長
崎
奉
行
筒
井
加
賀

守
申
渡5

」
と
あ
り
、
一
八
一
八
年
九
月
三
〇
日
に
町
年
寄
見
習
と
な
り
、
同
年

一
一
月
に
は
町
年
寄
と
同
等
の
本
役
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
役
料
三
貫
目
が
支
給

さ
れ
た
と
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
へ
は
そ
の
こ
と
が
同
年
一
二
月
二
九
日
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
に
は
、
日
本
側
の
記
録
に

は
残
さ
れ
て
い
な
い
内
容
が
見
ら
れ
、
町
年
寄
見
習
に
就
任
し
た
際
に
「
四
郎

太
夫
」
と
改
名
し
た
こ
と
、
そ
し
て
幼
名
の
「
糾
之
丞
」
は
「K

uinasio

き

ゅ
う
の
じ
ょ
う
」
の
呼
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
秋
帆
は
同
年
一
一
月
に
町
年
寄
と
同
等
の
本
役
出
仕
扱
い
と
な
り
、

一
八
一
九
年
作
成
の
「
一
八
二
〇
年
に
向
け
て
の
注
文
書
」
の
最
後
に
名
前
を

連
ね
て
い
る
。
こ
の
年
秋
帆
は
サ
フ
ラ
ン
や
袂
時
計
な
ど
六
品
目
を
注
文
し
て

お
り
、
こ
れ
が
前
掲
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
誂

物
注
文
の
最
初
と
い
え
る
（
次
頁
写
真
参
照
）。

次
に
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
一
八
二
〇
年
一
一
月
二
日
（
文
政
三
年
九
月
二
七

日
）
に
、
長
崎
地
役
人
に
よ
る
砲
術
演
練
が
田
上
合
戦
場
で
初
め
て
行
わ
れ
た

こ
と
を
日
記
に
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
化
年
間
の
長
崎
港
を
め
ぐ
る

ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
来
航
や
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
フ
ェ
ー
ト
ン
号
の
侵
入
に
よ
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る
対
外
的
事
件
を

契
機
に
、
長
崎
地

役
人
が
港
内
警
備

を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、
警
備
の

必
要
性
か
ら
地
役

人
の
間
で
砲
術
の

修
業
・
研
究
が
盛

ん
と
な
り
、
毎
年

春
と
秋
に
長
崎
郊

外
の
田
上
合
戦
場
（
現
在
の
祝
捷
山
公
園
付
近
）
に
お
い
て
砲
術
演
練
が
幕
末

に
至
る
ま
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た6

。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
こ
の
日
、「
両
奉
行

が
公
式
の
狩
猟
の
会
と
銘
打
っ
て
馬
に
乗
り
狩
り
装
束
で
、
前
と
後
に
か
な
り

大
人
数
の
銃
と
槍
や
多
く
の
小
型
手
動
カ
ノ
ン
砲
を
携
え
た
射
撃
手
た
ち
を
従

え
て
、
今
朝
一
一
時
頃
出
島
の
近
く
を
通
過
し
た
。（
中
略
）
そ
の
先
頭
に
は

彼
ら
の
指
揮
官
た
ち
や
、
さ
ら
に
自
分
の
腹
心
の
部
下
と
楯
持
ち
を
従
え
た
砲

術
長
や
、
町
年
寄
や
代
官
が
進
ん
だ
。（
中
略
）こ
の
整
然
た
る
特
別
行
事
と
堂
々

た
る
行
列
が
通
過
す
る
の
を
、
職
員
や
乗
組
員
た
ち
と
と
も
に
、
諸
色
売
込
人

（
コ
ン
プ
ラ
仲
間
の
家
）
た
ち
の
宿
舎
で
見
物
す
る
こ
と
が
私
に
許
さ
れ
た
。

こ
の
出
来
事
は
、
長
崎
で
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。」
と
述
べ
て
い
る7

。
こ
の
時
の
地
役
人
の
行
列
は
、「
田
上
於
合
戦
場
被
為

試
兎
狩
候
御
行
列
」
と
題
さ
れ
た
史
料
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
（
写
真
参
照8

）

か
ら
理
解
で
き
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
高
嶋
四
郎
兵
衛
」
の
後
に
「
高
嶋
四
郎
太

夫
」
が
続
い
て
行
列
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記

載
は
、
秋
帆
が
田
上
合
戦
場
で
の
第
一
回
の
長
崎
地
役
人
に
よ
る
砲
術
演
練
に

参
加
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
前
掲
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
父
四
郎
兵

衛
の
代
に
荻
野
流
増
補
新

術
の
砲
術
師
範
と
な
っ
た

高
島
家
に
あ
っ
て
、
こ
の

時
点
で
す
で
に
秋
帆
が
砲

術
修
業
を
行
っ
て
い
た
こ

と
を
物
語
る
初
見
史
料
と

い
え
る
。
長
崎
地
役
人
に

よ
る
砲
術
演
練
は
、
ブ
ロ

ム
ホ
フ
が
一
八
二
三
年
四

月
二
九
日
（
文
政
六
年
三

月
一
九
日
）
の
『
公
務
日

記
』
に
、
出
島
の
前
で
、

長
崎
奉
行
を
先
頭
と
す
る

地
役
人
の
行
列
を
目
撃

し
、
そ
の
順
番
を
詳
細
に

記
録
し
て
い
る9

。
同
日
の

行
列
は
、
出
島
在
留
の
ヨ

ハ
ン
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

フ
ァ
ン
・
オ
ー
フ
ル
メ
ー

ル
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
（Johan Frederik van O

verm
eer Fisscher, 1800-

1848

）
も
自
著
の
中
で
紹
介
し
て
お
り
、
勇
壮
な
行
列
を
「
軍
事
的
な
査
閲
」

と
評
価
し
て
お
り
、
興
味
深
い
記
録
を
残
し
て
い
る10

。
こ
の
こ
と
は
長
崎
地
役

人
の
間
で
の
港
湾
警
備
に
か
か
る
砲
術
演
練
が
長
崎
奉
行
陪
観
に
よ
る
大
規
模

な
軍
事
演
習
と
し
て
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
を
も
驚
か
せ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
当
時
の
長
崎
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
長
崎
志
續
編
」
巻
一
二
の
文
政
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三
年
九
月
「
廿
七
日

田
上
於
テ
兎
狩

両
御
奉
行
出
馬
ア
リ
テ
炮
術
備
打
等

有
之
」
と
あ
り
、
ま
た
長
崎
聖
堂
の
「
向
井
閑
斎
日
乗
」
の
文
政
六
年
三
月

一
九
日
の
条
に
も
「
奉
行
氏
是
日
講
武
于
田
上
合
戦
場

朝
至
冢
田
多
十
郎
観

其
行
陣
」
と
記
載
が
見
え
、
注
目
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
秋
帆
を
め
ぐ

る
砲
術
に
関
す
る
長
崎
の
軍
事
的
背
景
を
理
解
す
る
上
で
、
毎
年
春
と
秋
の
田

上
合
戦
場
の
砲
術
演
練
は
看
過
で
き
な
い
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
定
期
的
演
練

の
機
会
を
利
用
し
て
、
秋
帆
は
高
島
流
砲
術
の
創
設
に
向
け
て
天
保
年
間
に
試

射
や
銃
隊
調
練
な
ど
の
場
と
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
田
原
藩
士
の
村
上
定
平

（
長
崎
で
秋
帆
直
伝
）
に
よ
る
『
西
洋
流
奥
儀
大
鑑
』
の
記
録
等
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る11

。

（
二
）
高
島
秋
帆
の
花
火
の
打
ち
揚
げ
と
商
館
長
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
の

懇
談

ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
日
記
に
は
、
こ
の
後
、
一
八
二
三
年
八
月
三
日
（
文
政
六
年

六
月
二
七
日
）
に
、「
夕
刻
、
会
所
調
役
四
郎
兵
衛
の
息
子
に
よ
っ
て
、
対
岸

す
な
わ
ち
湾
の
西
側
に
あ
る
稲
佐
で
花
火
が
打
ち
揚
げ
ら
れ
た
。
遠
く
離
れ
て

い
る
た
め
そ
れ
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
様
々
な
種
類
の
花

火
が
次
第
に
上
手
く
火
の
箭
を
吹
き
出
し
、
そ
の
箭
は
か
な
り
高
く
上
昇
し
て
、

一
つ
、
二
つ
か
ら
九
つ
ま
で
の
、
次
第
に
輝
き
を
増
す
火
の
玉
を
放
出
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
湾
内
は
多
く
の
小
舟
で
賑
わ
い
、
小
舟
の
群
れ
が
夜
遅
く
ま
で

そ
の
楽
し
み
を
続
け
て
い
た
。」
と
あ
り
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
表
記
す
る
「
四
郎
兵

衛
の
息
子
」
は
四
郎
太
夫
こ
と
秋
帆
を
意
味
し
て
い
る
の
で
、
秋
帆
に
よ
る
花

火
の
打
ち
揚
げ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る12

。
砲
術
家
に
と
っ
て
花
火
は
狼
煙
か
ら

発
展
し
、
軍
事
的
に
は
通
信
用
や
照
明
用
と
し
て
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
一

方
で
、
邪
気
を
祓
い
、
疫
病
退
散
・
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
花
火
を
揚
げ
る
花

火
師
と
い
っ
た
職
人
（
玉
屋
や
鍵
屋
な
ど
）
が
現
れ
、江
戸
時
代
中
期
以
降
人
々

の
夏
の
風
物
詩
な
ど
と
し
て
年
中
行
事
化
し
て
い
っ
た
が
、
一
八
世
紀
後
半
の

ロ
シ
ア
船
へ
の
警
戒
以
降
砲
術
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
砲
術
家
も
安
永
年

間
の
狼
煙
稽
古
に
始
ま
り
寛
政
年
間
以
降
松
平
定
信
の
武
術
稽
古
奨
励
の
一
環

と
し
て
昼
夜
火
術
合
（
相
）

図
等
と
称
す
る
狼
煙
稽
古
が

行
わ
れ
、特
に
一
七
九
一（
寛

政
三
）
年
八
月
の
荻
野
六
兵

衛
に
よ
る
浜
御
殿
で
の
火
術

稽
古
上
覧
を
機
に
盛
ん
と
な

り
、
享
和
元
年
以
降
は
江
戸

佃
島
沖
で
の
火
術
稽
古
と
し

て
幕
臣
の
間
で
幕
府
届
け
出

に
よ
り
実
施
さ
れ
た13

。
初
代

長
崎
鉄
砲
方
に
就
任
し
、
長

崎
で
の
荻
野
流
増
補
新
術
の

砲
術
師
範
（
坂
本
孫
之
進
俊

現
よ
り
皆
伝
）
で
あ
っ
た
高

木
道
之
助
は
、一
八
二
一（
文

政
四
）
年
八
月
に
参
府
拝
謁

の
際
に
佃
島
沖
で
火
術
を
上

覧
し
て
昼
二
七
発
・
夜
一
七

発
の
合
図
打
ち
を
行
い
、
ま

た
二
代
目
内
蔵
丞
忠
升
も

一
八
三
〇
（
文
政
一
三
）
年

八
月
に
佃
島
沖
で
昼
二
七

発
・
夜
一
八
発
の
合
図
打
ち
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を
行
っ
て
い
る14

。
秋
帆

に
よ
る
花
火
も
、
狼
煙

稽
古
と
し
て
火
術
訓
練

の
一
環
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
高
島
家
も
四

郎
兵
衛
茂
紀
の
代
に
高

木
道
之
助
と
同
様
に
坂

本
よ
り
皆
伝
を
受
け
て

荻
野
流
増
補
新
術
の
砲

術
師
範
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
荻
野
流
の

得
意
と
し
た
狼
煙
の
火

術
伝
授
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

実
際
、
高
島
家
の
花
火

（
火
術
）
に
関
す
る
史

料
は
現
存
し
て
お
り
、

三
四
～
五
二
種
類
（
前

頁
の
写
真
に
あ
る
『
西

洋
流
奥
儀
大
鑑
』
収
載

の
「
諸
火
薬
法
」
及
び

昼
相
図
「
火
雷
鳴
」、
夜

相
図
「
黄
烟
柳
」「
三

光
星
」
を
参
照
）
の
合

図
狼
煙
を
揚
げ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る15

（
本
頁

の
写
真
）。
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
記
録
は
そ
の
実
演
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、

秋
帆
が
同
年
夏
に
稲
佐
に
お
い
て
花
火
を
揚
げ
た
の
は
単
な
る
狼
煙
稽
古
だ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
の
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
以
来
長

崎
市
中
か
ら
ほ
ぼ
全
国
に
蔓
延
し
た
と
さ
れ
る
感
染
症
の
コ
レ
ラ
が
背
景
に
あ

り16

、
ま
さ
に
疫
病
退
散
を
祈
願
し
た
花
火
の
打
ち
揚
げ
で
も
あ
っ
た
。

火
薬
類
を
使
用
し
た
「
爆
薬
」
と
「
花
火
」
は
、
砲
術
家
と
花
火
師
に
と
っ

て
は
「
軍
需
」
と
「
民
需
」
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
人
類
に
と
っ
て
は
使
用

方
法
に
よ
っ
て
「
諸
刃
の
剣
」
で
あ
り
、
秋
帆
の
「
花
火
」
の
打
ち
揚
げ
は
そ

う
し
た
火
薬
の
用
い
方
を
考
え
さ
せ
る
取
組
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
八
二
三
（
文
政
六
）
年
長
崎
出
島
の
商
館
長
は
、
ブ
ロ
ム
ホ
フ
に
代
わ
っ

て
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
が
、「
日
本
に
お
け
る
博
物
学
調
査
を
任
務
と
す
る

外
科
医
少
佐
」
の
シ
ー
ボ
ル
ト
（Philipp Franz von Siebold, 1796-1866

）

と
と
も
に
来
日
し
て
着
任
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公

務
日
記
』
等
を
中
心
に
、
秋
帆
の
動
き
を
追
っ
て
み
た
い
。

ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
が
記
録
を
残
す
秋
帆
と
の
出
会
い
は
、
一
八
二
四
年

五
月
一
八
日
（
文
政
七
年
四
月
二
〇
日
）
の
『
公
務
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

町
年
寄
見
習
の
高
島
四
郎
太
夫
の
訪
問

　
　
　

今
日
は
町
年
寄
の
高
島
四
郎
兵
衛
の
息
子
で
あ
る
町
年
寄
見
習
の
高
島

四
郎
太
夫
の
訪
問
を
受
け
、（
出
島
の
）
庭
園
を
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
彼
は
出
島
付
き
の
医
師
に
相
談
す
る
た
め
に
来
訪
し
た
が
、
医
師

が
病
気
で
あ
る
た
め
に
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　
　
　

そ
こ
で
、
町
年
寄
見
習
は
私
の
と
こ
ろ
に
訪
ね
て
来
た
の
で
、
私
た
ち

は
一
緒
に
庭
園
を
散
策
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
私
の
申
し
出
に
従
い
、

私
の
部
屋
に
彼
を
非
公
式
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
彼
は
私
の
部
屋
に
二

時
間
以
上
滞
在
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
い
く
つ
か
の
素
晴
ら
し
い
ヨ
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ー
ロ
ッ
パ
製
の
調
度
品
の
中
に
ひ
た
っ
て
過
ご
し
ま
し
た
。
彼
は
丁
寧
な

応
接
に
対
し
て
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
彼
は
今
後
訪

問
を
繰
り
返
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
私
に
依
頼
し
た
後
に
よ
う
や
く
退

席
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
彼
の
申
し
出
を
受
け
と
め
て
か
ら
、
我
々
は
お
互

い
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た17

。

こ
の
日
秋
帆
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
会
う
た
め
に
出
島
を
訪
れ
た
も
の
の
病
気

で
会
え
な
か
っ
た
た
め
、
商
館
長
の
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
が
応
接
し
て
商
館

長
部
屋
に
招
待
し
二
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
滞
在
し
た
と
あ
り
、
ま
た
帰
り
際

に
は
今
後
訪
問
を
繰
り
返
す
こ
と
を
商
館
長
に
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
秋

帆
が
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
ど
の
よ
う
な
話
題
で
歓
談
し
た
の
か
は
残
念
な

が
ら
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
以
降
秋
帆
の
再
訪
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

調
べ
た
と
こ
ろ
、『
公
務
日
記
』
に
は
こ
の
日
以
外
に
秋
帆
と
の
関
係
を
記
す

内
容
は
散
見
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
大
型
武
器
類
の
注
文
の
動
き
と
そ
の
背
景

こ
こ
で
は
、
長
崎
地
役
人
に
よ
る
大
型
武
器
類
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
注
文

と
入
手
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
き
た
い
。

秋
帆
が
前
掲
の
「
幕
府
質
問
回
答
」
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
に
対
し
て
大
型
武
器
類
の
注
文
・
輸
入
に
関
し
て
先
例
と
な
っ
た
の
は
長

崎
鉄
砲
方
の
高
木
道
之
助
に
よ
る
誂
物
注
文
に
よ
っ
て
二
門
の
大
砲
を
入
手
し

た
こ
と
で
あ
る
。
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公
務
日
記
』
の
一
八
二
四
年
八

月
三
日
（
文
政
七
年
七
月
九
日
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
　

大
通
詞
の
馬
場
為
八
郎
が
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

長
崎
奉
行
に
二
門
の
大
砲
が
将
軍
用
の
御
用
御
誂
と
勘
違
い
し
て
荷
下
ろ

し
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
実
際
、
こ
れ
は
一
八
二
二
年
に
長
崎

鉄
砲
方
（
高
木
道
之
助
―
筆
者
注
）
に
よ
っ
て
注
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
知
ら
せ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
奉
行
は
そ
れ
に
つ
い
て
将
軍
の

命
令
が
自
分
の
と
こ
ろ
に
来
る
ま
で
、
そ
れ
ら
大
砲
を
献
上
品
の
送
り
状

の
報
告
と
し
て
掲
載
せ
ず
、
取
り
分
け
て
残
す
よ
う
に
託
さ
れ
、
私
に
指

示
さ
せ
た
（
後
略18

）。

実
際
に
は
、高
木
道
之
助
は
、一
八
一
八
（
文
政
元
）
年
か
ら
一
八
二
一
（
文

政
四
）
年
ま
で
実
兄
で
長
崎
代
官
を
務
め
る
高
木
作
右
衛
門
忠
任
に
次
の
大
砲

の
注
文
協
力
を
得
て
、
毎
年
繰
り
返
し
誂
物
注
文
を
行
い
、
ま
た
一
八
二
二
（
文

政
五
）
年
か
ら
は
長
崎
鉄
砲
方
に
就
任
し
た
こ
と
で
、
自
ら
の
名
義
で
オ
ラ
ン

ダ
商
館
へ
の
誂
物
注
文
を
許
さ
れ
、継
続
的
な
注
文
を
維
持
し
た
（
写
真
参
照19

）。

　
　

2 P
s

＝ M
etaale Canonnen van om

trent 2 of 3 ponden Calieber 
van 30 duim

 tot 50 a 60 duim
 lang m

et affuiten op het land 
gebruikelijk.

　
　
（
二
門
：
約
二
ポ
ン
ド
ま
た
は
三
ポ
ン
ド
の
金
属
製
カ
ノ
ン
砲
。
三
〇
ド

イ
ム
か
ら
五
〇
な
い
し
六
〇
ド
イ
ム
の
口
径
で
、
陸
用
砲
車
に
備
え
ら
れ

て
い
る
も
の20

。）

オ
ラ
ン
ダ
船
が

舶
載
し
た
当
初
、

商
館
側
は
「
御
用

御
誂
」
と
誤
っ
た

認
識
で
貿
易
事
務

を
進
め
た
こ
と

で
、
長
崎
奉
行
所

と
オ
ラ
ン
ダ
商
館

と
の
間
で
の
折
衝

が
翌
年
ま
で
続
い

た
こ
と
が
理
解
で
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き
た
。
二
門
の
大
砲
は
、
荷
下
ろ
し
と
受
取
事
務
の
手
続
き
に
時
間
を
要
し
、

同
年
八
月
七
日
（
七
月
一
三
日
）
に
出
島
に
荷
下
ろ
し
さ
れ
、
事
務
処
理
は
未

決
の
状
態
の
ま
ま
年
を
越
し
、
翌
一
八
二
五
年
五
月
二
三
日
（
文
政
八
年
四
月

六
日
）
に
は
「
大
砲
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
い
く
ら
か
錆
が
付
着
し
て
い
た
」
た

め
商
館
長
は
そ
の
清
掃
を
命
じ
て
い
る21

。
大
砲
は
、
同
年
六
月
二
六
日
（
五
月

一
一
日
）
に
「
将
軍
の
た
め
に
予
定
さ
れ
て
い
た
二
門
の
大
砲
を
、
長
崎
で
役

立
て
使
用
す
る
目
的
で
、
同
地
の
長
崎
会
所
に
引
き
渡
す
翻
訳
命
令
」
を
商
館

長
が
受
け
取
り
、
こ
れ
に
よ
り
漸
く
約
一
年
を
経
過
し
て
六
月
三
〇
日
（
五
月

一
五
日
）
に
「
大
砲
が
付
属
品
と
と
も
に
引
き
渡
さ
れ
」、
そ
し
て
一
二
月
五

日
（
一
〇
月
二
六
日
）
に
は
商
館
長
に
対
し
て
「
二
門
の
金
属
製
の
三
ポ
ン
ド
・

カ
ノ
ン
砲
に
対
す
る
将
軍
か
ら
の
返
礼
と
し
て
、
様
々
な
色
彩
の
細
い
絹
織
物

五
〇
反
を
受
け
取
っ
た
」
と
、
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は
『
公
務
日
記
』
に
綴

っ
て
い
る22

。
こ
れ
が
先
例
と
な
り
、
秋
帆
は
一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
「
来

る
一
八
二
六
年
に
向
け
た
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」
に
、
次
の
大
型
武
器
類
を

初
め
て
注
文
し
た
（
写
真
参
照
）。

　
　

1 stuk M
ortier.w

aarm
ede m

en de bom
ben van 16 pond steen 

schiet m
et rigt m

achine,op de nieuw
ste w

ijze gem
aakt, 

daarbij. 10 stuk ledige bom
be.

　
　
（
最
新
照
準
器
を
備
え
た
、
一
六
ポ
ン
ド
破
裂
弾
を
発
射
で
き
る
モ
ル
テ

ィ
ー
ル
砲
一
門

中
空
の
ボ
ン
ベ
ン
（
破
裂
弾
）
一
〇
個23

）

秋
帆
は
、
高
島
流
の
主
砲
の
一
つ
と
な
る
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
を
、
高
木
道
之

助
が
大
砲
入
手
し
た
同
年
に
発
注
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
注
文
は
そ
の
後
毎

年
継
続
し
て
行
な
わ
れ
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
の
は
七
年
後
の
一
八
三
二
（
天

保
三
）
年
入
港
オ
ラ
ン
ダ
商
船
ヤ
パ
ン
号
（
船
長
ロ
スP. C. de Roth

）
に
よ

っ
て
齎
さ
れ
た
。
こ
の
時
舶
載
さ
れ
た
誂
物
一
六
ポ
ン
ド
・
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲

一
門
（
付
属
品
と
し
て
破
裂
弾
一
〇
発
、
車
台
一
、
銅
製
四
分
儀
一
）
は
、
合

計
六
五
五
・
八

八
七
五
カ
ン
バ

ン
テ
ー
ル
（
代

六
貫
五
百
五
拾

八
匁
八
分
七
厘

五
毛
）
の
バ
タ

フ
ィ
ア
仕
入
値

で
販
売
さ
れ

た24

。
こ
の
こ
と

は
す
で
に
石
田

千
尋
の
研
究
に
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い25

。

こ
の
秋
帆
に
よ
る
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
注
文
と
入
手
の
実
態
か
ら
考
え
る
と
、

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
ま
で
に
西
洋
軍
事
技
術
に
関
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
レ

ベ
ル
の
知
識
と
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
た
の
か
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
時
期
的
な
面
か
ら
、
何
故
こ
の
年
に
秋
帆
は
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
を
オ
ラ
ン

ダ
に
注
文
し
た
の
か
考
察
を
要
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
、
冒
頭

で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
商
館
長
は
陸
軍
砲
兵
大
佐
の
軍
歴
を
有
す
る
ド
ゥ
・

ス
テ
ュ
ル
レ
ル
で
あ
り
、
有
馬
成
甫
が
注
目
し
て
以
来
、
秋
帆
が
修
業
を
受
け

た
人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き

た
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公
務
日
記
』
を
は
じ
め
、
翌
一
八
二
六
（
文
政
九
）

年
に
新
任
の
商
館
長
ヘ
ル
マ
イ
ン
・
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
メ
イ
ラ
ン
（Germ

ain 
Felix M

eijlan, 1785-1831

）
に
交
代
す
る
ま
で
の
『
公
務
日
記
』
を
含
む
他

の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
文
書
群
を
調
査
し
て
も
、
秋
帆
と
の
軍
事
的
交
流
や
応
接

に
関
す
る
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
同
時
期
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館

に
駐
在
し
て
い
た
他
の
商
館
員
の
可
能
性
を
探
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て

銃
砲
史
研
究
家
の
所
荘
吉
は
、
所
蔵
す
る
高
島
流
の
三
巻
三
冊
本
の
伝
書
に
つ
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い
て
筆
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
。
筆
者
は
一
巻
目
の
一
丁
袋
綴
じ
部
分
に
「
西

洋
シ
イ
ホ
ル
よ
り
高
嶋
先
生
江
相
傳
・
・
・
」（
写
真
参
照
）
と
あ
る
高
島
流
砲

術
の
起
請
文
下
書
き
を
発
見
し
た
。
こ
の
伝
書
は
豊
後
の
佐
伯
藩
砲
術
家
の
野

村
家
旧
蔵
の
も
の
で
あ
り
、残
念
な
が
ら
現
在
こ
の
伝
書
は
不
明
で
は
あ
る
が
、

起
請
文
下
書
き
は
、
所
荘
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
板
橋
区
立
郷
土
資
料

館
に
あ
る
庄
司
郡
平
『
火
薬
秘
書
』
に
挿
入
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は

高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
シ
ー
ボ
ル
ト
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史

料
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て
、
前

述
の
田
原
藩
士
村
上
定

平
の
も
と
で
学
ん
だ
上

田
藩
士
八
木
剛
助
の
備

忘
録
「
田
原
記
聞
」（
上

田
市
立
博
物
館
所
蔵
）

の
中
で
、
村
上
が
秋
帆

の
談
と
し
て
シ
ー
ボ
ル

ト
の
事
蹟
を
紹
介
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
土
佐

藩
の
西
洋
砲
術
家
で
あ

る
田
所
左
右
次
が
秋
帆

よ
り
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら

直
接
聞
い
た
砲
術
の
話

（
寺
石
正
路
『
南
国
遺

事
』（
聚
景
園
武
内
書

店
、
一
九
一
六
年
）

三
三
〇
頁
）
が
あ
る
。

秋
帆
が
田
所
に
話
し
た

こ
と
は
、
石
垣
城
壁
が
如
何
に
堅
牢
で
あ
ろ
う
と
も
西
洋
で
用
い
る
破
裂
弾

（
ボ
ム
弾
）
や
拓
榴
弾
を
使
用
す
れ
ば
容
易
に
攻
撃
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
は
一
八
二
六
（
文
政
九
）
年
頃
の
出
来
事
と
推
察
さ
れ
る
。
シ

ー
ボ
ル
ト
は
自
著
『
日
本
』（〝N

IPPO
N

〟）
の
中
で
も
日
本
の
兵
学
・
武
器

等
に
関
し
て
詳
し
い
考
察
を
残
し
て
お
り
、
来
日
前
の
バ
タ
フ
ィ
ア
で
は
ウ
ェ

ル
テ
フ
レ
ー
デ
ン
（W

eltevreden

）
の
第
五
砲
兵
連
隊
所
属
の
外
科
医
少
佐

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
砲
術
の
基
礎
的
知
識
は
習
得
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
起
請
文
下
書
き
の
存
在
に
よ
っ
て
、
八
木
や
田
所
の
記
録
が
一
層

重
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
砲
術
教
授
を
め
ぐ
る
シ
ー
ボ
ル
ト
と
秋
帆
と
の

関
係
の
深
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
、
時
期
的
な
面
か
ら
、
何
故
こ
の
年
に
秋
帆
は
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
を
オ

ラ
ン
ダ
に
注
文
し
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
秋
帆
に
と
っ
て
高
木
道
之
助
が

二
門
の
大
砲
を
入
手
し
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
推
察
で
き
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
の
『
公

務
日
記
』
を
見
る
と
、
一
八
二
五
年
つ
ま
り
文
政
八
年
二
月
に
幕
府
が
異
国
船

打
払
令
を
発
令
し
て
い
る
こ
と
は
考
察
上
重
要
で
あ
り
、
同
年
八
月
四
日
（
六

月
二
〇
日
）
に
「
江
戸
の
幕
府
か
ら
長
崎
奉
行
の
高
橋
越
前
守
重
賢
を
通
じ
て
、

商
館
長
へ
与
え
ら
れ
た
翻
訳
命
令
書
を
受
け
取
っ
た26

」
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は

記
録
し
て
い
る
。
こ
の
命
令
で
は
「
オ
ラ
ン
ダ
船
は
当
地
以
外
の
日
本
の
沿
岸

に
漂
着
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
他
の
国
々
の
船
と
見
な
さ
れ
な
い
よ
う
注

意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
外
国
船
は
、
将
来
再
び
日
本

の
沿
岸
周
辺
に
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
厳
し
く
取
り
扱
わ
れ
る
命
令
が
、

全
沿
岸
に
発
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
あ
っ
た27

。
こ
の
時
幕
府
か
ら
は
「
な

ぜ
イ
ギ
リ
ス
船
が
数
年
来
し
ば
し
ば
日
本
の
海
岸
で
乱
暴
を
は
た
ら
く
の
か
」

に
関
し
て
、
商
館
長
に
意
見
を
求
め
て
お
り
、
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は
八
月

一
二
日
に
は
異
国
船
の
来
航
し
た
船
の
こ
と
を
調
査
し
て
報
告
す
る
と
対
応
し
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て
い
る28

。
長
崎
奉
行
は
九
月
六
日
に
も
「
イ
ギ
リ
ス
人
や
他
の
外
国
船
が
日
本

の
沿
岸
を
侵
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
」
に
対
す
る
意
見
を
商
館
長
に
催
促

し
て
い
る29

。
異
国
船
打
払
令
に
関
す
る
幕
府
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
の
質
疑
応

答
に
関
し
て
は
そ
の
後
意
見
を
交
わ
し
て
お
り
、
一
〇
月
二
九
日
に
は
商
館
長

側
か
ら
日
本
に
来
航
す
る
オ
ラ
ン
ダ
船
が
他
の
外
国
船
と
間
違
え
ら
れ
な
い
よ

う
、
秘
密
信
号
旗
の
活
用
を
幕
府
か
ら
長
崎
奉
行
を
介
し
て
書
面
伝
達
さ
れ
、

バ
タ
フ
ィ
ア
の
東
イ
ン
ド
政
庁
に
信
号
旗
に
つ
い
て
連
絡
す
る
よ
う
命
令
を
受

け
て
い
る
（
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
後
に
日
蘭
間
で
採
択
さ
れ
た
秘
密
信
号
旗
活

用
の
復
活
で
あ
る30

）。
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は
こ
の
幕
府
の
対
応
を
真
摯
に

受
け
と
め
る
と
と
も
に
、「
日
本
の
全
海
岸
で
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
信
号
旗
を
備

え
て
い
な
い
と
、
外
国
船
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
場
合
打
払
う

よ
う
将
軍
の
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
」
と
明
確
に
異
国

船
打
払
令
に
対
し
て
認
識
を
し
て
い
た31

。
因
み
に
、
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
は

翌
年
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
江
戸
参
府
に
赴
き
、
江
戸
滞
在
中
に
幕
府
天
文
方
兼

書
物
奉
行
の
高
橋
作
左
衛
門
景
保
と
の
長
崎
屋
で
の
対
談
に
よ
り
、
高
橋
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
情
勢
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
に
対
し
て
詳
し

く
回
答
し
て
い
る
。
高
橋
は
そ
の
回
答
を
も
と
に
「
丙
戌
異
聞
」
等
を
ま
と
め

て
お
り
、
前
年
の
異
国
船
打
払
令
の
発
出
に
連
動
し
た
捉
え
を
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ

ル
レ
ル
が
こ
の
時
理
解
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る32

。
異
国
船
打
払
令
を
め
ぐ
る
幕

府
と
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
の
間
の
対
応
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
で
論
じ
る
予

定
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
異
国
船
の
対
策
法
令
を
背
景
に
、
秋
帆
が
モ

ル
テ
ィ
ー
ル
砲
等
の
洋
式
の
大
型
武
器
類
を
、
長
崎
警
備
の
軍
事
力
強
化
と
と

も
に
、
全
国
的
に
展
開
す
る
海
防
政
策
を
も
意
識
し
て
発
注
し
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
後
年
、
秋
帆
は
唐
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
風
説

書
等
を
通
じ
て
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報
に
接
し
、
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
九
月

に
「
天
保
上
書
」
を
認
め
て
西
洋
砲
術
の
採
用
を
建
白
し
て
徳
丸
原
で
の
上
覧

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
時
勢
を
捉
え
た
実
践
力
強
化
に
向

け
た
意
識
の
み
な
ら
ず
秋
帆
の
先
見
性
の
気
質
や
行
動
力
を
見
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
は
長
崎
在
住
者
と
し
て
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
感
性
と
進
取
性
の
表

れ
で
あ
り
、
近
世
を
通
じ
て
の
長
崎
の
特
質
の
一
つ
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
時
期
の
秋
帆
の
動
向
を
理
解
で
き
る
傍
証
史
料
と
し
て
、
熊
本

藩
士
の
池
部
啓
太
の
記
録
が
あ
り
、
一
八
二
八
（
文
政
一
一
）
年
二
月
に
池
部

が
長
崎
へ
「
暦
法
并
炮
術
稽
古
」
の
た
め
遊
学
し
た
際
、
師
の
末
次
忠
助
か
ら

高
島
四
郎
兵
衛
へ
の
入
門
を
勧
め
ら
れ
、「
二
月
之
末
歟
三
月
之
始
歟

高
嶋

江
入
門
仕
」
と
あ
り
、
高
島
家
に
砲
術
入
門
し
た
と
あ
る33

。
こ
の
時
、
末
次
が

池
部
に
高
島
家
を
推
薦
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
の
史
料
に
詳
し
く
書
か
れ

て
お
り
、
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、「
同
人
（
四
郎
兵
衛
―
筆
者
注
）
相
続

之
三
男
高
島
四
郎
太
夫
且
四
郎
兵
衛
二
男
久
松
碩
次
郎
兄
弟

蘭
法
炮
術
殊
之

外
執
心
ニ
而

吟
味
仕
居
候
間
申
談
候
ハ
ゝ
為
合
ニ
も
相
成

可
申
其
上
現
物

ニ
打
方
も
出
来
仕
候
事
ニ
付

旁
弁
利
ニ
相
成

尤
四
郎
太
夫
兄
弟
蘭
書
者
読

不
申
候
間

通
詞
共
ニ
吟
味
相
頼

又
ハ
自
身
ニ
読
方
相
談
仕
候
間

蘭
書
よ

り
吟
味
出
来
仕
候
分
ハ
不
相
替
咄
可
仕
と
申
候
而
相
進
候
間

右
忠
助
引
合
ニ

而

同
年
二
月
之
末
歟
三
月
之
始
歟

高
嶋
江
入
門
仕

四
郎
太
夫
江
咄
合
候

趣

誠
ニ
蘭
炮
術
執
心
ニ
而
心
魂
を
砕
探
索
仕
候
」
と
あ
る34

。
異
国
船
打
払
令

の
発
出
を
契
機
に
、
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
発
注
や
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
破
裂
弾
等

の
西
洋
軍
事
技
術
の
受
容
と
い
っ
た
具
体
的
な
動
き
か
ら
考
え
て
も
、
秋
帆
は

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
以
降
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
介
し
て
積
極
的
に
西
洋
軍
事

技
術
の
導
入
に
努
め
、
西
洋
式
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ

る
ま
い
。
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二

一
八
三
二
年
の
高
島
秋
帆
誂
物
発
注
に
伴
う
質
疑
応
答
書
類
と
関
係
蘭
書

の
翻
訳

（
一
）
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ
の
大
型
武
器
類
の
注
文
・
入
手
と
西
洋
軍
事
技
術
の

研
究

一
八
二
五
（
文
政
八
）
年
に
高
島
秋
帆
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
誂
物
注
文
し
た

モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
は
、
前
述
の
と
お
り
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
七
月
に
長
崎

に
入
港
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
船
ヤ
パ
ン
（Japan

）
号
（
船
長
ロ
ス
）
が
舶
載
し
、

八
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
一
二
日
ま
で
の
同
船
の
荷
下
ろ
し
作
業
や
事
務
手
続

き
を
経
て
、
そ
の
後
秋
帆
の
も
と
に
遅
く
と
も
一
一
月
末
ま
で
に
届
け
ら
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る35

。

こ
の
年
の
長
崎
地
役
人
に
よ
る
田
上
合
戦
場
で
の
砲
術
演
練
は
、
一
八
三
三

年
一
月
〇
日
（
天
保
三
年
閏
一
一
月
二
四
日
）
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
藩

命
に
よ
り
長
崎
で
蘭
学
修
業
中
の
水
戸
藩
士
の
柴
田
方
庵
が
「
西
征
日
記
」
の

同
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

　
　

二
十
四
日

三
十
二
度

初
テ
霜
降
ル

年
寄
高
島
四
郎
兵
衛
門
人

大

筒
合
戦
場
ト
云
原
ニ
ヲ
ヰ
テ
試
ム

見
物
ニ
行
（
中
略
）
八

貫
目
玉
筒
ニ
テ
仕
掛
玉

炮
碌
丁
二
目
印
立

二
度
「
蘭

名
ボ
ン
ベ
ン

鉄
玉
ニ
テ
中
空

火
薬
ヲ
充
填
ス

右
同
筒

ニ
テ
昼
ノ
合
図

蝶
彩
玉　
　

以
上36

こ
の
記
述
は
、
秋
帆
が
入
手
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
で
ボ
ン
ベ
ン
弾
で
あ
る

破
裂
弾
を
二
度
に
わ
た
り
初
の
試
射
を
行
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

例
年
田
上
合
戦
場
で
の
秋
の
演
練
は
九
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
は

「
初
テ
霜
降
ル
」
寒
い
冬
季
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
は
町
年
寄

の
高
島
四
郎
兵
衛
の
門
人
の
み
が
行
っ
た
演
練
と
読
み
取
れ
る
。
高
島
四
郎
兵

衛
が
通
年
よ
り
遅
れ
て
演
練
を
実
施
し
た
理
由
と
し
て
は
、
同
年
の
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
貿
易
業
務
が
一
二
月
過
ぎ
ま
で
延
び
て
お
り
、
同
月
一
九
日
に
漸
く
二

隻
の
オ
ラ
ン
ダ
船
が
バ
タ
フ
ィ
ア
に
向
け
て
出
帆
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
島

家
は
秋
帆
が
今
回
入
手
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
試
射
を
必
ず
行
う
予
定
で
、

入
港
後
出
島
に
陸
揚
げ
さ
れ
て
か
ら
恐
ら
く
そ
こ
で
操
砲
に
か
か
る
理
解
と
運

用
ス
キ
ル
の
習
得
を
行
い
な
が
ら
、
入
手
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
に
関
し
て
必

要
と
な
る
付
属
品
や
消
耗
品
を
来
年
以
降
入
手
す
る
た
め
の
注
文
に
向
け
て
オ

ラ
ン
ダ
商
館
と
調
整
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
の
貿
易
業
務
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
の
演
練
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
根
拠
が
、
本

稿
で
紹
介
す
る
次
の
史
料
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
に
は
、
一
八
三
二
年
の
日
本
関
係
文

書
中
に
阿
蘭
陀
通
詞
作
成
の
「
来
る
一
八
三
三
年
の
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」

（D
e Eisch van zijn M

ajesteitden K
eizerens voor het aanstaande 
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）
と
記
載
さ
れ
た
仮
綴
じ
の
貿
易
書
類
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る37

。
阿
蘭
陀
通
詞
作
成
の
「
来
る
一
八
三
三
年
の
貿
易
取
引
に
関
す
る
詳
細

な
注
文
書
」
に
は
「
町
年
寄
高
島
四
郎
太
夫
様
の
た
め
の
誂
」（
写
真
参
照
）

と
し
て
誂
品
目
が
列
記
さ
れ
て
い
る
三
枚
に
わ
た
る
書
面
の
ほ
か
、
誂
品
に
関

す
る
二
枚
の
絵
図
面
を
添
付
し
て
い
る
（
写
真
参
照
）。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に

本
注
文
書
の
別
添
と
し
て「
町
年
寄
の
高
島
四
郎
太
夫
様
の
た
め
に
破
裂
弾《
ボ

ン
ベ
ン
》
と
焼
夷
弾
《
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ゲ
ル
》
に
関
す
る
一
番
か
ら
四
一
番
ま

で
」（V

an N
o1 tot 41. over, D

e bom
ben en brandkogels, voor de 

W
elEdelen H

eer T
akasim

a Sirotaju Sam
a opperburger m

eester.

）

と
い
う
書
類
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
か
つ
て
板
沢
武
雄
が
ハ
ー
グ

国
立
中
央
文
書
館
に
お
い
て
史
料
採
訪
し
た
際
、
自
ら
の
「
兵
学
ニ
関
ス
ル
書

籍
及
器
具
」
と
題
す
る
研
究
ノ
ー
ト
の
巻
末
に
、
書
類
タ
イ
ト
ル
と
一
枚
目
の

書
き
出
し
一
〇
行
を
書
写
し
情
報
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
。
そ
の
後
板
沢
の
史
料

情
報
は
有
馬
成
甫
に
提
供
さ
れ
、
有
馬

は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
蘭
学

資
料
研
究
会
の
第
八
回（
一
月
二
一
日
）

と
第
九
回
（
二
月
一
一
日
）
の
二
回
に

わ
た
り
「
高
島
秋
帆
と
そ
の
時
代
」
の

テ
ー
マ
で
発
表
し
て
い
る
。
有
馬
は
そ

の
成
果
を
『
高
島
秋
帆
』
の
中
で
紹
介

し
、
こ
の
著
書
を
通
じ
て
広
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ

の
史
料
の
全
容
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
貴
重
な
史
料
と
考
え
ら

れ
な
が
ら
も
現
在
ま
で
翻
訳
さ
れ
ず
記

載
内
容
が
不
明
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
史
料
の
翻
訳
を
試
み
、
稿
末
に
掲
載
し
て
秋
帆
の
西
洋

軍
事
技
術
の
研
究
解
明
の
一
助
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
史
料
に
は
、
高
島
流
の
西
洋
軍
事
技
術
的
な
特
性
が
読
み
取
れ
、
同
年

注
文
の
諸
砲
具
に
つ
い
て
四
一
番
ま
で
の
品
目
に
対
し
て
、
三
三
の
質
問
を
設

定
し
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
問
合
せ
、
そ
の
回
答
が
付
さ
れ
た
対
問
形
式
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
注
文
の
諸
砲
具
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
中
に
急
速
に
進
化
し
た
種
々
の
砲
弾
や
装
填
、
製
造
等
に
関
す

る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
に
関
す
る
製
造
、
装
填
、
解
体
や

取
扱
上
の
注
意
点
、
信
管
と
迅
速
火
縄
、
焼
夷
弾
と
光
弾
、
薬
包
製
作
、
薬
莢

の
準
備
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
後
掲
）。
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
の

時
点
で
、
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
の
操
作
と
と
も
に
、
同
砲
か
ら
放
つ
種
々
の
砲
弾

に
関
す
る
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
に
つ
い
て
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
る

点
で
、
基
礎
的
な
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
も
の
の
信
管
や
迅
速
火
縄
等
に
関
し
て
は

高
度
な
技
術
を
要
す
る
域
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
高
島
流
砲
術
の
徳
丸
原
演
練

ま
で
の
技
術
的
な
到
達
度
か
ら
見
る
と
、
天
保
初
年
の
段
階
で
六
割
程
度
の
達

成
が
な
さ
れ
た
と

筆
者
は
判
断
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
、
天
保
年

間
に
ホ
ー
ウ
ィ
ッ

ス
ル
砲
や
カ
ノ
ン

砲
の
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
、
剣
付
ゲ
ウ

ェ
ー
ル
銃
携
帯
に

よ
る
歩
兵
調
練
な

ど
積
極
的
な
知
識
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と
技
術
の
習
得
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
現
存
す
る
高
島
流
の
史
料
か
ら
窺
い

知
れ
る
。
秋
帆
に
よ
る
天
保
年
間
の
段
階
的
な
習
得
に
関
す
る
到
達
度
が
如
何

な
る
経
過
で
行
わ
れ
た
の
か
、
今
回
紹
介
の
質
問
応
答
を
基
点
に
高
島
流
砲
術

の
軍
事
技
術
内
容
の
分
析
と
考
察
が
今
後
重
要
に
な
る
も
の
と
理
解
す
る
。
こ

の
こ
と
は
今
後
の
筆
者
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
二
）
高
島
流
砲
術
の
伝
書
原
本
で
あ
る
蘭
書
の
翻
訳
業
績

高
島
秋
帆
は
、
前
掲
の
質
問
応
答
に
関
連
し
て
輸
入
蘭
兵
書
か
ら
の
知
識
・

技
術
の
吸
収
に
関
し
て
も
業
績
を
残
し
て
い
る
。
高
島
流
砲
術
が
求
め
た
西
洋

軍
事
技
術
の
基
礎
か
ら
応
用
・
発
展
に
関
し
て
、
秋
帆
が
最
も
活
用
し
た
と
さ

れ
る
蘭
書
が
三
冊
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
で
は
セ
ッ
セ
レ
ル
の
蘭
書
で
阿
蘭
陀
通
詞

の
名
村
貞
五
郎
元
義
に
よ
り
『
遠
西
火
攻
精
選
』（
一
八
二
三
年
刊
行
）
と
し

て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
、
も
う
一
つ
が
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
『
砲
術
便
覧
』

（
一
八
〇
七
年
刊
行
）
で
『
高
島
流
砲
術
伝
書
』
と
し
て
翻
訳
さ
れ
た
も
の
、

次
に
ソ
フ
ト
面
で
オ
ラ
ン
ダ
王
国
陸
軍
の
一
八
三
二
年
版
『
歩
兵
操
典
』
で
前

述
の
村
上
定
平
編
に
よ
る
高
島
流
の
『
銃
陣
初
学
鈔
』
の
成
立
に
参
考
に
さ
れ

た
も
の
で
あ
る38

。
こ
れ
ら
の
秋
帆
旧
蔵
蘭
書
は
大
部
分
が
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
の
江
戸
幕
府
旧
蔵
蘭
書
群
の
中
に
あ
る
。
三
冊
の
蘭
書
の
う
ち
、
高
島
流
砲

術
の
創
設
と
伝
書
の
成
立
に
深
く
関
係
す
る
の
は
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
『
砲
術

便
覧
』
で
あ
る
。
こ
の
蘭
書
は
基
礎
的
な
砲
術
の
入
門
書
と
し
て
秋
帆
に
と
っ

て
は
他
の
多
く
の
輸
入
蘭
書
が
か
な
り
専
門
的
な
軍
事
技
術
に
関
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
異
才
を
放
ち
、
む
し
ろ
砲
術
入
門
書
と
し
て
携
行
本

の
体
裁
を
有
し
て
い
る
。

ミ
ュ
エ
レ
ン
の
『
砲
術
便
覧
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
佐
藤
昌
介
や
所
荘
吉

の
研
究
に
よ
り
、
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
が
前
掲
の

「
田
原
記
聞
」
や
庄
司
郡
平
の
「
火
薬
秘
書
」
序
文
な
ど
に
よ
り
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る39

。「
高

島
流
砲
術
伝
書
」（
別
に

「
高
島
流
砲
術
秘
書
」
な

ど
と
称
さ
れ
る
）
三
巻
三

冊
本
の
伝
書
は
、
オ
ラ
ン

ダ
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
で

綴
ら
れ
た
ま
ま
の
箇
所
も

多
く
、
砲
術
に
精
通
し
て

い
な
い
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ

る
翻
訳
と
見
做
さ
れ
、
具

体
的
に
「
長
崎
通
辞
功
者

中
山
作
三
郎
、西
記
志
十
、

此
人
高
嶋
先
生
伝
書
を
読

解
す
」
と
伝
聞
さ
れ
て
き

た40

。し
か
し
な
が
ら
、
筆
者

は
所
蔵
史
料
の
中
に
、
ミ

ュ
エ
レ
ン
『
砲
術
便
覧
』

を
原
書
と
し
た
、「
高
島

流
砲
術
伝
書
」
と
は
別
訳

の
史
料
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た41

。
写
本
の
こ
の
史

料
は
、
題
箋
及
び
内
題
・

巻
末
題
に
「A

LT
ILRERIE

譯
文
」
あ
る
い
は
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」（
以
下
、

写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
と
表
記
）
と
記
載
が
見
え
、
調
査
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
か
つ
て
所
荘
吉
か
ら
提
供
さ
れ
た
写
本
の
複
写
史
料
と
同
じ
内
容
で

『高嶋流砲術秘書』３巻３冊本（筆者所蔵）とその原書であるミュエレン『砲術便覧』
（蘭書、オランダ・ロッテルダム、1807 年刊行）の扉
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あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
表
題
・
内
容
が
同
じ
写
本
を
も
う
一
つ
松
代
の
真

田
宝
物
館
に
所
蔵
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
写
真
参
照
）。
筆
者
は
当
初
写
本

「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
の
内
題
の
も
と
に
「
一
八
百
八
年
」
の
年
記
を
頼
り
に
、

高
島
秋
帆
旧
蔵
本
を
収
蔵
す
る
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
各
地
に
現
存
す
る

蘭
書
を
調
査
し
て
き
た
が
該
当
が
見
当
た
ら
な
い
。
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
は
、

一
八
〇
七
年
に
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
、
筆
者
が
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
貿
易

文
書
中
か
ら
舶
載
さ
れ
た
時
期
や
冊
数
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、

一
冊
の
み
の
輸
入
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た42

。
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
長
崎

入
港
の
ド
ゥ
・
ト
ゥ
ウ
ェ
ー
・
コ
ル
ネ
リ
ッ
セ
ン
（D

e T
w
ee Cornelissen

）

号
（
フ
ェ
ン
ス
ト
ラ
船
長V

eenstra

）
に
よ
り
一
冊
の
み
こ
の
時
舶
載
さ
れ

た
限
り
で
、「
送
り
状
」（Facturen

）
に
は
一
冊
八
フ
ロ
リ
ン
で
取
引
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る43

。
近
年
、
筆
者
が
入
手
し
た
「
遠
西
火
術
範
」
の
題

箋
名
と
内
題
を
も
つ
写
本
一
冊
は
、
写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
と
ほ
ぼ
同
様

の
訳
本
で
あ
り
、
目
次
の
章
立
て
項
目
と
序
文
に
「
一
千
八
百
零
八
年
」（
刊

行
年
の
誤
写
）
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
序
文
の
署
名
に
は
「
天
保
己
亥
春
月

書
於
星
臨
堂
之
薬
室

大

塚
同
庵
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
遠
西
火
術
範
」（
次
頁
写
真
参
照
）
と
称
さ
れ

た
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
原
本
の
翻
訳
者
が
大
塚
同
庵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」
も
大
塚
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た44

。
す

な
わ
ち
、
ミ
ュ
エ
レ
ン
の
蘭
書
が
阿
蘭
陀
通
詞
に
よ
る
翻
訳
で
成
立
し
た
「
高

島
流
砲
術
伝
書
」
と
は
別
に
、
元
幕
府
勘
定
方
普
請
役
で
そ
の
後
職
を
辞
し
て

長
崎
に
遊
学
し
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
修
し
、
医
学
や
兵
学
を
学
ん
だ
大
塚
同
庵

（
八
郎
）
に
よ
る
翻
訳
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
大
塚

の
翻
訳
が
序
文
か
ら
一
八
三
九
（
天
保
一
〇
）
年
春
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
蘭
船

舶
載
か
ら
約
二
年
で
ほ
ぼ
全
訳
し
た
こ
と
も
わ
か
り
、
秋
帆
所
持
の
蘭
書
原
本

を
師
の
秋
帆
の
依
頼
に
よ
っ
て
翻
訳
し
た
も
の
か
ど
う
か
不
明
で
は
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
秋
帆
蔵
書
か
ら
の
翻
訳
で
あ
り
、
高
島
流
砲
術
の
関
係
史
料

と
と
も
に
伝
写
さ
れ
流
布
し
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
の
で
、
大
塚
が
秋
帆
の
蘭

書
翻
訳
に
協
力
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
に
よ
り
成
立
し
た
「
高
島
流
砲
術
伝
書
」
は
、
そ
の
成

立
過
程
で
初
め
は
「
火
砲
新
書
」
と
称
し
、「
天
保
一
一
（
一
八
四
〇
―
筆
者
注
）

年
九
月
」の
奥
書
を
有
す
る
も
の
が
最
も
古
い
も
の
と
し
て
確
認
で
き
て
い
る
。

大
塚
の
「
遠
西
火
術
範
」
は
そ
の
一
年
前
の
成
立
で
は
あ
る
が
、
大
塚
の
翻
訳

を
活
用
し
て
い
な
い
点
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
塚
の
翻
訳
に
は
三
巻
三

冊
本
と
し
て
形
成
さ
れ
た
伝
書
に
見
ら
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
和
訳
語
を
充
て
て
い
る
の
で
阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
よ
り
も
は
る

か
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
高
島
流
砲
術
伝
書
」
は
「
火
砲

新
書
」
の
成
立
後
、
同
年
一
二
月
に
は
「
高
島
流
秘
巻
」
と
称
し
て
高
島
流
の

砲
術
伝
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
た
も
の
と
し
て
成
立
す
る
が
三
巻
三
冊
本
の

最
初
の
一
冊
目
の
内
容
の
み
で
成
立
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
翌
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「
天
保
一
二
（
一
八
四
一
―
筆
者
注
）
年
六
月
の
日
付
の
あ
る
「
高
島
流
砲
術

秘
書
」
三
巻
三
冊
本
と
し
て
高
島
流
の
砲
術
伝
書
と
し
て
成
立
す
る
と
、
ミ
ュ

エ
レ
ン
の
蘭
書
原
本
が
全
体
九
章
か
ら
編
集
さ
れ
て
い
る
が
、
三
巻
三
冊
本
の

伝
書
は
そ
の
第
二
章
か
ら
第
八
章
の
翻
訳
文
を
秋
帆
が
再
編
し
て
成
立
し
た
も

の
で
あ
る45

。
そ
れ
に
対
し
て
大
塚
は
蘭
書
原
本
の
第
一
章
か
ら
第
八
章
ま
で
を

翻
訳
し
、
そ
の
章
立
て
の
ま
ま
翻
訳
写
本
と
し
て
成
立
さ
せ
た
。
秋
帆
が
あ
え

て
阿
蘭
陀
通
詞
の
翻
訳
し
た
難
解
な
伝
書
原
稿
の
方
を
用
い
て
三
巻
三
冊
本
を

形
成
し
た
の
は
、
や
は
り
オ
ラ
ン
ダ
語
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
含
め
て
西
洋
流
と
し

て
の
砲
術
流
派
の
特
性
を
誇
示
す
る
こ
と
を
目
論
む
と
と
も
に
、
伝
書
を
読
む

こ
と
で
誰
し
も
が
理
解
す
る
こ
と
を
意
図
的
に
不
可
能
な
状
態
と
し
て
編
集
し

た
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
秋
帆
蔵
書
の
ミ
ュ
エ
レ
ン

『
砲
術
便
覧
』
を
翻
訳
し
た
大
塚
の
成
果
は
、
一
八
三
二
（
天
保
三
）
年
の
オ

ラ
ン
ダ
商
館
と
の
「
注
文
書
」
に
添
付
さ
れ
た
質
疑
応
答
書
類
に
見
え
る
秋
帆

の
砲
術
習
得
の
内
容
と
も
深
く
か
か
わ
る
の
で
、
写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」

の
翻
刻
内
容
を
一
部
後
掲
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
関
す
る
研
究
に
供
す
る
も
の
と
な
れ
ば
幸
い

と
考
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
未
見
の
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
に
か
か
わ
る
関
係

史
料
の
紹
介
と
考
察
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容
を
ま
と
め
て
き
た
。
高

島
流
砲
術
の
軍
事
技
術
的
な
考
察
に
よ
る
研
究
の
重
要
性
が
本
稿
を
通
じ
て
少

し
で
も
提
示
で
き
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ
て
は
目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

と
り
わ
け
、
高
島
秋
帆
の
西
洋
軍
事
技
術
へ
の
傾
倒
の
端
緒
が
異
国
船
打
払
令

を
背
景
に
し
た
も
の
と
考
察
の
視
点
を
見
出
さ
せ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
オ
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ラ
ン
ダ
商
館
文
書
を
時
系
列
に
読
み
解
い
て
確
認
で
き
た
成
果
と
い
え
る
。
今

後
も
オ
ラ
ン
ダ
商
館
文
書
に
関
す
る
細
部
の
調
査
と
考
察
を
行
っ
て
、
高
島
秋

帆
と
高
島
流
砲
術
に
関
す
る
実
態
の
解
明
と
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
横
浜
薬
科
大
学
の
𠮷
田
佳
恵
教
授
と

同
大
学
図
書
館
の
司
書
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
掲

載
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
並
び
に
お
世
話
に
な

っ
た
徳
永
宏
係
長
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
横
浜
薬
科
大
学
教
授
）

〔
史
料
翻
訳
〕
＊
《
…
》
の
記
載
は
筆
者
註

【
表
紙
】

「
来
る
一
八
三
三
年
の
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」
通
詞
仲
間

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）

（
高
島
秋
帆
に
よ
る
注
文
）

「
町
年
寄

高
島
四
郎
太
夫
様
の
誂
」

8
個

ウ
ニ
コ
ー
ル

小
さ
な
種
類
で
各
長
さ
25
～
30
ド
イ
ム

3
斤

サ
フ
ラ
ン

3
斤

阿
片

8
斤

ハ
ル
ポ
イ
ス

中
国
産
の
薫
陸

1
個

正
方
形
の
角
が
鋭
利
で
３
層
ま
た
は
４
層
で
差
渡
し
５
ド
イ
ム
の
居

間
用
収
納
箱

2　
　

花
鳥
の
絵
柄
が
あ
る
10
畳
ま
た
は
８
畳
の
カ
ー
ペ
ッ
ト

10　
　

銃
剣
付
の
戦
闘
用
ゲ
ウ
ェ
ー
ル
銃

30　
　

通
常
使
用
の
中
空
の
臼
砲（
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
）適
用
の
破
裂
弾（
ボ
ム
）

3　
　

焼
夷
弾
の
完
成
品

1　
　

眼
科
医
療
器
具

1　
　

外
科
医
の
た
め
の
医
療
器
具

2　
　

ヘ
ル
ニ
ア
バ
ン
ド
（
脱
腸
帯
）

2　
　

止
血
帯

3
個

1
番
及
び
15
番

破
裂
弾
の
完
成
品

3　
　

2
番

金
属
製
半
円
型

3　
　

3
番

破
裂
弾
の
鋳
型

3　
　

4
番

粘
土
製
の
鋳
型

3　
　

5
番

信
管
《
破
裂
弾
用
の
信
管
》
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3　
　

6
番

管
留
め
《
信
管
を
固
定
す
る
道
具
》

3　
　

7
番

乳
棒

3　
　

8
番

合
薬
匙

3　
　

9
番

木
槌

3　
　

10
番
及
び
13
番

褐
色
の
蜜
蝋

3　
　

11
番
及
び
14
番

固
形
脂
肪

3　
　

12
番
及
び
24
番
、
25
番
及
び
28
番

迅
速
火
縄

3
個

16
番

信
管
備
え
具

3　
　

17
番

合
薬
木
槌

3　
　

18
番

銅
製
漏
斗

3　
　

19
番

異
な
る
サ
イ
ズ
の
粗
い
火
薬
の
製
造

3　
　

20
番

良
質
の
銅
製
の
信
管
抜
管
器

3　
　

21
番

着
脱
式
の
銅
製
ド
リ
ル
の
覆
い

3　
　

22
番

銅
製
の
螺
旋
状
の
錐

3　
　

23
番

銅
製
の
細
密
機
器

3　
　

26
番

細
長
い
フ
レ
ー
ム

3　
　

27
番

長
め
の
粗
い
リ
ネ
ン
の
袋

3　
　

29
番

回
転
式
の
信
管

3　
　

30
番

信
管
台

3　
　

31
番

銅
製
乳
棒

3　
　

32
番

鵞
翅

3　
　

33
番

幅
広
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
を
巻
く
た
め
の
真
木

3　
　

34
番

木
製
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
型

3　
　

35
番

銅
製
の
漏
斗

3　
　

36
番

銅
製
の
乳
棒

3　
　

37
番

銅
製
の
合
薬
匙

3　
　

38
番
及
び
39
番

シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
薬
莢

3　
　

40
番

通
常
火
縄

3　
　

41
番

中
空
殻

　
　
　
　

こ
れ
ら
１
番
か
ら
41
番
ま
で
は
別
添
の
冊
子
を
挿
入
し
ま
し
た
の

で
そ
ち
ら
を
参
照
く
だ
さ
い
。

１
冊

新
刊
の
数
学
に
関
す
る
本

１　
　

す
べ
て
の
付
属
品
を
備
え
た
最
高
品
質
の
望
遠
鏡

図
面
添
付

〔
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
〕

D
e Eisch van zijn M

ajesteitden K
eizerens voor het aanstaande 

jaar 1833. ‘T
 collegie  

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）

V
oor den W

elE
delen H

eer T
akasim

a Sirotaju Sam
a  

opperburger m
eester

8 stuks
Eenhoorn kleine sort,ieder lengte van 25 tot 30 duim

3 katt
Saffraan

3  

〃

opium
8  

〃

H
arpuis in het Chineesch 

薫
陸

1 stuks
geslepene vierkante eetkassees van 3 of 4 lagen va
5 duim

 in diam
eter

2
tapijt van 10 of 8 m

atten m
et bloem

 en vogelen
10

oorlogs gew
eer m

et Banjonet
30

ledige bom
ben voor dit jaar aangebragt m

ortier
Gebruikelijk

― ―20



3
geprepareerde brandkogel

1 stuk
Instrum

enten voor oog  opperntien
1

　
　
　

〃　
　
　
　
　

〃   w
ondheel m

eesters
2

Breuk band
2

T
ourniket

《tourniquet

》

                      
3

N
o1 en 15 geprepareerde bom

ben
3

〃2 m
etalen coquilles

3

〃3 het vorm
en van bom

ben
3

〃4 kren van klei
3

〃5 buis
3

〃6 buizen blok
3

〃7 koperen stam
per

3

〃8     

〃

  com
positie lepeltjes

3

〃9 houten slagertjes
3

〃10 en 13 bruine harst
3

〃11 en 14 hard ves
3

〃12 en 24,25 en 28 gezw
inde lont

3

〃16 buizen zetter
3

〃17 houten ham
er

3

〃18 koperen trechter
3

〃19 buskruid m
aten

3

〃20 goede m
et koper beslagen boren

3

〃21 om
slag m

et koper beslagen boren
3

〃22 koperen fretten
3

〃23     

〃

  krapper

3

〃26 lang w
erpig geraam

te
3

〃27 w
el sluitenden grof linen zak

3

〃29 pijpjes rolder
3

〃30 

〃

blokje
3

〃31 koperen stam
per

3

〃32 schuins gesneden penne Schacht
3

〃33 zunder rolders
3

〃34 houten zunder vorm
3

〃35 koperen trechter
3

〃36     

〃

  stam
per

3

〃37 koper lepeltje
3

〃38 en 39 zunder hulzen
3

〃40 gew
one lont

3

〃41 holle klossen
    D

eze van N
o 1 tot 41 schoeft m

en op het ander
    boek na te zien.

1 boek
ontleeskunde nieuw

 uitgegeven
1

spiegel thelescoop beste sort m
et al zijn toebehoorg 

zooals afteekening.
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【
別
添
冊
子
の
表
紙
】

「
町
年
寄
の
高
島
四
郎
太
夫
様
の
た
め
に
破
裂
弾
《
ボ
ン
ベ
ン
》
と
焼
夷
弾

《
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー
ゲ
ル
》
に
関
す
る
一
番
か
ら
四
一
番
ま
で
」

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）

【
１
枚
目
】

　
　

（
質
問
）（
第
1
）
破
裂
弾
《
ボ
ン
ベ
ン
》
ま
た
は
拓
榴
弾
《
ガ
ラ
ナ
ー
ド
》

を
準
備
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

か
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

（
回
答
）
砲
弾
の
中
空
部
分
ま
た
は
内
部
を
火
薬
（
お
よ
び
必
要
に
応
じ

て
他
の
材
質
）
で
満
た
し
た
あ
と
、
木
製
の
導
火
管
を
穴
か
ら
内
部

に
打
ち
込
み
、
臼
砲
《
あ
る
い
は
迫
撃
砲
、
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
》
ま

た
は
榴
弾
砲
《
ホ
ー
ウ
ィ
ツ
ス
ル
砲
》
に
砲
弾
を
装
填
す
る
準
備
が

整
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
砲
弾
は
砂
を
挿
入
し
た
半
球
形
の
鋳
型
を

も
っ
て
製
造
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
（
第
2
）
半
球
形
の
鋳
型
は
二
つ

を
合
わ
せ
た
中
で
半
中
空
の
球
体
と
な
っ
て
造
ら
れ
、
箱
型
の
縁
を

互
い
に
重
ね
合
う
こ
と
で
一
緒
と
な
り
、
球
体
を
形
成
し
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
砲
弾
を
鋳
造
す
る
鋳
型
は
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
初
に
、
半
分
の
型
で
砲
弾
の
半
分
の
殻
を
形
成
し
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
ら
鋳
型
に
は
成
形
砂
と
粉
砕
し
た
木
炭
を
振
り
か
け
、

そ
の
後
、
前
半
球
の
鋳
型
に
後
半
球
の
鋳
型
を
合
わ
せ
ま
す
。
ど
ち

ら
か
の
半
分
の
箱
に
は
砂
で
満
た
さ
れ
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
突
き

固
め
ら
れ
て
い
る
状
態
と
な
り
ま
す
。
半
分
の
鋳
型
を
分
解
し
、
砲

弾
殻
を
砂
か
ら
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
半
分
の
鋳
型
に
半
球
の
く

ぼ
み
を
残
し
ま
す
。
こ
れ
を
結
合
す
る
と
、砲
弾
全
体
が
形
成
さ
れ
、

そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
挿
入
口
を
通
し
て
充
填
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
第
3
）
破
裂
弾
と
拓
榴
弾
の
製
造
は
同
じ
方
法
で
行
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
違
い
は
、
作
業
工
程
で
（
第
4
）
粘
土
槨
が
鉄
の
棒
上
で

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。（
恐
ら
く
、
こ
の
槨
も
砂
で
で

き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
）
こ
れ
は
炉
で
乾
燥
さ
れ
、
型
に
固
定
さ
れ
ま
す
。
槨
は
破
裂

弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
内
部
形
状
の
サ
イ
ズ
と
同
じ
形
状
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
鉄
の
棒
の
周
り
に
作
業
用
の
粘
土

の
一
部
が
管
の
穴
を
形
成
す
る
た
め
の
リ
ベ
ッ
ト
で
固
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
が
注
が
れ
た
後
に
管
の
穴
を
形
成
す

る
た
め
に
、
槨
は
鉄
の
棒
で
焼
か
れ
、
取
り
出
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

砲
弾
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
継
ぎ
目
は
打
ち
の
め
さ
れ
ま
す
。

そ
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
の
精
巧
さ
を
も
っ
て
し
て
も
、
特
定
の
方
法
で

完
璧
な
丸
い
砲
弾
を
作
る
こ
と
は
ま
だ
不
可
能
で
す
。
肉
眼
で
見
る

と
、
完
全
に
丸
い
形
で
あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
同
じ
丸

形
か
ら
著
し
く
逸
脱
し
て
い
る
も
の
は
不
採
用
で
す
。

　
　
　
　
　

破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
使
っ
て
発
火
さ
せ
た
い
時
は
、
溶
解
し
た
材

質
を
装
填
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
砲
弾
に
は
、
い
く
つ
か
の
部
品
を

挿
入
し
ま
す
。
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
は
、
爆
発
に
よ
り
燃
え
か
す
は
払

わ
れ
、
砲
弾
の
落
下
の
際
に
可
燃
物
に
着
火
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
　

（
質
問
）
あ
な
た
が
い
っ
た
方
法
で
、破
裂
弾
と
拓
榴
弾
を
製
造
す
る
際
、

組
成
の
管
が
同
様
に
穴
に
挿
入
さ
れ
、
そ
れ
が
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴

弾
の
詰
め
物
に
点
火
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
良
く

理
解
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
私
は
特
に
（
第
5
）
信
管
《
ボ
ム
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用
信
管
》
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
説
明
を
切
望
し
ま
す
。

　
　

（
回
答
）
こ
れ
ら
の
信
管
は
丸
い
ト
ネ
リ
コ
《
モ
ク
セ
イ
科
に
分
類
さ
れ

る
落
葉
樹
の
こ
と
》
の
木
片
で
あ
り
、
他
の
管
か
ら
数
ド
イ
ム
（
使

用
す
る
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
口
径
に
応
じ
て
、
厚
さ
も
同
様
に

調
整
さ
れ
ま
す
）《
ド
イ
ム
は
長
さ
の
単
位
で
約
一
セ
ン
チ
相
当
》

に
小
口
ま
た
は
受
け
皿
に
配
置
さ
れ
、
下
に
向
か
っ
て
先
細
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
信
管
は
完
全
に
錐
で
中
が
空
洞
状
態
で
開

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
こ
の
棒
状
の
も
の
が
挿
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
信
管
を
準
備
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
道
具
と
材
料
が
必
要
で

す
か
？

　
　

（
回
答
）
こ
れ
に
必
要
な
道
具
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　

高
さ
が
約
三
フ
ィ
ー
ト
、
直
径
が
一
〇
～
一
二
ド
イ
ム
と
目
視
で

き
る
形
状
の
（
第
6
）
管
留
め
《
ボ
イ
ン
セ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
》。
上

面
に
は
、
口
径
の
管
状
の
木
材
を
約
２
ド
イ
ム
ま
で
収
納
す
る
の
に

十
分
な
幅
と
深
さ
の
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

家
庭
用
の
長
さ
の
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
約
三
分
の
一
の
長
さ
と
三

分
の
二
の
長
さ
の
三
つ
の
真
鍮
製
の
（
第
7
）
乳
棒
《
ス
タ
ン
ペ
ル
、

シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
製
作
に
用
い
る
器
具
の
一
つ
》。
上
記
で
指
定
さ

れ
た
そ
の
錐
の
太
さ
の
も
の
。

　
　
　
　
　
（
第
8
）
銅
製
の
合
薬
匙
《
レ
ー
ペ
ル
チ
ェ
》。

　
　
　
　
　
（
第
9
）
木
槌
は
、
長
さ
約
四
ド
イ
ム
で
打
ち
出
部
分
が
二
ド
イ

ム
の
円
筒
形
で
、
持
ち
手
の
部
分
に
ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
い
る
も
の
。

　
　
　
　
　

材
料
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　

硝
石
《
サ
ル
ペ
ー
ト
ル
》、
硫
黄
《
ツ
ワ
ー
フ
ル
》、
粉
製
合
薬

《
メ
ー
ル
ピ
ュ
ー
フ
ェ
ル
》、
瀝
青
《
ピ
ッ
ク
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
よ

う
な
粘
性
体
》、（
第
10
）
褐
色
の
蜜
蝋
《
ブ
ロ
ン
・
ハ
ル
ス
ト
》
と

（
第
11
）
固
形
脂
肪
、（
第
12
）
迅
速
火
縄
《
ゲ
ズ
ウ
イ
ン
ド
・
ロ
ン

ト
》、
鋸
屑
《
ザ
ー
ク
・
メ
ー
ル
、
硝
石
の
水
溶
液
に
浸
し
て
焼
夷

弾
に
使
用
》、
筆
記
具
、
灰
色
の
麻
《
グ
ラ
ウ
ン
・
リ
ネ
ン
》
と
撚

糸
《
ビ
ン
ド
ガ
ー
レ
ン
》。

　
　

（
質
問
）
ボ
ム
用
の
信
管
の
充
填
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
管
状
の
木
材
と
穿
孔
（
信
管
孔
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
十
分
に
広

く
滑
ら
か
に
加
工
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
木
材
が
す
べ
て

の
点
で
良
好
な
状
態
で
あ
る
か
、
乳
棒
が
そ
の
中
で
自
由
に
動
く
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
、
い
く
つ
か
の
窄
孔
の
う
ち
の
一
つ
の
孔
に
乳

棒
を
使
っ
て
組
成
物
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
次
に
、
七
回
の
打
撃
を

三
セ
ッ
ト
行
い
、
三
セ
ッ
ト
ご
と
に
乳
棒
を
わ
ず
か
に
下
向
き
に
横

た
わ
ら
せ
て
回
転
さ
せ
ま
す
。
信
管
が
四
分
の
一
ド
イ
ム
以
内
に
充

填
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
を
続
け
ま
す
（
充
填
に
応
じ
て
乳
棒
を
変
化

さ
せ
ま
す
）。
そ
の
後
、
小
さ
な
迅
速
火
縄
が
信
管
の
上
部
に
藁
紐

に
入
れ
ら
れ
て
所
定
の
位
置
に
打
ち
込
ま
れ
、
口
薬
の
粉
末
で
加
工

さ
れ
ま
す
（
半
分
に
折
れ
た
状
態
で
、破
裂
弾
用
の
信
管
に
は
二
つ
、

他
の
信
管
に
は
一
つ
で
対
応
）
乳
棒
を
使
っ
て
端
を
ジ
ク
ザ
ク
に
し

て
容
器
の
周
り
に
置
い
て
、
そ
の
上
に
さ
ら
に
口
薬
の
粉
末
を
撒
き

散
ら
し
、
そ
の
あ
と
で
信
管
を
蓋
と
接
着
剤
で
固
め
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
信
管
は
ど
の
よ
う
に
装
着
さ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
一
般
的
な
筆
記
用
紙
と
迅
速
火
縄
を
容
器
の
丸
い
部
分
の
上
に

置
き
、
こ
こ
で
は
ま
た
遥
か
に
大
き
な
灰
色
の
リ
ネ
ン
の
上
に
、
残

り
の
リ
ネ
ン
部
分
を
下
向
き
に
折
り
、
端
か
ら
約
二
分
の
一
ド
イ
ム

下
の
方
に
結
び
、
よ
り
糸
で
固
定
し
ま
す
。
五
回
半
ほ
ど
巻
き
付
け

た
あ
と
、
ナ
イ
フ
で
丸
く
余
分
な
布
を
切
り
ま
す
。
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（
回
答
）
上
端
と
同
じ
よ
う
に
、
接
着
剤
が
ま
だ
乾
か
な
い
う
ち
に
、
容

器
に
瀝
青
三
分
、
褐
色
の
蜜
蝋
二
分
（
第
13
）
茶
色
の
松
脂
と
（
第

14
）
半
分
の
固
形
脂
肪
か
ら
な
る
溶
融
組
成
物
に
浸
し
、
口
薬
を
乾

か
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
の
（
第
15
）
準
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
、
も
う
少
し
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
回
答
）
ま
ず
、
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
注
意
深
く
扱
い
、
適
切
な
ス
ク
レ

ー
パ
ー
（
削
り
取
る
へ
ら
状
の
道
具
）
で
内
部
を
掃
除
し
ま
す
。
次

に
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
道
具
と
材
料
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
以

下
の
も
の
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
窄
孔
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
砲
弾
が
そ

の
中
に
い
く
ら
か
固
定
で
き
る
よ
う
に
、
く
り
抜
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
第
16
）
信
管
備
え
具
（
信
管
を
打
ち
込
む
の
に
使
用
す
る
道
具
）

は
、
信
管
よ
り
も
厚
く
、
信
管
の
頭
を
収
容
で
き
る
サ
イ
ズ
に
片
側

が
く
り
抜
か
れ
た
丸
い
木
片
で
す
。

　
　
　
　
　
（
第
17
）
合
薬
木
槌
。

　
　
　
　
　
（
第
18
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
の
信
管
の
穴
に
挿
入
さ
れ
る
銅
製
の

漏
斗
。

　
　
　
　
　
（
第
19
）
異
な
る
サ
イ
ズ
の
粗
い
火
薬
の
製
造
。

　
　
　
　
　

細
か
な
作
業
と
ハ
ン
ド
グ
リ
ー
ス
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
火
薬
を
満
た
し
ま
す

か
。

　
　

（
回
答
）
五
〇
ポ
ン
ド
の
破
裂
弾
に
は
四
ポ
ン
ド
の
火
薬
を
一
六
ポ
ン
ド

の
拓
榴
弾
（
そ
の
口
径
の
迫
撃
砲
と
榴
弾
砲
に
使
用
）
に
は
〇
・
五

ポ
ン
ド
の
火
薬
を
、
鉄
製
の
二
四
ポ
ン
ド
の
拓
榴
弾
の
場
合
は
鉛

一
八
ポ
ン
ド
を
、
そ
れ
ぞ
れ
運
用
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
装
填
す
る
手
順
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

（
回
答
）
洗
浄
し
た
内
部
に
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
を
窄
孔
に
配
置
し
、

火
薬
計
量
を
経
て
、
銅
製
の
漏
斗
を
使
用
し
て
必
要
な
量
の
火
薬
を

同
じ
中
に
注
ぎ
ま
す
。
ブ
リ
キ
製
の
缶
が
信
管
の
穴
に
取
り
付
け
ら

れ
、
丸
み
が
あ
り
、
ま
わ
り
に
グ
リ
ー
ス
を
塗
っ
て
浸
透
し
や
す
く

し
、
下
か
ら
斜
め
に
カ
ッ
ト
し
て
缶
の
穴
に
戻
し
た
後
、
調
整
器
を

そ
の
上
に
置
き
、
ハ
ン
マ
ー
を
使
っ
て
、
か
な
り
強
い
打
撃
を
数
回

に
わ
た
っ
て
行
い
ま
す
。
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
に
打
ち
込
ま
れ
、

頭
の
部
分
が
約
四
分
の
三
ド
イ
ム
突
き
出
る
ま
で
、
打
撃
が
強
す
ぎ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ブ
リ
キ
製
の
缶
の
組
成

物
は
厚
い
で
す
が
壊
れ
や
す
い
状
態
な
の
で
注
意
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
缶
が
そ
の
穴
を
完
全
に
覆
い
隠
す

よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
火
薬
が
外
部
の
火
に
よ
っ
て

点
火
し
な
い
よ
う
に
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
す
べ
き
か
で
す
。
缶

が
薄
す
ぎ
る
場
合
は
、
い
く
ら
か
の
作
業
を
施
し
て
覆
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
榴
弾
砲
に
よ
っ
て
拓
榴
弾
を
使
用
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に

別
の
方
法
で
缶
の
閉
鎖
を
促
進
で
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
で
は
、
そ
の
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）
拓
榴
弾
の
窄
孔
を
行
う
の
と
同
時
に
信
管
を
準
備
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
は
、
拓
榴
弾
に
打
ち
込
ま
れ
る
ま
で
信
管
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
拓
榴
弾
の
上
部
を
含
む
信
管
の
頭
部
を
、

凝
固
剤
を
入
れ
、
次
に
お
が
く
ず
を
入
れ
て
浸
し
ま
す
。
そ
れ
で
も

信
管
の
穴
に
わ
ず
か
な
開
口
部
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
凝
固
剤
に

よ
り
補
修
し
ま
す
。
そ
の
間
、
こ
の
処
理
は
一
般
的
に
最
も
相
応
し

い
対
応
で
あ
り
、
拓
榴
弾
に
挿
入
さ
れ
た
信
管
が
す
で
に
凝
固
剤
で

固
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
十
分
な
時
間
が
な
い
場
合
は
二
度
目
の
凝
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固
剤
に
よ
る
固
定
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
　

（
質
問
）
そ
の
場
合
、
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
の
暴
発
と
い
う
大
き
な
危
険
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

（
回
答
）
は
い
、
い
か
な
る
場
合
で
も
必
要
な
慎
重
さ
を
も
っ
て
し
て
も

危
険
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
の
最
適
な
道

具
が
あ
り
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
道
具
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）（
第
20
）
良
質
の
銅
製
の
信
管
抜
管
器
、（
第
21
）
着
脱
式
の
銅

製
ド
リ
ル
の
覆
い
、（
第
22
）
銅
製
の
螺
旋
状
の
錐
。
こ
れ
ら
は
破

裂
弾
や
拓
榴
弾
の
口
径
に
応
じ
て
、
両
方
と
も
覆
い
は
異
な
り
ま
す

が
、
同
じ
目
盛
り
表
示
と
螺
旋
状
の
錐
を
備
え
た
抜
管
器
で
す
。

　
　

（
質
問
）
解
体
は
ど
の
よ
う
に
行
い
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
は
、
抜
管
器
と
樽
の
下
に
置
き
、
信
管

と
同
じ
サ
イ
ズ
の
挟
み
具
を
用
意
し
ま
す
。
そ
の
後
、
挟
み
具
を
十

分
に
接
続
し
た
ら
ナ
ッ
ト
を
ゆ
っ
く
り
と
回
し
ま
す
。
次
に
、
固
定

横
方
向
の
部
品
で
、
吊
り
下
げ
ピ
ン
の
針
を
通
す
こ
と
で
、
信
管
の

着
火
口
を
閉
じ
て
、
挟
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
と
落
ち
着
い
て
挟
み
具
を
引
き
抜
い
て
い
く
と

信
管
が
追
従
し
て
、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
か
ら
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
信
管
が
き
つ
過
ぎ
て
突
出
部
分
が
外
れ
ず
処

理
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
銅
製
の
組
成
物
を
使
っ
て
信
管
を
抜

き
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
事
故
を
避
け
る
た
め
に
水
中
で
こ
れ
を

行
い
ま
す
）
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
銅
製
の
錐
の
一
つ
を
信
管
に
ね

じ
込
み
、
収
ま
る
深
さ
ま
で
入
れ
ま
す
。
引
き
抜
き
用
の
挟
み
具
で
、

ね
じ
込
み
錐
を
つ
か
み
、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
か
ら
信
管
の
壊
れ

た
部
分
と
と
も
に
取
り
出
し
ま
す
。
次
に
、
火
薬
が
発
射
体
か
ら
注

ぎ
出
さ
れ
、
発
射
体
は
（
第
23
）
銅
製
の
精
密
機
器
で
内
部
を
洗
い

ま
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
24
）
迅
速
火
縄
に
は
ど
の
よ
う
な
材
料
が
必
要
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）
か
つ
て
は
、
芯
に
巻
く
厚
さ
の
増
減
に
応
じ
て
、
二
本
、
三
本
、

ま
た
は
四
本
の
糸
で
構
成
さ
れ
た
滑
ら
か
で
均
一
な
綿
糸
、
次
に
口

薬
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
ま
た
は
ジ
ェ
ネ
バ
ー
を
用
い
ま
す
。
後
者
は
ア
ラ

ビ
ア
語
の
も
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
ゴ
ム
を
加
え
て
溶

か
し
た
も
の
で
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
25
）
迅
速
火
縄
は
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
一
つ
は
、
カ
バ
ー
の
綿
糸
を
互
い
に
ゆ
る
く
重
ね
て
、
薄
い
層

に
配
置
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
の
後
、
口
薬
の
粉
末
層
で
覆

わ
れ
、
幅
の
広
い
と
こ
ろ
に
ブ
ラ
ン
デ
ー
と
溶
け
た
ゴ
ム
を
ま
ず
注

ぎ
ま
す
。
口
薬
の
粉
末
が
濃
い
ペ
ー
ス
ト
状
に
な
る
ま
で
、
糸
が
壊

れ
な
い
よ
う
綿
糸
を
煮
て
処
理
し
、
そ
し
て
再
び
綿
布
と
、
ま
た
ブ

ラ
ン
デ
ー
と
ゴ
ム
で
湿
ら
せ
た
口
薬
の
粉
末
層
で
覆
い
、
以
前
と
同

じ
よ
う
に
機
能
さ
せ
、
そ
し
て
、
同
じ
方
法
で
複
数
の
仕
込
み
を
続

け
ま
す
。
洗
面
器
に
十
分
な
量
の
層
が
で
き
た
後
、
七
時
間
あ
る
い

は
八
時
間
浸
し
ま
す
が
、
時
々
、
す
べ
て
を
ゆ
っ
く
り
と
か
き
混
ぜ

ま
す
。
か
き
混
ぜ
て
よ
く
練
ら
れ
た
布
を
芯
に
巻
き
付
け
て
親
指
の

間
に
置
い
た
ま
ま
に
し
ま
す
。
前
面
に
形
を
与
え
、
余
分
な
口
薬
の

粉
末
を
払
い
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
糸
が
乾
い
た
ら
、

最
初
の
部
分
を
角
切
り
し
て
、
湿
気
の
な
い
場
所
に
置
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
焼
夷
弾
と
光
弾
は
ど
の
よ
う
に
製
作
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）（
第
26
）
細
長
い
フ
レ
ー
ム
は
数
本
の
鉄
片
で
で
き
て
お
り
、

そ
の
上
に
（
第
27
）
長
め
の
粗
い
リ
ネ
ン
の
袋
を
被
せ
ま
す
。
こ
の

袋
は
、
上
部
で
閉
じ
て
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
形
状
よ
り
も
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わ
ず
か
に
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
袋
に
は
、
砲
弾
を
吊
る
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
二
つ
の
係
累
が
あ
り
ま
す
（
こ
れ
は
二
九
ド
イ
ム
の
砲

弾
の
場
合
で
あ
り
、
二
〇
ド
イ
ム
と
一
五
ド
イ
ム
の
砲
弾
の
場
合
は

係
累
は
一
つ
だ
け
で
す
）。
焼
夷
弾
が
充
填
さ
れ
る
組
成
は
二
番
目

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
松
脂
の
一
部
で
増
や
す
だ
け
で
済
み
ま
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
28
）
迅
速
火
縄
と
は
何
で
す
か
。

　
　

（
回
答
）
迅
速
火
縄
は
、
通
常
浸
し
た
綿
糸
で
製
作
さ
れ
、
口
薬
の
粉
末

と
ブ
ラ
ン
デ
ー
状
の
液
体
に
浸
し
、
そ
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
の

火
縄
は
、
あ
る
物
体
を
着
火
す
る
の
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
非

常
に
迅
速
に
行
わ
れ
る
た
め
、
迅
速
火
縄
の
名
称
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　

（
質
問
）
ど
の
よ
う
な
材
料
を
用
い
て
製
作
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
ま
ず
普
通
の
筆
記
用
紙
。
紙
片
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
五
と
二
分

の
一
ド
イ
ム
の
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
い
幅
で
、
紙

片
は
二
四
枚
か
ら
な
り
ま
す
。
信
管
の
頭
ま
で
の
紙
片
は
、
幅
が
一

と
二
分
の
一
行
で
、
薬
莢
の
紙
片
と
同
じ
長
さ
で
す
。
こ
れ
ら
の
用

紙
一
枚
で
紙
片
300
枚
を
切
り
取
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

さ
ら
に
、（
第
29
）
回
転
式
の
信
管
。
二
と
四
分
の
三
の
太
さ
の

も
の
が
約
五
ド
イ
ム
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

銅
製
ま
た
は
重
い
木
製
か
ら
な
る
（
第
30
）
信
管
台
。
そ
の
台
上

に
は
鋼
の
針
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
高
さ
一
と
四
分
の
三
ド
イ
ム
、

底
部
が
太
く
、
線
が
先
細
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ネ
ジ
式
信
管
よ
り
わ
ず
か
に
薄
い
（
第
31
）
銅
製
の
乳
棒
。
こ
れ

は
、
指
定
さ
れ
た
針
に
正
し
く
設
置
さ
れ
て
穴
を
明
け
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

木
槌
。
高
さ
は
四
ド
イ
ム
、
底
部
は
一
ド
イ
ム
の
円
錐
形
を
し
て

お
り
、
端
に
は
細
い
ハ
ン
ド
ル
が
付
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

ス
プ
ー
ン
と
し
て
機
能
す
る
、
斜
め
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
（
第
32
）

鵞
翅
。

　
　
　
　
　

半
分
粗
い
火
薬
の
詰
め
物
。
一
ポ
ン
ド
か
ら
二
五
〇
の
量
。

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ン
デ
ー
ま
た
は
ジ
ェ
ネ
バ
ー
で
湿
ら
せ
た
口
薬
の
粉
末
。
偽

装
す
る
た
め
の
粗
悪
な
ガ
ー
ゼ
。

　
　
　
　
　

親
指
ほ
ど
の
糸
束
。
糸
の
束
で
あ
り
、
織
布
の
切
断
後
、
リ
ネ
ン

織
り
ミ
ル
の
縦
糸
を
作
成
。

　
　
　
　
　

で
ん
ぷ
ん
と
ゴ
ム
液
。

　
　
　
　
　

紙
と
紐
。
そ
れ
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
信
管
と
薬
莢
の
巻
き
付
け
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
細
長
い
紙
片
を
水
平
に
並
べ
て
、
半
分
に
で
ん
ぷ
ん
を
ブ
ラ
シ

で
ふ
り
か
け
ま
す
。
次
に
、
半
分
油
を
塗
っ
た
紙
片
を
滑
ら
か
な
ボ

ー
ド
に
置
き
、
巻
軸
を
乾
燥
し
た
紙
片
の
真
ん
中
に
置
き
ま
す
。
そ

の
後
、
紙
は
自
由
に
回
転
で
き
る
よ
う
周
り
に
固
定
し
、
残
り
の
部

分
を
指
で
強
く
折
り
、
巻
軸
か
ら
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
外
し
、
乾
か
す

た
め
に
脇
に
置
い
て
お
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
先
頭
に
被
せ
る
キ
ャ
ッ
プ
は
ど
の
よ
う
に
作
成
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
薬
莢
が
乾
い
た
後
、紙
片
の
片
側
を
で
ん
ぷ
ん
で
す
べ
て
塗
り
、

薬
莢
の
一
方
の
端
を
完
全
に
巻
き
上
げ
て
、
薬
莢
の
周
り
に
隆
起
ま

た
は
隆
起
し
た
先
端
部
を
作
り
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
火
管
（
小
型
の
信
管
）
を
準
備
す
る
た
め
に
他
に
何
を
し
ま
す

か
。

　
　

（
回
答
）
薬
莢
は
窄
孔
の
鋼
針
の
周
り
に
配
置
さ
れ
、
ピ
ン
シ
ャ
フ
ト
を

使
用
し
て
、
粗
い
火
薬
を
小
さ
な
接
着
具
で
入
れ
ま
す
。
次
に
、
挿

入
後
に
、
薬
莢
の
針
の
上
に
乳
棒
を
置
き
ま
す
。
七
回
の
打
撃
を
三

セ
ッ
ト
行
い
、
三
セ
ッ
ト
ご
と
に
乳
棒
を
わ
ず
か
に
下
向
き
に
横
た
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わ
ら
せ
て
回
転
さ
せ
ま
す
。
信
管
が
一
と
二
分
の
一
ド
イ
ム
以
内
に

充
填
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
を
続
け
ま
す
（
充
填
に
応
じ
て
乳
棒
を
変

化
さ
せ
ま
す
）。
次
に
、
満
た
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
、
湿
ら
せ
た

口
薬
の
粉
末
で
完
全
に
満
た
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ
も
の
の
先

細
り
の
キ
ャ
ッ
プ
も
追
加
さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
、
擬
装
を
行
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
詰
め
物
を
し
た
キ
ャ
ッ
プ
を
絹
の
ガ
ー
ゼ
布
（
大
き
な
布

か
ら
二
四
〇
個
を
切
り
取
っ
た
サ
イ
ズ
）
で
覆
い
、
太
鼓
用
の
束
を

使
用
し
て
三
つ
の
半
木
で
固
定
し
ま
す
。
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
、
白
い
木
目
糸
を
使
用
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

こ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
パ
イ
プ
は
、
一
〇
個
ず
つ
、
二
列
に

並
べ
ら
れ
、
キ
ャ
ッ
プ
が
上
に
被
さ
り
、
薄
い
紐
で
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
一
片
の
紙
で
覆
わ
れ
た
後
、
そ
の
う
ち
の
五
つ
は
筆
記
用
紙
か

ら
切
り
取
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
幅
三
つ
、
長
さ
二
つ
で
す
。

　
　

（
質
問
）
そ
の
よ
う
な
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
（
伝
火
速
度
の
速
い
火
縄
の
一
つ
）

の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
も
そ
も
そ
れ
に
必
要
な
も

の
は
何
か
ま
ず
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

（
回
答
）
ま
ず
、
紙
に
薬
包
入
れ
の
形
を
書
き
ま
す
。
各
紙
片
は
、
幅
五

ド
イ
ム
と
三
分
の
一
ド
イ
ム
、
高
さ
一
一
ド
イ
ム
の
三
つ
を
生
成
し

ま
す
。
そ
の
際
、
紙
葉
の
幅
広
の
片
は
細
長
い
片
に
す
る
た
め
、
約

一
ド
イ
ム
と
二
分
の
一
ド
イ
ム
を
切
り
落
と
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
　
　
　
　
（
第
33
）
幅
広
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
を
巻
く
た
め
の
真
木
は
、
太
さ

四
と
二
分
の
一
ド
イ
ム
で
長
さ
一
四
ド
イ
ム
の
も
の
で
、
持
ち
手
の

ハ
ン
ド
ル
部
分
は
カ
ウ
ン
ト
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
（
第
34
）
木
製
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
型
。

　
　
　
　
　
（
第
35
）
銅
製
の
漏
斗
。
管
が
非
常
に
細
い
の
で
薬
莢
に
挿
入
で

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
第
36
）
銅
製
の
乳
棒
。
三
本
の
線
の
太
さ
。

　
　
　
　
　
（
第
37
）
銅
製
の
合
薬
匙
と
装
填
用
具
。

　
　
　
　
　

で
ん
ぷ
ん
と
ブ
ラ
シ
が
入
っ
た
容
器
。

　
　
　
　
　

シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
製
法
。
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
九
、
硫
黄
五
、
口
薬

一
二
か
ら
な
る
。
三
八
〇
個
の
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
を
製
作
す
る
に
は
、

約
二
六
ポ
ン
ド
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

変
質
し
た
も
の
の
み
の
口
薬
の
粉
。

　
　
　
　
　

未
精
製
で
品
質
を
保
っ
て
い
る
亜
麻
仁
油
。
指
で
つ
ま
ん
で
一
緒

に
擦
る
と
、
く
っ
付
く
の
に
十
分
な
粘
着
性
が
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　

変
質
し
た
紙
。
通
常
は
青
い
紙
で
あ
り
、
一
枚
か
ら
八
〇
枚
ま
で

切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

包
装
紙
。
八
分
の
一
紙
片
の
サ
イ
ズ
。

　
　
　
　
　

太
鼓
用
の
束
、
あ
る
い
は
濡
れ
た
灰
色
の
糸
。

　
　
　
　
　

糸
を
巻
き
付
け
て
縛
る
だ
け
で
す
。
一
二
〇
〇
個
は
一
ポ
ン
ド

で
十
分
で
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
38
）シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
容
器
は
ど
の
よ
う
に
製
作
す
る
の
か
。

　
　

（
回
答
）
前
と
同
じ
よ
う
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
紙
の
細
長
片
が

概
ね
四
分
の
一
ド
イ
ム
に
膨
ら
む
よ
う
に
、
上
下
に
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
す
ぐ
に
重
ね
ら
れ
、
縦
に
突
き
出
て
紙
片
の
突
き
出
た
端
は

で
ん
ぷ
ん
で
覆
わ
れ
、
そ
の
後
乾
い
た
回
転
部
が
縦
に
置
か
れ
、
紙

の
細
長
片
の
周
囲
に
し
っ
か
り
と
巻
き
ま
す
。
回
転
部
の
端
に
向
か

っ
て
汚
れ
た
部
分
を
し
っ
か
り
と
折
り
畳
み
、
台
の
上
で
回
転
部
を

し
っ
か
り
閉
鎖
す
る
よ
う
押
し
当
て
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
薬
莢
を
埋
め
る
ま
で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
上
記
の
組
成
物
の
部
分
を
研
磨
台
の
上
で
別
々
に
こ
す
り
、
篩
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に
か
け
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
後
、
そ
れ
ら
を
未
沸
騰
の
亜
麻
仁
油

で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。
次
に
、
薬
莢
を
金
型
に
設
置
し
ま
す
。

漏
斗
を
そ
の
上
に
置
き
、
合
薬
匙
一
杯
の
組
成
物
を
薬
莢
に
続
け
て

注
ぎ
、
乳
棒
で
常
に
下
に
押
し
て
い
き
ま
す
。
粉
が
固
く
な
る
ほ
ど

に
強
く
押
し
、
紙
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
作
業

で
は
、
薬
莢
が
約
四
分
の
一
ド
イ
ム
ま
で
満
た
さ
れ
た
ら
、
金
型
か

ら
取
り
出
し
擬
装
さ
れ
る
ま
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

（
質
問
）（
第
39
）
擬
装
し
て
全
体
を
製
作
し
た
ら
、
最
後
は
ど
の
よ
う

に
処
置
し
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
シ
ュ
ン
ド
ル
ス
の
薬
莢
は
、
ま
だ
空
の
部
分
が
口
薬
の
粉
で
補

わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、擬
装
し
た
紙
を
太
鼓
用
の
束
や
灰
色
の
糸
、

ま
た
は
細
い
紐
で
結
び
ま
す
。
作
成
さ
れ
た
シ
ユ
ン
ド
ル
ス
は
、
一

枚
の
紙
片
で
一
打
ず
つ
一
緒
に
結
束
さ
れ
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
前
に
焼
夷
弾
と
光
弾
の
製
作
方
法
に
つ
い
て
教
示
し
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
砲
弾
の
詰
め
物
に
使
わ
れ
て
い
る
組
成
物

を
知
り
た
い
の
で
す
が
。

　
　

（
回
答
）
そ
れ
ら
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

a
焼
夷
弾
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　

二
七
個
の
部
品
で
火
薬
を
覆
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

硝
石
三
分

　
　
　
　
　
　
　

硫
黄
二
分

　
　
　
　
　
　
　

黄
色
い
の
蜜
蝋
一
分

　
　
　
　
　
　
　

瀝
青
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

細
工
四
分
の
一

　
　
　
　
　
　

ｂ
光
弾
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　

硝
石
一
〇
分

　
　
　
　
　
　
　

硫
黄
四
分

　
　
　
　
　
　
　

口
薬
二
分

　
　
　
　
　
　
　

松
脂
三
分

　
　
　
　
　
　
　

蜜
蝋
二
分

　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
チ
モ
ニ
ー
一
分

　
　

（
質
問
）
す
で
に
最
初
の
段
階
で
教
授
を
受
け
た
火
術
以
外
に
、
よ
り
高

度
な
火
術
の
内
容
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
鉄
製
の
焼
夷
弾
、
ゲ
ス
モ
ル
テ
ン
ト
イ
グ
（
火
薬
の
製
法
の
一

つ
）、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
信
管
、
瀝
青
の
花
冠
、
一
般
的
な

火
縄
（
火
索
）。

　
　

（
質
問
）
金
属
製
の
焼
夷
弾
に
は
如
何
な
る
組
成
物
を
詰
め
込
ん
で
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
ブ
リ
キ
缶
に
は
次
の
も
の
を
詰
め
込
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

四
ポ
ン
ド
の
硝
石
。

　
　
　
　
　
　
　

二
ポ
ン
ド
の
硫
黄
。

　
　
　
　
　
　
　

一
ポ
ン
ド
と
四
分
の
一
の
口
薬
。

　
　
　
　
　
　
　

六
の
鉛
樹
脂
。

　
　
　
　
　
　
　

二
分
の
一
ポ
ン
ド
の
瀝
青
。

　
　
　
　
　
　
　

六
の
鉛
錫
の
黄
色
い
樹
脂
。

　
　
　
　
　
　
　

二
分
の
一
ポ
ン
ド
の
ベ
ネ
チ
ア
製
テ
レ
ピ
ン
油
。

　
　
　
　
　
　
　

二
分
の
一
ポ
ン
ド
の
ラ
ワ
ン
デ
ル
の
油
。

　
　

（
質
問
）
そ
の
充
填
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
前
述
の
可
燃
性
物
質
を
や
か
ん
で
一
緒
に
溶
か
し
、
最
初
に
瀝

青
、
樹
脂
、
蜜
蝋
、
ベ
ネ
チ
ア
製
テ
レ
ピ
ン
油
、
ラ
ワ
ン
デ
ル
の
油
、

硫
黄
、
硝
石
、
次
に
口
薬
の
粉
末
を
溶
か
し
ま
す
。
そ
の
後
、
焼
夷

弾
（（
第
40
）
鉄
製
の
中
空
弾
で
あ
る
）
は
、
燃
焼
穴
（
燃
孔
）
を

― ―28



通
し
て
組
成
物
を
満
た
し
、
燃
焼
穴
自
体
を
完
全
に
鉄
で
塞
ぐ
こ
と

で
、
中
に
挿
入
し
た
組
成
物
が
し
っ
か
り
と
機
能
し
ま
す
。
組
成
物

の
充
填
に
は
、
厚
さ
二
分
の
一
ド
イ
ム
、
長
さ
六
ド
イ
ム
の
木
製
の

ピ
ン
を
使
っ
て
、
深
さ
約
一
ド
イ
ム
と
四
分
の
三
ド
イ
ム
の
窪
み
の

火
索
穴
か
ら
押
し
込
み
ま
す
。
組
成
物
が
完
全
に
安
定
し
て
ど
の
窪

み
も
満
た
さ
れ
た
あ
と
に
、
ゲ
ズ
イ
ン
ド
ロ
ン
ト
（
迅
速
火
縄
）
の

一
部
分
を
穴
に
注
意
深
く
差
し
込
み
、
火
索
が
そ
の
口
薬
の
粉
末
で

埋
も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
上
に
一
片
の
カ
ル
ド

ー
ス
パ
ピ
ー
ル
（
紙
製
の
砲
術
用
火
薬
袋
）
を
置
き
、
次
に
穴
を
強

力
な
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
液
を
入
れ
て
灰
色
の
リ
ネ
ン
で
覆
い
、
火
索
の

損
傷
や
発
火
か
ら
保
護
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
こ
れ
ら
の
焼
夷
弾
を
発
射
し
た
り
、
投
射
す
る
と
ど
の
よ
う
な

状
況
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
そ
れ
ら
は
、
砲
弾
と
同
様
に
中
空
殻
（
第
41
）
が
投
げ
放
た
れ

ま
す
。
火
索
穴
を
上
向
き
に
し
て
、
充
填
し
た
物
が
触
れ
て
発
火
し

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
砲
弾
は
ブ
リ
キ
製
の
細
片
で
よ
り
広
く
釘
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
細
片
も
穴
を
覆
わ
な
い
よ
う
に
注
意
深
く

配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
砲
弾
を
装
填
す
る
前
に
、
火
索
穴
の

上
に
被
せ
た
補
布
を
取
り
除
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
火
術
に
お
い
て
、
ゲ
ス
モ
ル
テ
ン
ト
イ
グ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は

何
か
。

　
　

（
回
答
）
硫
黄
（
ゆ
っ
く
り
と
溶
け
る
）
と
、
粉
砕
し
た
硝
石
、
ア
ン
チ

モ
ニ
ー
、
砕
い
た
火
薬
、
テ
レ
ビ
ン
油
ま
た
は
そ
の
他
の
可
燃
性
油

と
の
混
合
物
。
こ
れ
を
注
意
深
く
か
き
混
ぜ
、
組
成
物
が
冷
た
く

固
ま
っ
た
ら
、
粉
々
に
砕
き
ま
す
。

　
　

（
質
問
）
破
裂
弾
や
拓
榴
弾
を
解
体
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
危
険
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　

（
回
答
）
は
い
、
適
切
な
道
具
が
な
い
場
合
、
慎
重
さ
だ
け
で
は
こ
れ
は

達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

（
質
問
）
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
道
具
類
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

（
回
答
）
そ
の
目
的
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
新
し
い
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、

良
質
の
銅
製
で
裏
打
ち
さ
れ
た
導
火
信
管
。
上
部
に
銅
製
カ
バ
ー
の

着
い
た
大
き
な
穴
を
空
け
る
た
め
の
セ
ン
タ
ー
錐
。
解
体
す
る
た
め

に
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
の
口
径
に
応
じ
て
、
両
方
と
も
厚
さ
が
異

な
る
い
く
つ
か
の
銅
製
の
螺
旋
錐
。

　
　

（
質
問
）
解
体
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
か
。

　
　

（
回
答
）
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
は
、
そ
れ
自
体
の
挟
み
具
で
外
側
の
引

き
金
と
導
管
の
下
に
信
管
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
挟
み

具
が
十
分
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
ら
ナ
ッ
ト
を
ゆ
っ
く
り
と
回
し
ま

す
。
取
り
付
け
ら
れ
た
ピ
ン
は
、横
方
向
に
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

信
管
部
を
閉
じ
た
り
絞
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
後
、

挟
み
具
を
引
き
抜
い
て
静
か
に
作
業
す
る
と
、
信
管
に
た
ど
り
つ
き
、

破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
か
ら
取
り
出
し
ま
す
。
た
だ
し
、
信
管
が
き

つ
過
ぎ
て
突
出
部
分
が
危
険
回
避
さ
れ
て
役
に
立
た
な
く
な
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
信
管
の
上
部
は
銅
製
で
構
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
こ
れ
は
事
故
を
避
け
る
た
め
に
水
の
中
で
作
業
を
行
い
ま
す
）。
事

故
を
避
け
る
た
め
の
深
さ
の
水
堀
を
用
意
し
ま
す
。
暖
炉
の
挟
み
具

で
、
破
裂
弾
ま
た
は
拓
榴
弾
に
ね
じ
込
ま
れ
た
信
管
を
取
り
外
し
ま

す
。
最
後
に
、
中
断
し
た
信
管
を
発
射
体
か
ら
抜
き
去
り
、
続
け
て

銅
製
の
精
密
機
器
で
発
射
体
の
内
部
を
洗
浄
し
ま
す
。
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〔
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
〕

【
表
紙
・
仮
綴
】

V
an N

o 1 tot 41 over, D
e bom

ben en brandkogels, voor de 
W

elE
delen H

eer T
akasim

a Sirotaju Sam
a opperburger 

m
eester.

「
年
番
譯
司
」（
中
央
に
黒
文
丸
印
）

【
１
枚
目
】

V
r.  W

at verstaat m
en door No.1  geprepareerde bom

ben of 
grenaaden?

A
ntw

.  W
anneer dezelve in het holle of inw

endige gedeelte 
m
et buskruid (en zulks verkie zende ook nog m

et andere 
brand stoffen) zijn gevuld, de houten buis er in is geslagen 
en verder toebereid om

 in den m
ortier of houw

itser 
geladen te w

orden.
 

 
 

N
o2  D

e kogels w
orden m

et No.2  m
etalen coquilles in 

het zand gevorm
d: deze coquilles bestaan uit tw

ee halve 
holle globes, w

elke m
et een rand, gelijk bij eene doos,op 

elkanderen sluiten en te zam
en dekogel form

eren: de 
kasten w

aarin dezelve w
orden gegoten bestaan uit tw

ee 
deelen; m

en vorm
t eerst de eene helft des kogels in de 

eene halve kast, en dit geschied is, bestrooid m
en het 

vorm
zand m

et gepulveriseerde houts kolen, w
aarna m

en 
de tw

eede halve kost op de eerste zet en de tw
eede halve 

coquille van den kogel op de andere helft, w
elke in het 

zand is hier op vult m
en deze halve kast m

et zand, w
el 

aangestam
pt; de halve kasten van elkanderen en de 

coquilles uit het zand genom
en, laten in elke halve kast, de 

holligheid van eenen halven kogel na, die, bij het voegen 
derzelve een geheelen kogel vorm

en, w
elke vervolgens 

door een daar in aangebragt kanaal vol gegoten w
ordt.

 
 

 
No.3  het vorm

en van bom
ben en grenaden geschiedt op 

dezelfde w
ijze, m

et dit onderschied, dat m
en een 

【
２
枚
目
】

 
 

 
No.4  kern van klei m

et w
erk enz.over eene ijzeren stang 

m
aakt (m

ischien zou m
en deze kern m

en deze kern ook 
van zand kunnen m

aken, doch zulks is nog w
egens 

ingevoerd) die in de stoof gedroogd zijnde, in den vorm
 

w
ordt bevestigd: de kern m

oet de grootle en de gedaante 
van den inw

endigen vorm
 der bom

be of grenaad hebben, 
en tegen dezelve is, om

 de ijzeren stang een gedeelte klei 
m
et w

erk in eene sponning bevestigd, ten einde het buizen 
gat te vorm

en. die in de stoof gedroogd zijnde, in den vorm
 

w
ordt bevestigd: de kern m

oet de grootle en de gedaante 
van den inw

endigen vorm
 der bom

be of grenaad hebben, 
en tegen dezelve is, om

 de ijzeren stang een gedeelte klei 
m
et w

erk in eene sponning bevestigd, ten einde het buizen 
gat te vorm

en nadat de bom
 of grenaad gegoten is, w

ordt 
de kern aanstok gestooten en m

et de ijzeren stang er uit 
genom

en; voorts w
ordt de naad zoo als om

trent den kogel is 
opgegeven, w

eg geham
erd. hoe veel vlijt m

en ondertusschen 
ook aan w

end is het nogtans, in eenen bepaalden zijn, 
onm

ogelijk om
 volm

aakte  ronde kogels te vervaardigen; 
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bij de beschouw
ing m

et het bloote oog ziet m
en niet 

onders of dezelve zijn geheel rond; zij die ondertusschen 
op eene m

erkbare w
ijze van de gelijke ronde gedaante 

afw
ijken, w

orden afgekeurd.

【
３
枚
目
】

 
 

 
M

en beoient zich van het gesm
olten tuig, w

anneer m
en, 

door m
iddel van bom

ben of grenaden, brand w
il stichten; 

en w
elk geval m

en, bij het vullen derzelve, eenige stukjes 
daar in doet; bij het spring der bom

be of grenaad w
orden 

die stukjes brandeude w
eggedreven, en doen alzoo de 

brandbare voor w
erpen, w

aar op zij neder vallen, 
ontvlam

m
en.

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

V
r.  T

e vorm
 hebt gij gezegd dat bij het vepareren der 

bom
ben en grenaden, eene No.5  buis m

et eene onleschbare 
com

positie, in het gat derzelver w
ordt gestoken, die het 

vulsel der bom
be of grenaad doet ontvlam

m
en; ik verlang 

thans eene na dere beschrijving van die buis?
A
ntw

.  D
eze buizen zij ronde stukjes essenhout, van eenige 

duim
en legte, (naarm

ate van het kaliber der bom
be of 

grenaard w
aar toe zij m

oeten dienen en w
aarnaar 

derzelver dikte zich insgelijks regelt) van anderen naar 
boven dikker toeloopende en aldaar m

et een keteltje of 
schoteltje voor zien; terw

ijl de buis, ter zekere w
ijdte, 

geheel hol uitgeboord is, zoodaning dat daar door een dien 

stokje kan gestoken w
orden.

V
r.  W

elke gereedschappen en m
aterialen zijn er nodig tot 

het gereedm
aken der buizen?

A
ntw

.  D
e gereedschappen, daartoe nodig, zijn de volgende, 

te w
eten:

 
 

 
No.6  Een buizenblok van eene vonde gedaante, zijnde 

om
trent 3 voet hoog en hebbende 10 a 12 duim

en in 
m
iddellijn; in de boven vlakte zijn gaten geboord,w

ijd en 
diep genoig om

 het buishout van het kaliber tot om
trent 

tw
ee duim

en na,er in te kunnen steken.
 

 
 
No.7  D

rie koperen stam
pers, van verschillende lengte en 

w
el op om

trent 1/3, 2/3 en der geheele lengte van huis; ter 
dikte van de boring derzelve,  hier voren opgegeven.

 
 

 
No.8  K

operen Com
positie lepeltjes.

 
 

 
No.9  houten slagertjes,om

tren ter lengte van 4 duim
 en 

ter dekte van 2 duim
:Cilindervorm

in en voor zien van een 
handvat.

 
 

 
D
e M

aterialen zijn:
 

 
 

Salpeter, zw
avel en m

eelpulver tot de com
positie: 

Pek,geele w
as, No.10  broune harst en No.11  hard vet tot 

het verkitsel, voots No.12  gezw
indelont, Zaagm

eel, gem
een 

schrijspapier, graaun lineen en bindgaren.
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

V
r.  H

oe geschiedt het vullen van de buis?
A
ntw

.  N
adat m

en het buishout heeft nagezijn,of de boring 
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(het brand gat genaam
d) genoegzaam

 w
ijd en glad is 

bew
erkt, zoodanig dat de stam

per er zich vrijelijk in 
bew

egen kunnen en het hout,in alle opzigt, gaaf en goed is, 
steekt m

en het in een der gaten van het blok, m
en stort er 

vervolgen suttessivelijk com
positie in, en bij ieder schepje 

zet m
en de stam

per er op,en deet m
et het slagertje zeven 

m
aal drie slagen,bij ieder drie slagen de stam

per eenigzens 
ligtende en keerende; m

en vervolgt hier m
ede (naar gelang 

der vulling van stam
per veranderende) tot dat de buis tot 

op 1/4 duim
 na gevuld is, w

aarna m
en endjes gezw

inde 
lont, (dubbeld toegevouren en w

el tw
ee in de buizen voor 

de bom
ben en een in de oveverige buizen) boren in de buis 

vast w
erkt,door m

iddel van m
eelpulver, het geen m

en er 
lusschen stroot en m

et den stam
per vast drijst;de uit einde 

in het kopje voor zigtig in de rondte leggende en daar op 
nog eenig m

eelpulver strooijende: w
aarm

ede de buis tot 
het verkappen en het verkitten geneed is.

V
r.  H

oedanig w
ordt de buis verkapt?

A
ntw

.  M
en legt over de gezw

inde lont in het kopje een rond 
stukje gem

een schrijspapier, en hier over een veel grooter 
lapje graaun linnen, m

en plooit het overschietende linnen 
naar beneder geregeld toe en lindt het,om

trent een 1/2 
duim

 beneden den rand, m
en bindgaren vast, door het 

om
leggen van vijf halve w

orpen; srijdende het overtollige 
verkapsel linnen m

et een m
es in de rondte af.

A
ntw

.  D
ezelve m

et het boven einde, tot aan het erkapsel, in 

eene te zam
en gesm

olten com
positie, indoopen gestande uit 

drie deelen zw
arte Pek, tw

ee deelen geele w
as, een No.13

deel bruine haut in een half No.14  deel hard vet eer, terw
ijt 

het verkitsel nog w
arm

 is, in Zaag m
eel om

tventelen.
V
r.  Geef m

ijj eenige nadere bescjrijving,hoedanig m
en te 

w
erk gaat bij No.15  het prepareren van bom

ben en 
grenaden?

A
ntw

.  M
en visiteert eerst m

et zorg vuldigheid de bom
ben of 

grenaden, en zuivert dezelve van binnen m
et daartoe 

dienende krabbers; m
en brengt vervolgens het gereedschap 

em
 de m

aterialen tot het prepaleren te zam
en, bestaande 

uit:
 

 
 

D
e bom

ben of grenaad blok; zijnde uitgehold,zoodanig 
dat het projetiel daarin eenigzins vast kan leggen.

 
 

 
No.16  Een buizenzetter, zijnde een rond stukjes hout, 

dikker dan de buis en,aan de eene zijde, op die m
aat 

uitgehold, dat het geschikt is om
 de kop der buis te 

om
vatten.

 
 

 
No.17  Een houten ham

er.
 

 
 
No.18  Een koperen trechter,om

 in het buizen gat der 
bom

ben of grenaad gestoken te kunnen w
orden.

 
 

 
No.19  buskruid m

aten,van verschillende grootte grof 
buskruid.

 
 

 
Eenig fijn w

erk en hand vet.
V
r.  M

et hoeveel buskruid vult m
en veetal de bom

ben en 
grenaden?
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A
ntw

.  T
ot de bom

ben van 50 lb steen,neem
t m

en vier pond; 
tot de grenaden van 16 lb steen (voor den m

ortier en den 
houw

itser van dat kaliber gebruckt w
ordende) 1 1/2 lb; en 

voor de grenaden van 24 lb ijzer, 18 lood.
V
r.  H

oedanig gaat m
en te w

erk bij het vullen van bom
ben 

en grenaden?
A
ntw

.  D
e inw

endig schoongem
aakte bom

be of grenaad 
w
ordt op het blok gesteld, m

en stort door van eenen 
koperen trechter, uit eene buskruidm

aat, de vereischt  
w
ordende quantiteil buskruid in dezelve, de bus in het 

buizengat gepast en goed beronden zijnde, besm
eert m

en 
die m

et vet om
 het indringen gem

akkelijk te m
aken, 

vervolgens dezelve van onderen schuins afgesneden en 
w
eder in het busgat gebragt hebbende, plaatst m

en den 
zetter er boven en drijft, door m

iddel van eene ham
er, m

et 
eenige tam

elijk harde slagen, de bus in de bom
be of 

grenaad, tot dat de kop om
trent 3/4 duim

 blift uitsteken, 
op dat schter de slagen niet te hard zouden behoeven te 
w
enzen, w

aardoor de com
positie in de bus ligtelijk zou 

kennen breken, m
oet  m

en zorgen dat de bus niet al te dik 
is; doch ook aan den anderen kant m

oet m
en oplettende 

w
ezen, dat de bus het busgat volkom

en vilt, (opdat het 
buskruid door het buiten vuur niet ontstoken w

orde) w
aar 

toe m
en; indien de bus te dun w

are, dezelve m
et eenig 

w
erk kan om

w
ikkelen. Bij de houw

itser grenaden kan m
en 

het w
el sluiten van de bus nog op eene andere w

ijze 

bevorderen.
V
r.  O

p w
elke eene w

ijze dan?
A
ntw

.  W
anneer m

en te gelijk m
et het villen der grenaden 

de buizen m
oet prepareren, baat m

en de buis onverkt tot 
dat zij in de grenaad is ingeslagen; doch daarna doopt m

en 
den kop der buis, m

et het bovenste gedeelte der grenaad, 
in het verkitsel, en vervlogens in het zaag m

eel;in dien er 
dan nog eenige de m

inste opening in het buisgat m
ogt 

gebleven zijn, w
ordt zulks gedigt door het verkitsel. D

eze 
behandeling is ondertusschen, over het algem

een, zoo 
raadzaam

, dat m
en zelfs, al w

aren de in de grenaden 
ingeslagen buizen reeds verkit, m

en ook dan nog tot eene 
tw

eede verkitting zou kunnen overgaan, im
m
ers w

anneer 
daartoe de tijd niet ontbreekt.

V
r.  Is het ontladigen der bom

ben en grenaden niet aan veel 
gevaar onderhevig?

A
ntw

.  Ja, W
anneer m

en daar toe geen goed gereedschap 
heeft en m

en zulks niet m
et de vereischte om

zigtigheid 
bew

erkstelligt.
V
r.  W

elk gereedschap behoort er dan toe?
A
ntw

.  No.20  Een goede m
et koper gevoerde buizentrekker, 

vervolgens het nieuw
 daartoe bestem

de m
odel; een No.21

om
slag m

et koper beslagen boren, in den sm
aak van eene 

centerboor; No.22  eenige koperen fretten m
et derzelver 

m
ijzels en boren,beide in dekte verschillende, naar de 

kalibers der te ontledigen bom
ben of grenaden.
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V
r.  H

oedanig gaat m
en m

et de ontleding te w
erk?

A
ntw

.  M
en plaatst de bom

be,of de grenaad, onder den 
buizentrekker en vat, m

et de tang van dezelve, de buis, 
w
aar na m

en langzaam
 m

et de m
oer draait en w

el tot dat 
tang genoegzaam

 aangesloten is;als dan zet m
en deze, door 

de bij hangende pinnen, in het dw
ars stuk vast,op dat zij 

niet m
eer kan sluiten en de buis aanstukken knijpen; 

w
aneer m

en als dan bedaardelijk voort gaaat, m
et het 

terug trekken der tang,zal de buis volgen en uit de bom
be 

of grenaad gehaald w
orden. Indien echter de buis te vast 

m
ogt zitten en het uitstekende gedeelte afgeknepen 

w
orden, w

aardoor m
en geen vat m

eer daar aan heeft, dan 
m
oet de com

positie uit de buis, door m
iddel der koperen 

boren, (hetgeen m
ens om

 ongelukken te verm
ijden, onder 

w
ater doet) uitgeboord en vervolgens eene der koperen 

fretten in de buis vast gedraaid w
orden, in zoodanig eene 

diepte als m
en die kan krijgen; m

et de tang vanden 
trekker grijpt m

en als dan de ingedraaide fret en haalt die, 
m
et het afgebroken gedeelte der buis, uit de bom

be of de 
grenaad. M

en stort vervolgen het buskruid uit het 
Projectiel en m

aakte dit laaste ,m
et No.23  eene koperen 

krapper, inw
endig schoon.

V
r.  W

elke ingrebienten heeft m
en nosdig tot het vervaardigen 

van No.24  gezw
ind lont?

A
ntw

.  enstelijk,glad en gelijk van draad gesnonnen katoen, 
uit tw

ee,drie of vier draden te zam
en gesteld, naar m

ate 

van de m
eerdere of m

indere dikte die m
en aan de lont w

il 
geven vervolgens m

eerpijlvel en brandew
ijn of genever; 

onder w
elk laatste m

en een w
einig arabische gom

 voegt 
die in brandew

ijn is opgelost.
V
r.  hoedanig prepareert m

en No.25  de gezw
inde lont?

A
ntw

.  M
en begint m

et de draden katoen in een dekken los 
over elkanderen uit te leggen ,in eene dunne laag, w

elke 
m
en vervolgens overdekt m

et eene laag m
eelpulver, en die 

w
ijders begint m

et de brandw
ijn en de opgeloste gom

, tot 
dat het m

eelpulver tot eene tam
elijke dikke pap is 

gew
orden; zonder de draden te breken, w

ordt als dan het 
katoen m

et de pap door een gew
erkt, en w

eder m
et eene 

katoen en ook eene laag m
eelpulver m

et brandew
ijn en 

gom
 aangevocht, bedekt, w

aarm
ede m

en als voren handelt 
en,op dezelfde w

ijze m
et het leggen van m

eerdere lagen 
voortgaat. N

adat m
en eene genoegzaam

e quantiteit lagen 
in het bekken heeft gem

aakt, laat m
en 7 of 8 uren 

doorw
eken; van tijd tot tijd echter alles zachtjes door een 

roerende of om
w
erkende, w

aarna m
en de goed door w

echti 
dragen op het lont voam

 om
w
indt, latende dezelve tusschen 

duim
 en den voorsten vorm

 te geven en er het overtollige 
m
eelpulver af te kunnen strijken. W

anneer vorvolgens de 
draden droog zijn gew

orden, snijdt m
en die, over de 

hoeken van het raam
, in stukken en bergt die op eene 

plaats w
aar m

en voor geen vochtigheid te w
ezem

 heeft.
V
r. H

oe w
orden de brand en licht kogels dem

aakt?
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A
ntw

.  V
an eenige repen ijzer w

ordt No.26  een lang w
erpig 

geraam
te gem

aakt, w
aarover m

en No.27  een w
el sluitenden 

grof linnen zak trekt, deze zak is iets lang er dan het 
gedaante, ten einde dien aan de boven zijde te kunnen 
dicht binden. A

an den zak zijn tw
ee litsen (nam

elijk voor 
den brandkogel van 29 duim

, voor die van 20 en 15 duim
 is 

slechts eene lits) om
den brandkogel te kunnen ophangen. 

de com
positie, w

aarm
ede de brandkogels w

orden gevuld, is 
in het 2de stukje beschreven; alleen m

oet dezelve nog m
et 

een deel gele w
as w

orden verm
eerderd.

V
r.  W

at noem
t m

en No.28  gezinde lont?
A
ntw

.  Gezw
inde lont bestaat uit gew

one lam
pkatoen, het 

w
elk in eene pap van m

eelpulver en brandew
ijn  w

ordt 
gew

eekt, en vervolgens w
edergedroogd.m

en gebruikt die 
lont tot m

ededeeling van vuur aan een of andere voorw
erp, 

hetw
elk zeer spoedig geschiedt; w

aardoor m
en aan dezelve 

den naam
 van gezw

inde lont heeft gegeven.
V
r.  W

elke m
aterialen behooren den daartoe?

A
ntw

.  Eerstelijk gew
oon schrijf papier; w

aar van de vellen 
in reepjes w

orden gesneden, ieder ter lengt van 5 1/2 
duim

, en ter breedte van ruim
; van w

elke er 24 stuks uit 
een vel w

orden gem
aakt die tot hulsjes diene. de reepje 

papier, tot het kopje der pijpjes,zijn 1 1/2 lijn breed en van 
gelijke lengte als de reepjes tot de hulzen; van dezelve 
snijdt m

en bij na 300 stuks uit een vel.
 

 
 

V
oorts No.29  een pijpjes rolder; de dikte hebbende van 2 

3/4 lijnen cirka 5 duim
en legte.

 
 

 
No.30  Een pijpjes blokje, bestaande uit een koper of van 

zw
aarhout gem

aakt voetje; w
aarop eene stalen naalde is 

opgerigt,ter hoogte van 1 en 3/4 duim
 en ter dikte van 

onderen, van een lijn, loopende tot in de punt spits toe.
 

 
 
No.31  Een koperen stam

pertje, iets dannen dan de 
pijpjes rolder; het w

elk zoodanig uitgeboord is dat hetzelve 
over de gem

elde naalde juis past.
 

 
 

Een houten slagertje; hebbende de gedaante van een 
afgeknotte kegel, hoog 4 duim

 breed, aan het grondvlak 1 
duim

; aan het dunne einde voorzich van een handvatsel.
 

 
 
No.32  Een schuins gesneden penne schacht,om

 tot lepel 
te dienen.

 
 

 
half gekneusd buskruid tot het vulsel: gerekend 250 uit 

een pond.
 

 
 

m
eelpulver m

et brandew
ijn of genever aangevocht.

 
 

 
Eenige ellen gaas tot het verkappen.

 
 

 
Een bos duim

;zijnde die draden, w
elke van de schering 

in de linnen w
everijen, na het afsnijden van de gew

eef de 
stof overblijt.

 
 

 
Stijfsel en gom

 w
ater.

 
 

 
papier en bindgaren; tot het m

aken der pakjes.
V
r.  hoedanig geschiedt het rollen der pijpjes hulzen? 

A
ntw

.  de reepje papier legt m
en in de breedte nevens 

elkanderen en besterijkt die, ter halver lengte, m
et stijfel; 

vervolgens legt m
en de half gesm

eerde reep op eene glad 
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de plank en plaatst de rolder m
idden op het drooge der 

reep, w
aarna m

en het papier vast om
 den rolder volder, 

het overschietende deel m
et de vingers sterk toe plooit, 

van den rolder schuift en tot het droogen ter zijde legt.
V
r.  hoe  w

ordt het kapje op bandje om
 de huls gem

aakt?
A
ntw

.  N
adat de huls droog is, sm

eert m
en het reepje papier 

tot het kopje aan de eene zijde geheel m
et stijffel, en rolt 

het aan een der einde van de huls geheel om
, w

aardoor het 
een randje of verhoogd kantje om

 de huls m
aakt.

V
r.  W

at doet m
en verder tot het gereed m

aken van het 
pijpje.

A
ntw

.  M
en plaatst de huls om

 de stalen naalde op het blokje 
en stost, door m

iddel van de penneschacht, bij kleine 
partijtjes, het gekneusd buskruid er in: V

ervolgens zet 
m
en, bij iedere instorting, het stam

pertje over de naald in 
het hulsje, en doet op hetzelve zeven m

aal drie slagen. bij 
elke drie slagen het stam

pertje eenigzins tusschen de 
vingers draaijende; m

et dit w
erk houdt m

en aan tot dat de 
huls op om

trent 1 1/2  lijn na gevuld is. het ongevulde 
gedeelte sm

eert m
en vervolgens niet alleen geheel vol m

et 
het aangevocht m

eelpulver, m
aar m

en brengt er bovendien 
van hetzelve nog een spits toeloopend kopje op. hier na 
gaat m

en tot het verkappen over, te w
eten: m

en overdekt 
het opgezette kopje m

et een zijden gazen lapje, (van die 
grootte dat er 240 stukjes uit een el w

orden gesneden) en 
bevestigt hetzelve m

et drie halve steken, doon m
iddel van 

eene draad drum
, of, zoo m

en dat niet bekom
en kan, m

et 
w
it graaun garen.

 
 

 
D
e pijpjes, alzoo gem

aakt zijnde, w
orden zij, bij tien 

stuks, in tw
ee reijen, de kopjes overhands, in een pakje 

m
et dun bindgaren gebom

den; na overdekt te zijn m
et een 

reep papier, w
aarvan er vijf uit een vel schrijfpapier 

w
orden gesneden, nam

elijk: drie uit de breedte en tw
ee uit 

de lengte.
V
r.  Indien gij m

ij eene zoodanige beschrijving om
trent het 

m
aken der zunders geven, zeg m

ij dan, in de eerste plaats, 
w
elke behoeften daartoe noodig zijn?

A
ntw

.  Eerstelijk m
ede schrijfpapier tot de hulzen: ieder vel 

levert drie dezelve op, breedte van 5 1/3 duim
 en ter 

hoogte van 11 duim
; w

aarom
 eene reep, in de breedte van 

het vel, om
trent van 1 1/2 duim

 m
oet afgesneden w

orden.
 

 
 

W
ijders: No.33  W

ijders: zunder rolders, ter dikte van 4  
1/2 lijn ter lengte van 14 duim

en; het hand vat niet 
gerekend.

 
 

 
No.34  Eene houten zunder vorm

.
 

 
 
No.35  Een koperen trechter; w

aar van de pijp zoo dun is 
dat die in eene huls kan gestoken w

orden.
 

 
 
No.36  Een koperen stam

per, ter dikte van drie lijnen.
 

 
 
No.37  Eene koper lepettje of laadschoffeltje.

 
 

 
Een bak m

et stijfel en een kw
astje.

 
 

 
Zunder com

positie; bestaande uit 9 deelen salpeter, 5 dito 
zw

avel en 12 dito m
eelpulver; w

ordende tot het m
aken van 
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380 zunders om
trent 26 lb vereischt.

 
 

 
M

eelpuver , alleen tot het verkappen.
 

 
 

O
ngekookte lijn-olie; hebbende de qualiteit; dat zij genoeg 

zaam
 klevigheid heeft om

 aan elkanderen te blijven, als 
m
en die tesschen de vingers neem

t en te zam
en perst.

 
 

 
V
erkap-papier; doorgaans blaauw

 papier; w
aartoe 80 

stukjes uit een vel kunnen w
orden gesneden.

 
 

 
Inpak-papier; ter grootte van 1/8 vel. 

 
 

 
Een bos drum

, of w
et graauw

 garen.
 

 
 

Gew
oon bing garen tot het inpakken; Zijnde een pond 

genoeg zaam
 tot 1200 stuks.

V
r.  O

p w
elk een w

ijze w
orden de No.38  zunder hulzen 

gem
aakt?

A
ntw

.  Een aatal reven papier, als voren gesneden zijnde, 
w
orden op elkanderen gelegd en w

el zoodanig dat ieder 
reep cirea een kw

art duim
, builen het daar. onm

iddelijk 
bovenleggende blad, in de lengte uitsteekt, w

elke uit 
stekende einden m

et stijfel w
orden bestreken, w

aarna m
en 

den rolder op het drooge deel, in de lengte, plaatst en de 
reep papier vast om

 dezelve heen rolt; het besm
eerde deel 

tegens het uit einde van den rolder digt plooijerde en, door 
het slooten m

et den rolder op de tafel, vast aandrukkende.
V
r.  H

oe gaat m
en verderte w

erk tot het vullen het hulzen?
A
ntw

.  N
a dat m

en de deelen der com
positie, hier voren 

opgegeven, afzonderlijk op de w
rijf tafel fijn gew

reven, 
gezift en goed onder een gem

engd heeft, bevachtigt m
en 

dezelve m
et ongekookte lijn-olie; vervolgens plaatst m

en de 
huls in den vorm

; zet het trechtertje er op, stort 
successivelijk een lepeltje com

positie in de huls, en stoot 
dezelve, m

et den stam
per, indere keer naar beneden, en 

w
el zoodanig hard, dat de zunder stevigheid verkrijge, 

zonder evenw
el het papier te beschadigen; m

et deze 
bew

erking gaat m
en vaart tot dat de huls, tot op om

trent 
1/4 duim

, gevuld is en neem
t die uit den vorm

 om
 verkapt 

te w
orden.

V
r.  H

oe geschiedt het verkappen en het geheel ten einde 
brengen van het m

aken der No.39  hunders?
A
ntw

.  H
et nog ledig gebleven deel van de zunder huls 

w
ordt m

et m
eelpuver aangevuld; w

aarop m
en vervolgens 

een stukje verkap papier, m
et drum

 of graauw
 garen, of 

ook w
el m

et dun touw
, vast toebindt. D

e gem
aakte zunders 

w
orden vervolgens, in een stukje papier, bij dozijnen te 

zam
en gebonden.

V
r.  B

ij de vorige les eene karte bschrijving gegeven 
hebbende w

egens het m
aken van brand en licht kogels, 

w
enschte ik de com

positie te w
eten, w

elke tot het vullen 
w
ordt gebruikt?

A
ntw

.  D
eze zijn de volgende, nam

elijk:
 

 
 

a.T
ot de brandkogels:

 
 

 
 

27 deelen gebroken buskruid.
 

 
 

 
3 deelen salpeter.

 
 

 
 

2 deelen zw
avel.
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1 deel geels w
as.

 
 

 
 

10 deelen zw
arte pik.

 
 

 
 

en 1/4 deel w
erk.

  en b.tot de licht kogels.
 

 
 

 
10 deelen salpeter.

 
 

 
 

4 deelen zw
avel.

 
 

 
 

2 deelen m
eelpuver.

 
 

 
 

3 deelen harst.
 

 
 

 
2 deelen w

as.
 

 
 

 
en 1 deel antim

onium
.

V
r.  W

elke ernst-vuurw
erken kan m

en nog voegen bij 
diegenen w

elke reeds bij de eerste les zijn opgegeven?
A
ntw

.  H
olle ijzeren-brand kogels, gesm

olten tuig, bom
be of 

grenaad buizen, pikkransen en gew
one lont.

V
r.  W

elke com
positie gebruikt m

en tot het vullen der ijzeren 
brandkogel?

A
ntw

.  M
en kan daar toe nem

en:
 

 
 

 
4 lb salpeter.

 
 

 
 

2 lb zw
avel.

 
 

 
 

1 1/4 lb m
eelpuver.

 
 

 
 

6 lood harst.
 

 
 

 
1/2 lb pik.

 
 

 
 

6 lood geele w
as.

 
 

 
 

1/2 lb venetiaansche terpentijn.
 

 
 

 
1/2 lb spijk-olie.

V
r.  H

oedanig gaat m
en m

en m
et het vullen te w

erk?

A
ntw

.  D
e vorengem

elde brandbare stoffen w
orden te zam

en 
in eene katel gesm

olten, eerst de pik, harst, w
as, venet. 

terpentijn, spijk-olie, zw
avel, salpeter en vervolgens het 

m
eelpuver; w

aarna de brandkogel, No.40  (zijnde een holle 
ijzeren kogel m

et gaten) door de brandgaten, m
et de 

com
positie w

ordt gevuld, w
elke m

en in dezelve vast 
inw

erkt, en w
el zoodanige, dat de brandgaten zelven 

geheel gelijk m
et het ijzer gevuld zijn: gedurende de 

com
positie nog w

arm
 is, drukt m

en, door m
iddel van 

houten pennen, ter dikte van 1/2 duim
 er ter lengte van 6 

duim
, in de brandgaten, eene holligheid van om

trent 1 en 
3/4 duim

 diep; w
elke holligheid, nadat de com

positie geheel 
koud gew

orden is, w
ordt gevuld, gedeeltelijk gezw

inde 
lont, w

elke laatste voorzigtelijk in de gaten w
ordt gelegd, 

opdat de lont niet veel van haar m
eelpulver verlieze; daar 

over legt m
en een stukje kardoespapier en vervolgens 

beplakt m
en het gat m

et een stukje graauw
 linnen, door 

m
iddel van sterk gom

w
ater, opdat de lont zoo w

el voor 
beschadiging als voor het onzijdig vuur vatten bew

aard 
blijve.

V
r.  W

at neem
t m

en in acht bij het schieten of w
erpen dezer 

brandkogels?
A
ntw

.  M
en plaats die op No.41  holle klossen, even als de 

kogels; en w
el m

et de brandgaten, naar boven, ten einde 
die niet tegen den kant der lading kom

en en alzoo vuur 
kunnen vatten; de kogel w

ordt w
ijders m

et blikken reepjes 
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de klos genageld; w
elke reepjes zorg vuldig m

oeten gelegd 
w
orden dat zij geene der gaten bedekken. V

oor dat de 
kogels in het stuk w

orden gestoken, ondoet m
en dezelve 

van de pleisters gw
aauw

 linnen, die over de brandgaten 
zijn gelegd.

V
r.  W

at noem
t m

en bij de vuurw
erken, gesm

olten tuig?
A
ntw

.  Een m
engsel van zw

avel (w
elke langzaam

 op het 
w
ordtgesm

olten) m
et gepulverriseerde salpeter, antim

onium
, 

gekneusd buskruid en terpentijn of andere brandbare olie; 
een en andere w

ordt zorgvuldig door een geroerd en w
aneer 

de com
positie kouden hard gew

orden is, in stukken geslagen.
V
r.  Is het ontledigen der bom

ben en grenaden niet aan veel 
gevaar onderhevig?

A
ntw

.  Ja, w
anneer m

en daartoe geen goed gereedschap 
heeft en m

en zulks niet m
et de vereischte om

zigtigheid 
bew

erstelligt.
V
r.  W

elk gereedschap behoort er dan toe.
A
ntw

.  Een goede m
et koper gevoerde buizen trekker, 

volgens het nieuw
 daar toe bestem

de m
odel; een om

slag 
m

et koper beslagen boven, in den sm
aak van eene 

centerboor; eenige koperen fretten m
et derzelver en boren, 

beide in dikte verschillende, naar de kalibers der te 
ontledigen bom

ben of grenaden.
V
r.  H

oedanig gaat m
en m

et de ontlediging te w
erk?

A
ntw

.  M
en plaatst de bom

ben, of de grenaad, onder den 
buiten trekker en vat, m

et de tang van denzelven, de buis, 

w
aarna m

en langzaam
 m

et de m
oer draait en w

el tot dat 
de tang genoeg zaam

 aangesloten is; alsdan zet m
en deze, 

door de bijhangende pinnen, in het dw
ars stuk vast, opdat 

zij niet m
eer kan sluiten en de buis aanstukken knijpen; 

w
anneer m

en alsdan bedaardelijk voorgaat, m
et het terug 

trekken der tang; zal de buis volgen en uit de bom
be of 

grenaad gehaald w
orden. Indien echter de buis te vast 

m
ogt zitten en het uitstekende gedeelte afgeknepen 

w
orden, w

aardoor m
en geen vat m

eer daar aan heeft, dan 
m

oet de com
positie uit buis, door m

eddel der koperen 
boven, (hetgeen m

en, om
 ongelukken te verm

ijden, onder 
w
ater doet) uitgeboord en vervolgens w

orden, in zoodanige 
eene diepte als m

en die kan krijgen; m
et de tang van den 

trekker grijpt m
en als dan de ingedraaide der buis, uit de 

bom
be of de grenaad.M

en stort  vervolgens het buiskruid 
uit het projectiel en m

aakt dit laatste, m
et eene koperen 

krabber, inw
endig schoon.

　
　

※
こ
こ
に
紹
介
し
た
注
文
書
に
添
付
さ
れ
た
書
類
は
、
一
八
三
二
（
天
保

三
）
年
に
輸
入
さ
れ
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
と
そ
の
付
属
品
・
消
耗
品
を

実
際
に
見
な
が
ら
、
様
々
取
扱
い
等
の
質
問
に
対
す
る
回
答
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
回
答
内
容
を
見
る
限
り
、
恐
ら
く
同
年
入
港
蘭
船
に

乗
船
し
て
来
日
し
た
砲
術
長
が
対
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
物

を
介
し
た
問
答
で
あ
る
た
め
、
文
意
が
不
明
な
箇
所
も
あ
る
が
、
当
時

の
高
島
流
の
砲
術
史
料
を
参
考
に
翻
訳
を
試
み
た
。
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【
表
紙
】

「
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
譯
文

完
」（
題
箋
直
書
）

【
一
丁
表
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
譯
文　
　
　
　

千
八
百
八
年

　
　

銃
砲
之
起
原

第
一

火
藥
ヲ
發
命
セ
シ
事
ハ
何
時
ヲ
初
ト
云
カ
タ
シ
或
説
ニ
云
硝
石
硫
黄

／

木

炭
ヲ
合
劑
シ
テ
火
藥
ト
名
ツ
ケ
シ
事
ハ
既
ニ
千
四
百
年
代
ノ
前
ニ
有
也
古

／

人
ノ
厄
勤
祭
亜
火
ト
名
ツ
ケ
シ
者
ハ
此
劑
ニ
瀝
青
及
華
両
斯
ヲ
加
ル
也

／

此
ヲ
土
器
ニ
入
球
状
ニ
造
リ
テ
抛
器
ニ
テ
是
ニ
火
點
シ
拠
ケ
タ
ル
モ
ノ
也
又
或

説

／

ニ
厄
勤
祭
亜
火
ハ
ナ
プ
タ｣
火
酒
之
類
油
瀝
青
硫
黄
等
以
製
ス
此

ヲ
金
ニ
テ

／

製
ス
ル
管
ニ
入
テ
敵
ニ
向
テ
射
出
ス
此
ニ
テ
敵
軍
舶
ナ
ト
ヲ

焼
ニ
用
フ
ト
或
云

／

火
薬
ノ
始
ハ
亜
刺
比
亜
人
及
百
尓
亜
人
ニ
於
テ
求
ム

ヘ
シ
又
或
云
志
那
人
ハ
既
ニ

／

八
百
五
十
年
ノ
比
ニ
火
薬
ヲ
知
リ
タ
リ
ト

然
ト
モ
此
諸
説
何
レ
カ
是
ナ
リ
ト
セ
ン

／
〔
以
下
略
〕

【
四
丁
表
】

矛
此
ニ
火
薬
ノ
初
ヨ
リ
今
ニ
至
造
ノ
事
ヲ
盡
ク
書
記
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
レ
モ
ト
モ

此

／

短
簡
ノ
書
ニ
之
ヲ
戴
ス
ヘ
キ
ニ
非
レ
ハ
此
ニ
ハ
之
ヲ
記
ス
ル
ニ
及
ハ

ス
人
此
ヲ
覧
ン

／

ト
欲
セ
ハ｢

（
よ
ご
れ
）
ゴ
ツ
ト
シ
リ
ー
ド｣
ノ
書

千
七
百
九
十
七
年
ノ
刻
ヲ
見
ヨ

／
〔
以
下
略
〕

　
　

大
砲
及
砲
車

第
二

ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
火
術
ハ
諸
火
器
ノ
用
法
并
ニ
其
便
宜
勝
利
ノ
多
キ
ヲ
知
ル
ノ

術

／

ナ
ル
火
器
ト
ハ
總
テ
火
藥
ヲ
以
テ
放
射
ス
ヘ
ク
セ
ル
器
ヲ
云
此
二
三

種
ア
リ
即｢

カ
ノ
ン｣

／

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

｢

ホ
ウ
イ
ツ
セ
ル｣

是
也

／

｢

カ
ノ
ン｣

ノ
体
ハ
圓
錐
状
ニ
テ
銕
丸
ヲ
射
ヘ
ク
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
体
圓
キ

柱
ノ
如
ク

／

シ
テ
其
中
ヲ
空
ニ
シ
其
空
ナ
ル
所
ヲ｢

シ
イ
ル｣

ト
名
ツ
ク

｢

カ
ノ
ン｣

ノ｢

シ
イ
ー
ル｣

ノ
底
ハ
最

／

厚
ク
ス
ヘ
シ
火
藥
此
所
ニ
テ

最
強
キ
ガ
故
也

／
〔
以
下
略
〕

【
一
◯
丁
裏
】

ヲ
容
易
ニ
左
右
ス
ベ
カ
ラ
シ
ム

／

砲
車
ニ
良
ト
ス
ル
ハ
其
製
堅
固
ナ
ル
ヘ

シ

／
（
空
白
）
ハ
速
度
ニ
合
ス
ヘ
シ
（
空
白
）
ハ｢

カ
ツ
ペ
ン｣

ノ
上
ニ

合
ス
ヘ
シ
砲
ハ
両
懎
ノ
間
ニ
安
ス
ヘ
シ

／

凡
砲
車
ハ
緊
要
ノ
處
其
堅
固
ノ

為
ニ
銕
ニ
テ
装
フ
ヘ
シ
◯
陣
砲
ノ
砲
車
ハ
運

／

用
ニ
便
ナ
ル
為
ニ
砲
臺
ノ

車
ヨ
リ
軽
キ
コ
ト
ヲ
要
ス
◯
車
ニ
用
フ
ル
在
ハ
檞
木
ノ

／

良
ニ
シ
テ
乾
モ

ノ
ヲ
用
フ

／

　
　

弾
丸

第
三

弾
ヲ
鋳
ハ
銕
ハ
砲
筒
ヲ
鋳
ル
ニ
用
フ
ル
如
キ
良
性
粘
力
ア
ル
ヲ
用
フ
ベ
シ
弾
ニ

磨

／

キ
タ
ル
ト
磨
カ
サ
ル
ト
ノ
二
ツ
ア
リ
磨
カ
ズ
鋳
マ
ゝ
ノ
弾
ハ
之
ヲ
用

フ
ル
コ
ト
ナ
シ

／

弾
ノ
型
模
ハ
半
圓
ヲ
両
合
セ
ル
ヨ
リ
外
ナ
ラ
ス
故
ニ
其

縫
目
ア
リ
此
縫
目

／

【
一
一
丁
表
】

多
少
ニ
砲
筒
ニ
害
ア
リ
故
ニ
弾
ヲ
磨
ス
ル
ノ
模
ヲ
以
テ
此
ヲ
磨
ス
ヘ
シ
其
模
ハ

／

銕
ヲ
以
テ
作
ル
弾
ノ
直
径
四
分
一
ノ
凹
ヲ
ナ
シ
又
槌
ニ
モ
其
如
キ
凹
ヲ
作

リ
之
ニ
テ

／

其
弾
ヲ
槌
テ
圓
滑
ナ
ル
ニ
至
ル
カ
ク
シ
タ
ル
ヲ
磨
ク
ル
弾
ト

名
ツ
ク

／

　
　

弾
ノ｢

ス
ベ
ー
ル
ロ
イ
ム
テ｣

又
遊
所

膅
内
ノ
径
ト
弾
ノ
径
ト
ノ
差
ヲ｢

ス
ヘ
ー
ル
ロ
イ
ム
テ｣

又｢

ウ
イ
ン
ド｣

ト

名
ツ
ク
此
間
ハ

／

一｢

リ
ニ
イ｣

過
テ
一｢

リ
ニ
イ｣

半
ヨ
リ
多
カ
ル
ヘ

カ
ラ
ス
若
此
ヨ
リ
過
ル
者
ハ
射
ニ
密

／

覗
ヲ
得
ス
且
弾
ノ
軒
輊
ノ
為
二
膅

内
ヲ
損
シ
遽
ニ
筒
ノ
敞
ヲ
ナ
ス
◯
磨
シ
タ
ル

／

弾
其
縫
目
ヲ
銷
ス
ル
ヲ
以
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テ
不
磨
ノ
弾
ヨ
ル
小
ナ
ル
也
。
弾
ノ
径
ノ
度
ニ
適
ス
ル
ハ

／

要
ト
ス
ル
處

ニ
シ
テ
之
ヲ
檢
査
ス
ル
ニ
二
ノ｢

マ
ル｣

〔
弾
ヲ
測
ル
書
〕
ヲ
用
フ
銕
或
ハ
銅

ニ
テ

／

製
ス
ル
輪
環
ニ
柄
ヲ
着
タ
ル
也
其
一｢

マ
ル｣

ハ
弾
ヨ
リ
少
シ
ク

小
ナ
ル
径
ト
シ

／
〔
以
下
略
〕

【
一
三
丁
裏
】

　
　

火
藥

第
四　
　

　
　
　

火
藥
ノ
具
有
質

火
藥
ハ
硝
石
硫
黄
木
炭
ノ
和
剤
ニ
成
ル
火
藥
ノ
徳
ハ
此
具
有
質
ノ
質
ト
均

／

平
ト
和
合
ト
ニ
カ
ゝ
レ
リ
ト
ス
次
ニ
各
々
之
ヲ
説

／

硝
石
火
藥
第
一
ノ
具

ニ
シ
テ
火
ニ
劇
シ
ク
然
迸
発
ス
ル
コ
ト
其
處
ニ
気
状
張
力
ア
ル

／

流
動
質

ノ
解
發
ス
ル
ニ
生
ス
此
處
然
ト
シ
テ
解
発
ス
ル
ハ
火
薬
ノ
本
性
功
ト

／

ス

硝
石
ノ
自
然
性
ハ
此
ヲ
水
ニ
解
セ
ハ
速
ニ
其
水
ヲ
幾
何
温
ニ
ス
此
ヲ
中

／

等
ノ
煖
解
鎔
シ
又
之
ヲ
冷
セ
ハ
三
禕
状
ノ
晶
ヲ
結
フ
其
味
ハ
好
カ
ラ
ス
鹹

／

苦
舌
ニ
清
冷
ヲ
覚
シ
ム
◯
硝
石
ハ
植
物
動
物
ノ
腐
敗
之
交
ル
土
ヨ
リ
之
ヲ

／

取
ル
廐
窖
古
キ
塀
ノ
湿
リ
タ
ル
大
陽
ノ
照
サ
ゝ
ル
一
處
ニ
生
ス
此
力
其
處
ニ
白

粉
或

／
〔
以
下
略
〕

【
二
一
丁
裏
】

煙
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ス
ル
ナ
リ

／

　
　

銃
士

第
五

　
　
　

銃
士
ノ
勤

第
二
篇
ニ
云
如
ク
三
等
ノ
別
ア
リ
即
城
砲
陣
砲
舶
砲
是
ナ
リ
此
三
等
ヲ
用
フ

／

ル
又
各
法
ア
リ
其
勤
シ
異
ニ
ス
城
砲
ハ
其
置
処
ヲ
変
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
敵
ヲ

射
ル
モ
ノ

／

也
。
陣
棒
ハ
是
ニ
反
シ
陣
軍
ノ
行
ニ
従
フ
故
ニ
陣
砲
ハ
城
砲

ヨ
リ
其
製
ヲ
軽

／

ク
シ
而
シ
テ
反
テ
銃
士
ヲ
多
ク
ス
ル
是
其
自
然
ノ
勢
ナ

リ
◯
城
砲
ノ
二
十
四
或

／

十
八
或
十
二
lb
ニ
ハ
即
下
士
一
人
銃
夫
五
人
ヲ

用
フ
即｢

カ
ノ
ニ
ー
ル｣

一
人
放
熕
手
ハ
此

／

ヲ
歩
兵
夫
ヨ
リ
取
用
ス
六

lb
ニ
ハ
下
士
人
銃
夫
四
人
内
ニ｢

カ
ノ
ニ
ー
ル｣

一
人
ア
ル
ヘ
シ

／

陣
砲

ハ
此
ニ
十
一
人
ヲ
用
フ
其
内
少
ク
モ｢

カ
ノ
ニ
ー
ル｣

五
六
人
ヲ
要
ス
〇
城
砲

／【
二
二
丁
表
】

モ
陣
砲
モ
其
國
ノ
軍
法
ニ
之
ヲ
指
揮
ス
ル
ナ
リ
◯
舶
砲
ノ
指
揮
ハ｢

キ
ン
ス
ベ

ル
ゲ
ン｣

／
〔
以
下
略
〕

　
　

ウ
エ
ル
プ
ゲ
ス
コ
ー
ト

第
六

　
　
　

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

及｢

ボ
ム
べ｣

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ハ
内
空
ノ
銕
弾
ヲ
射
出
ス
器
也｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ノ
内
膅
ハ

圓
柱
状
ヲ

／

ナ
ス
砲
筒
ト
異
ナ
リ
此
ヲ
膅
ト
室
ト
分
ツ
室
ハ
膅
ノ
底
ニ
シ

テ
此
ニ
火
薬
ヲ

／

填
ス
ル
處
ト
ス
其
室
ノ
形
ハ
火
術
家
久
ク
其
便
宜
ノ
形

ヲ
争
論
シ
圓
柱
状

／

【
二
九
丁
裏
】

錐
状
ノ
直
ナ
ル
或
ハ
曲
ナ
ル｢

パ
ラ
ゴ
リ
セ｣

状
弾
丸
状
矢
箭
状
ノ
諸
形
ヲ
作

ル
然

／

ト
モ
之
ヲ
用
テ
皆
不
便
ア
リ
唯
桂
状
及
圓
錐
状
ヲ
其
中
ニ
最
好
ト

セ
リ

／

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

圓
柱
状
ノ
室
ヲ
以
テ
膅
ニ
底
シ
其
半
球
ノ
形
径

リ｢

ボ
ン
ベ｣

ノ
径
ニ
同
シ

／

ク
相
適
シ
又
一
ハ
其
室
圓
錐
状
ヲ
短
ク
シ

タ
ル
状
ニ
シ
テ
室
其
膅
ニ
續
キ
他
ヨ
リ

／

違
フ
ト
雖
モ
目
ニ
タ
ゝ
ヌ
ヤ
ウ

ニ
相
接
ス
此
製
ハ｢

ボ
ン
ベ｣

膅
ノ
周
方
ニ
相
シ
テ
餘
地
ナ
ク

／

此
ニ
因

テ
火
藥
ニ
火
ヲ
傳
ヘ
其
流
動
質
融
觧
シ
張
力
ヲ
起
シ
テ｢

ボ
ン
ベ｣

ニ

／

逼
リ
其
上
ニ
漏
ル
ゝ
コ
ト
ナ
シ
他
ノ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ニ
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
其
氣

ヲ
泄
ス
コ
ト
ア
ル
也

／

且
此
室
ノ
製
ハ
旦｢

ボ
ン
ベ｣

ノ
径
ニ
少
シ
減
ス
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ル
モ
同
シ
ク
善
射
出
ス
ノ
利
ア
リ

／

圓
柱
状
ノ
室
ア
ル｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ハ
其
藥
少
ク
シ
テ
能
遠
距
ニ
至
ル
之
ニ
反
シ
テ

／

其
藥
ヲ
大
量
ニ
ス
ル
モ

亦
別
ニ
異
ル
效
ヲ
見
ス
○｢

ボ
ム
ベ｣

ハ
内
空
ノ
銕
弾
ニ
シ
テ

／
〔
以
下
略
〕

【
三
◯
丁
裏
】

具
填
タ
ル
モ
ノ
百
五
十
lb
ノ
重
ト
ス
千｢

ド
イ
ム｣

ハ
火
薬
八
lb
ヲ
容
ル
其
重

百
lb
ト

／

シ
八｢

ド
イ
ム｣

ニ｢

リ
テ
シ｣

四
lb
ノ
藥
ヲ
容
重
四
十
lb
ト

ス
◯
昔
ハ
拂
郎
察
ニ
甚
タ

／

大
ナ
ル｢

カ
リ
ベ
ル｣

ノ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ア
リ
然
ト
モ
具｢

ボ
ム
ベ｣

及｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ノ
大
量
大
重
ナ
ル　
　

／

之
ヲ
用
ル
ニ
便
ナ
ラ
ス
ト
シ
テ
廢
セ
シ
ナ
リ
◯
近
比
我
等
ニ
七
十
五
lb

｢

ス

テ
ー
ン｣

ノ｢

モ
ル
チ

／

―
ル｣

ヲ
製
ス
然
ト
モ
是
モ
今
ハ
多
ク
作
ラ
ス

◯｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ハ｢

ア
ホ
イ
ト｣
ノ
上
ニ
戴
セ｢

ス

／

ツ
ー
ル｣

ノ

上
ニ
安
ス
此｢

ス
ツ
ー
ル｣

古
ハ
木
ヲ
用
ヒ
今
ハ
銕
ニ
テ
鋳
製
ス

／

　
　

ボ
ム
ベ
ヲ
填
ル
法

｢

ボ
ム
ベ｣

ハ
預
メ
其
漏
孔
ア
リ
ヤ
銹
ハ
ヨ
リ
磨
落
セ
ル
ヤ
ヲ
意
ヲ
注
キ
而
メ

此
ニ

／

客
ル
ヘ
キ
量
ノ
藥
ヲ
漏
斗
ニ
テ
之
ニ
填
入
シ
次
ニ
管
ヲ
取
テ
具
下

ヲ｢

フ
ロ
イ
ト｣

様

／

用
シ
ト
ス
ル
長
サ
ニ
切
ル
是
其
落
ル
時
或
ハ
落
ル

後
直
ニ
弾
ノ
迸
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
隊

／

【
三
一
丁
表
】

群
中
ニ
射
ル
ハ
其
地
ヲ
違
ル
ニ
三
尺
ニ
シ
テ
迸
ル
モ
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
避
ル
ニ
及

ハ
サ
ラ
シ
ム
ル

／

ニ
亦
利
ア
リ
ト
ス
カ
ク
管
ヲ
切
テ｢

ボ
ム
ベ｣
ノ
眼
ノ

内
ニ
入
ヘ
キ
為
ニ
少
ク
之
ヲ
物
ニ

／

テ
巻
キ
之
ヲ
眼
ニ
挿
入
ス
其
管
ニ
木

嘴
ヲ
置
管
ヲ
直
ニ
打
破
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ

／

シ
其
觜
用
フ
木
槌
ニ
テ
打
込
管
端

ヲ
一｢

ド
イ
ム｣

長
サ
ヲ
外
ニ
留
ム
次
ニ
其
眼
ノ

／

周
ヲ
溶
シ
タ
ル
瀝
青

ニ
テ
塗
塞
ク
ナ
リ

／

｢

ボ
ム
ベ｣

ニ
漏
孔
ア
ル
管
ヲ
入
タ
ル
眼
ノ
周
ニ
気

眼
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
射
ト
ス
ル｢

ボ
ム
ベ｣

未

／

タ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ヲ

出
サ
ル
内
ニ
燃
出
サ
ン
ト
ス
ル
故
ニ
其
隙
孔
氣
眼
ナ
キ
ヤ
ウ
ニ
吟

／

味
ス

ル
コ
ト
尤
モ
肝
要
ノ
コ
ト
ト
ス
◯｢

ハ
ン
ド
グ
レ
ナ
ー
デ
ン｣

ヲ
製
ス
ル
モ
前

ノ
如
ク
唯
其

／

全
ク
瀝
青
ニ
投
シ
テ
之
ヲ
鋸
屑
或
ハ
麦
糠
ノ
中
ニ
轉
ハ
ス

ヲ
異
ト
ス

／

｢

ホ
ン
ベ｣

ニ
〔
此
製
下
篇
ニ
見
ユ
〕
ヲ
填
ス
ル
ニ
其
剤
ヲ

｢

ボ
ム
ベ｣

ノ
眼
ヨ
リ
入
ベ
キ
ヤ
ウ
ニ
作
ル
ヘ
シ

／
〔
以
下
略
〕

【
三
四
丁
表
】

ヲ
用
フ
ヘ
シ
石｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ハ
四
十
五
度
ノ
度
ニ
過
ル
コ
ト
ナ
シ
常
ニ
此

弧
度
ヲ
則
ト
ス

／

其
人
ハ
凡
五
十
lb
石
ノ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ニ
同
ク
放
士

三
人
助
士
四
人
ヲ
以
テ
ス
石｢

モ
ル
チ
ル｣

／

ト｢

ス
ヒ
ー
ゲ
ル
ガ
ラ
ラ

ナ
ー
デ
ン｣

ハ
唯
圍
城
砦
ノ
防
禦
ニ
用
フ
圍
城
ニ
ハ
敵
ノ
寄
セ

／

湟
ニ
近

来
ル
ヲ
射
及｢

ブ
レ
タ｣

總
掛
リ
ヲ
射
ニ
尤
モ
功
ア
リ
ト
ス
又
城
ヲ
攻

／

テ
其
戌
卒
ヲ
驅
逐
ス
ル
ニ
用
ヒ
テ
亦
功
ア
リ
◯
石
及｢

カ
ラ
ナ
ー
デ
ン｣

ト
之

ヲ
射
テ

／

散
亂
ス｢

レ
ナ
ン｣

ハ
之
ヲ
放
ニ
其
向
ヲ
子
細
ニ
判
意
ス
ル
度

其
距
ハ
大
抵
三
百
七

／

十
五
歩
ヲ
概
ト
ス

／

　
　

モ
ル
チ
ー
ル
弧
度
及
薬
量

｢

ボ
ン
ベ｣

ノ
距
度
ハ
弧
ヲ
畫
ス
ル
コ
ト
ハ
明
ナ
リ
凡
氣
虚
ノ
内
ニ
投
ス
ル
体

ハ
其
飛
行

／

ス
ル
カ
ト
体
重
ト
ニ
由
テ｢

パ
ラ
ボ
ル｣

ヲ
畫
ス
度
學
家
ニ

此
ニ
由
テ
其
力
ト
弧

／
〔
以
下
略
〕

【
三
五
丁
表
】

与
フ
其
説
ニ
従
フ
ニ
距
度
十
五
度
ヲ
以
テ
ス
ル
ハ
四
十
九
度
ノ
半
ス
ル
ヘ
シ

四
十
五
度

／

ハ
最
遠
シ
上
下
諸
用
共
ニ
四
十
五
度
ヲ
ナ
ス
其
藥
量
ハ
同
様

ナ
リ
ト
然
ト
モ
良

／

工
ハ
是
レ
ヲ
是
ト
セ
ス
唯
下
角
四
十
五
度
ガ
上
ノ
其

通
リ
ナ
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
距
度
ヲ
ナ
ス

／

最
遠
距
ハ
四
十
五
度
ノ
内
ニ
於
テ

セ
ス
ソ
レ
ヨ
リ
少
ナ
ル
角
ニ
テ
四
十
三
度
之
ヲ
得
ル

／

此
ヨ
リ
術
者
及
良

工
カ｢
ボ
ム
ベ｣

ヲ
射
ル
ノ
法
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
然
ト
モ
諸
家
ハ
之
ヲ
議
ス

／

｢

ボ
ム
ベ｣
ヲ
切
圓
錐
法
ノ
各
種
別
ア
リ
理
学
家
ノ
其
常
則
ヲ
論
ス
然
ト
モ
手

術
家

／

ニ
其
要
ナ
ク
予
此
ニ
之
ヲ
論
セ
ス
唯｢

ボ
ム
ベ｣

ヲ
射
ノ
式
ニ
就
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テ
之
ガ
如
何
ナ
ル
ヲ
逑
フ

／

試
射
ニ
凡
五
十
lb
及
十
六
lb

｢

ス
テ
ー
ン｣

距
度
一
号
ノ
表
ノ
如
シ
〔
別
帋
ニ
論
ス
〕
◯
射
ノ

／

適
合
セ
ン
ト
ス
ル
ハ

其
的
ヲ
離
ル
ゝ
何
ノ
距
ノ
処
ヲ
知
ル
ヘ
シ
此
ニ
時
ヲ
得
ハ
之
ヲ
測
リ
定

／

ム
ヘ
シ
否
ハ
之
ヲ
察
ス
ル
ヲ
要
ス
◯
其
的
ヲ
距
ル
ヲ
知
テ
弧
度
ヲ
定
ム
四
十
五

度
ニ
同

／

【
三
五
丁
裏
】

量
ノ
藥
ヲ
以
テ
シ
テ
最
遠
距
ト
ス
此
ハ
變
ス
ル
コ
ト
ハ
鮮
シ
ト
ス
◯
薬
庫
ヲ
破

リ

／

域
耬
ヲ
崩
ス
等
ハ
五
十
度
ヨ
リ
六
十
度
ノ
弧
ヲ
ナ
ス
但｢

モ
ル
チ
ー

ル｣

ハ
ヤ
ハ
リ
凡
五
十
lb

／
｢

ス
テ
ー
ン｣

ヲ
用
フ
群
隊
ヲ
射
ニ
ハ
弧

三
十
ヨ
リ
四
十
五
度
ヲ
宜
ト
ス
是
其
弧
甚
大
ナ
レ
ハ

／

｢

ボ
ム
ベ｣

甚
深

ク
埋
レ
テ
切
少
シ
三
十
度
ノ
弧
ニ
ハ｢
モ
ル
チ
ー
ル｣

凡
十
六
lb

｢

ス
テ
ー

ン｣

ヲ
用
ヘ
シ

／

如
此
小
距
ヲ
射
ハ｢
ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ヲ
用
フ
ル
ヲ
好

ト
ス
六
十
度
ノ
弧
ノ
大
ナ
ル
ハ
射
易
力

／

ラ
ス
若
小
距
ニ
ハ
其
藥
量
ヲ
小

ニ
ス
ヘ
シ
其
臺
床
ヲ
甚
ク
填
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
ナ
リ

／

其
弧
度
ヲ
定
メ
次

ニ
其
藥
量
ヲ
選
シ
其｢

ボ
ム
ベ｣

ガ
藥
量
ニ
テ
距
度
ヲ
生
シ

／

其
距
度
ノ

遠
キ
ハ
少
ヲ
与
ヘ
反
テ
少
キ
ハ
多
ヲ
与
フ
◯
弧
度
同
シ
ク
薬
量
一
ニ
シ
テ

／

其
距
ニ
各
種
ノ
異
ア
ル
ニ
驚
ク
ベ
カ
ラ
ス
之
ヲ
精
考
ス
ル
ニ
是
次
ノ
数
場
ノ
理

ニ
係

／

レ
リ
ト
ス
◯
一
ニ
天
氣
ノ
變
ニ
距
度
ノ
差
ヲ
将
来
セ
ル
コ
ト
ア
リ

湿
氣
ノ
時
ハ

／

【
三
六
丁
表
】

啻
ニ
薬
力
ノ
減
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
零
圍
ノ
濃
秱
ナ
ル
氣
甚
シ
ク｢

ボ
ム
ベ｣
ヲ

支

／

障
ス
ル
稀
薄
ノ
氣
ヨ
リ
甚
シ
ト
ス
二
ニ
雰
圍
氣
ノ
暖
質
ノ
度
ニ
差
等

／

ア
リ
テ
又
同
シ
ク
距
度
ニ
變
ヲ
生
ス
人
ノ
考
ニ
朝
ハ
距
度
晝
ヨ
リ
小
ナ
リ

ト
ス

／

氣
ノ
大
陽
ノ
烈
ニ
由
テ
稀
薄
ト
ナ
ル
殊
ニ
夏
ニ
於
テ
尤
モ
著
シ
ト

ス
三
ニ
風
ノ

／

多
少
ニ
係
ル
四
ニ
藥
ノ
良
ト
不
良
ニ
係
ル
桶
ニ
入
タ
ル
薬

ハ
他
ヨ
リ
良
ト
ス
五
ニ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

／

其
臺
其
床
ニ
子
細
ス
ヘ
シ
六

ニ｢

ボ
ム
ベ｣

ノ
製
ニ
子
細
ス
ヘ
シ
銕
ノ
甚
厚
キ
カ
七
ニ｢

ス

／

ペ
ー
ル

リ
ユ
イ
ム
テ｣

ノ
不
同
此
ニ
量
之
不
等
ヲ
生
ス
ル
等
◯
砲
臺
上
ニ｢

ボ
ム
ベ｣

ヲ
射
ム
ト

／

セ
ハ
先｢

ボ
ム
ベ｣

ノ
重
サ
大
サ
ノ
同
等
ナ
ル
ヲ
選
シ｢

ボ

ム
ベ｣

ヲ
墳
シ
管
ヲ
好
程
ニ
切
リ
置
ベ

／

シ
又
各
桶
ノ
藥
ヲ
一
処
ニ
交
セ

置
ベ
シ
時
ト
シ
テ
其
中
ナ
ル
者
未
ナ
ル
者
ヨ
リ
好
ホ
ド
ノ
不

／

同
ア
レ
ハ

也
◯｢

モ
ル
チ
ー
ル
バ
ツ
テ
レ
イ｣

ハ
府
城
ヲ
焼
ク
ノ
用
ト
シ
覗
所
大
ナ
レ
ハ

細
カ
ニ
此
ニ

／

【
三
六
丁
裏
】

達
ス
ル
モ
意
ヲ
用
ヒ
テ
可
也
之
ニ
反
シ
テ
舶
ヲ
射
ハ
其
覗
ヲ
細
ニ
ス
ヘ
シ
覗
ヲ

失
フ
時
ハ
之
ヲ

／

射
テ
モ
亦
功
ナ
キ
ヲ
致
ス
カ
故
也

／

　
　

｢

モ
ル
チ
ー
ル
バ
ツ
テ
レ
イ｣

ニ
備
フ
ヘ
キ
具

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

砲
臺
ニ
ハ

／
（
空
行
）
／

其
他
填
タ
ル｢

ボ
ム
ベ
ン｣

及
其
ノ
覆
モ
ノ
◯
若｢

ボ
ン
ベ｣

ヲ
砲
臺
上
ニ
填
ス
ヘ
キ
ト
キ
ハ
空｢

ボ
ム
ヘ
」

／

一
木
槌
一｢

タ
ツ
プ｣

ア
ル
モ
ノ
管
ヲ
打
ニ
用
一
漏
斗
管
ヲ
巻
具

／

　
　

管
ノ
長
サ
ヲ
定
ム
ル
法

一
号
ノ
表
ニ
各
距
度
ニ
管
ノ
長
サ
ノ
度
ヲ
定
ム
◯
否
ハ
管
ノ
長
ハ
次
法
ニ
定
ム

／

秒
時
擺
子
細
キ
絲
ノ
端
ニ｢

ミ
エ
ス
ケ
ト｣

弾
ヲ
固
着
シ
其
絲
ノ
長
サ
ハ

懸
ヌ
ル
心
ヨ
リ
弾

／

【
三
七
丁
表
】

丸
中
心
マ
テ｢

レ
イ
ン
ラ
ン
ド｣

ノ｢

ド
イ
ム｣

三
十
八
ト
ス
此
ヲ
振
ニ
小
弧

重
度
ホ
ド
ニ
ス
即
秒

／

時
ヲ
現
ス
ト
ス
此
ヲ
以
テ｢

ボ
ム
ベ｣

幾
何
秒
ニ

幾
何
歩
ヲ
行
ヲ
験
シ
而
同
時
ニ
管
幾

／

何
ド
イ
ム｣

ヲ
焼
テ
火
藥
ニ
入
ヲ

験
シ
又
幾
何
秒
ニ
幾
何
高
ニ
焼
ヲ
験
ス
ヘ
シ
如

／

此
幾
何
秒
ニ
幾
何
ヲ
行

ヲ
知
テ
其
管
ヲ
切
定
ム
但
管
ヲ
静
止
シ
焼
ハ
放
タ
ル

／

時
ヨ
リ
徐
ナ
ル
ヲ

注
意
ス
ヘ
シ
◯
管
ハ｢

フ
ロ
イ
ト｣

様
ニ
切
ヘ
シ
其
藥
ノ
上
面
ニ
棒
ル

／

ヤ
ウ
ニ
又
管
ノ
長
キ
ト
キ
ボ
ム
ベ
ヲ
底
ニ
當
テ
塞
サ
ル
為
ニ
ス
◯
凡
五
十
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lb
｢

ス
テ
ト
ン｣

／

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ハ
三
十
一
秒
管
ノ
長
七｢

ド
イ
ム｣

ヨ
リ
短
キ
コ
ト
ナ
ン
如
此
其
距
ノ
遠
ハ
管

／

モ
亦
長
カ
ル
ヘ
シ
次
ノ
如
ク

之
ヲ
算
ス
譬
ハ
ボ
ム
ベ
十
八
秒
ヲ
其
射
ノ
道
ト
ス

／

レ
ハ

／

【
三
七
丁
裏
】

然
ト
モ
管
ニ
射
ル
内
ニ
速
ニ
焼
ハ
（
空
白
）
ド
イ
ム
ヲ
取
ヘ
シ

／

　
　

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル

｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

｢
カ
イ
ン｣

｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ノ
間
ノ
者
ニ
シ
テ｢

カ
ノ
ー

ン｣

ヨ
リ
短
ク｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ヨ
リ
長

／

シ
◯｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ハ

二
ツ
ア
リ
一
ハ
凡
十
六
lb
石
ニ
シ
テ
砲
臺
ノ
用
ト
シ
一
ツ
ハ
凡
二
十
四

／

lb
銕
ニ
シ
テ
陣
ノ
用
ト
ス
◯｢
ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ハ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ノ
用
ニ

同
ク
内
空
弾
ニ
シ
テ｢

カ
ウ
エ
ー
ト｣
ト

／

火
薬
ヲ
填
ス
此
ヲ｢

カ
イ
ン
」

ノ
如
ク｢

ア
ホ
イ
ト｣

ニ
安
シ
小
弧
ニ
射
ル
此
力
其
地
緩
験

／

ナ
ラ
サ
ル

ト
キ
ハ｢

カ
ラ
ナ
ー
ト｣

ニ｢

リ
ュ
ケ
ラ
ン｣
ス
ヘ
ク
又｢

ド
ロ
イ
ヘ
ン｣

ヲ

射
テ
功
ア
ル
コ
ト｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

／

ヨ
リ
利
ト
ス
◯｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ノ
夫
ハ
砲
臺
ニ
テ
ハ
筒
圭
一
人
ト
助
三
人
其
装
薬

／

ト
安
勺
ハ｢

モ
ル
チ

ー
ル｣

ノ
法
ノ
如
シ
陣
中
ハ
凡
二
十
四
lb
銕
ヲ
用
テ
其
人
夫｢

ヘ
ル

／

ト

ス
チ
ュ
ケ
ン｣

ト
同
シ
ク
其
数
ヲ
以
テ
ス
砲
臺
ニ
テ
ハ
此
ニ

ロ
ス
火
薬
ヲ
用

其
距

／

【
三
八
丁
表
】

準
シ
其
量
ヲ
選
用
ス
陣
ト
舶
ト
ニ
テ
ハ｢

ロ
ス｣

薬
ハ
用
難
シ｢

カ
ル
ド
ー
ス
」

ノ

／

一
lb
薬
ヲ
容
ヲ
製
シ
用
フ
其
距
ノ
區
別
ニ
ハ
孤
度
ヲ
變
シ
薬
量
ハ
常

／

ニ
同
様
ト
ス
ル
ナ
リ
◯
其
射
ノ
法
ハ
二
等
ノ
表
ヲ
用
フ
〔
別
帋
ト
ス
〕
◯

｢

ブ
リ
キ
ド
ー
ス｣

／

ノ｢

ホ
イ
ツ
セ
ル｣

ニ
用
ハ｢

カ
ノ
ー
ン｣

ニ
於
テ

大
小
ア
ル
ニ
同

／

｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ガ
ラ
ナ
ー
ト｣

凡
二
四
銕
八
lb
ヲ

以
テ
填
ス｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ヲ
平
発
ス
ル

／

ノ
距
ハ
千
六
百
歩
最
遠

二
千
歩
ト
ス

／

砲
臺
ノ｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

ハ｢

モ
ル
チ
ー
ル｣

ノ
如
シ

／

｢

ホ
ー
イ
ツ
セ
ル｣

凡
十
六
石
ハ
一
◯
．
六
凡
一
◯
六
五
lb
ノ
重
ト
ス
「
ア

ム
ス
テ
ル
タ
ム｣

秤
ノ
凡

／

lb
二
四
銕
六
八
◯
lb

／

　
　

｢

イ
ン
ハ
ン
テ
リ
ー
ゲ
ウ
ェ
ー
ル

第
七

　
　
　

ゲ
ウ
ェ
ー
ル
ノ
撰

【
三
八
丁
裏
】

ケ
ウ
ェ
ー
ル｣

ハ
三
部
ヲ
以
テ
成
即
一
ニ｢

ロ
ー
プ｣

二
ニ｢

ス
ロ
ト｣

三
ニ

｢

ロ
ル
フ
ラ
ー
デ｣

四
ニ｢

バ
ヒ
ネ｣

／

ヲ
加
フ｢

ケ
ウ
ェ
ー
ル
ノ
好
ト
ス

ル
ハ
總
テ
其
重
サ
兵
卒
ノ
之
ヲ
扱
フ
ニ
難
キ
ホ
ト
其
重
カ
ル

／

ベ
カ
ラ
ス

◯｢

ス
タ
ー
ル
ト
ス
ク
ル
ー
フ｣

ハ｢

ロ
ー
プ｣

ヲ
閉
ル
モ
ノ
ニ
テ
一
半｢

カ

リ
ベ
リ｣

ノ
長
ナ
ル
ヘ
シ

／
〔
以
下
略
〕

【
三
九
丁
裏
】

　
　

題
言

第
八

｢

エ
ル
ン
ス
ト｣

火
術
ハ
此
石
ヲ
守
襲
フ
ニ
昔
ヨ
リ
用
ヒ
タ
ル
術
ニ
テ
此
製
用

ヲ
火
術
家
ノ
要

／

務
ト
ス
且
秘
術
ノ
如
ク
シ
諸
種
ノ
称
号
ヲ
与
ヘ
之
ヲ
貴

重
セ
シ
也
然
ト
モ
砲
術
ヲ
修
正
シ

／

｢

ハ
ン
ド
ゲ
ウ
ェ
ー
ル｣

ヲ
多
ク
用

フ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
テ
ヨ
リ
後
此｢

エ
ル
ン
ス
ト
ヒ
ュ
ー
ル
ウ
ェ
ル
ケ
ン｣

ハ
多

ク
軍

／
〔
以
下
略
〕

【
四
三
丁
裏
】

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

終　
　

（
筆
者
所
蔵
）
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1

高
島
秋
帆
及
び
高
島
流
砲
術
に
関
す
る
研
究
成
果
と
し
て
は
、有
馬
成
甫『
高

島
秋
帆
』(
吉
川
弘
文
館
、一
九
五
八
年)

を
は
じ
め
と
し
て
、佐
藤
昌
介
『
洋

学
史
研
究
序
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）・『
洋
学
史
の
研
究
』（
中
央

公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）・『
洋
学
史
論
考
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）、

岩
崎
鐵
志
「
高
島
流
砲
術
伝
播
の
研
究
」（
吉
田
忠
編
『
東
ア
ジ
ア
の
科
学
』

収
載
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
二
年
）、
所
荘
吉
「
砲
術
と
兵
学
」（
中
山
茂
編

『
幕
末
の
洋
学
』
収
載
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、一
九
八
四
年
）、石
山
滋
夫
『
評

伝
高
島
秋
帆
』（
葦
書
房
、
一
九
八
六
年
）、
石
田
千
尋
「
鷹
見
泉
石
と
洋
式

砲
」（
古
河
歴
史
博
物
館
『
泉
石
』
一
収
載
、一
九
九
〇
年
）、針
谷
武
志
「
鷹

見
泉
石
と
海
防
問
題
」（
同
上
『
泉
石
』
一
収
載
、
一
九
九
〇
年
）、
石
田
千

尋
『
日
蘭
貿
易
の
構
造
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）、
宮
川
雅

一
『
高
島
秋
帆
』（
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
七
年
）、
大
坪
英
治
『
高
島
秋
帆

と
長
崎
』（
ゆ
る
り
書
房
、
二
〇
一
九
年
）、
織
田
毅
「
高
島
秋
帆
の
周
辺
―

系
譜
と
晩
年
の
活
動
を
中
心
に
―
」（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
『
鳴
滝
紀
要
』

第
二
九
号
収
載
、二
〇
一
九
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、

「
下
曾
禰
信
敦
と
高
島
流
砲
術
」（
洋
学
史
学
会
研
究
年
報
『
洋
学
』
一
収
載
、

八
坂
書
房
、
一
九
九
三
年
）、「
天
保
十
二
年
高
島
秋
帆
出
府
に
関
す
る
一
史

料
『
高
島
秋
帆
徳
丸
原
入
費
覚
書
』」（『
洋
学
史
研
究
』
第
一
〇
号
収
載
、

一
九
九
三
年
）、「
幕
末
土
佐
藩
に
お
け
る
西
洋
砲
術
の
導
入
・
伝
習
―
徳
弘

孝
蔵
を
中
心
に
―
」（
日
本
大
学
『
史
叢
』
第
五
〇
号
収
載
、一
九
九
三
年
）、

「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術
―
長
崎
鉄
砲
方
高
木
道
之
助
を

中
心
に
―
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
収
載
、
一
九
九
四
年
）、

「『
洋
兵
開
基
』
高
島
秋
帆
の
軍
事
技
術
研
究
」（『
高
島
秋
帆-

西
洋
砲
術
家

の
生
涯
と
徳
丸
原
』
収
載
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
四
年
）・「
天

保
十
二
年
高
島
秋
帆
の
出
府
と
徳
丸
原
演
練
」（
同
上
）「
高
島
流
砲
術
の『
伝

書
』
に
つ
い
て
」（『
集
論
高
島
秋
帆
』
収
載
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、

一
九
九
五
年
）、「
高
島
流
砲
術
の
形
成
過
程
と
そ
の
展
開
―
高
島
秋
帆
に
よ

る
人
的
交
流
・
物
的
交
流
の
諸
相
―
」（
岩
下
哲
典
・
真
栄
平
房
昭
編
『
近

世
日
本
の
海
外
情
報
』
収
載
、
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）、「
高
島
秋
帆
と

徳
丸
原
演
練
」（『
高
島
平
』
収
載
、板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、一
九
九
八
年
）、

「
近
世
後
期
の
日
本
に
お
け
る
洋
式
兵
学
の
導
入
」（『
人
類
に
と
っ
て
戦
い

と
は
２

戦
い
の
シ
ス
テ
ム
と
対
外
戦
略
』
収
載
、
東
洋
書
林
、
一
九
九
九

年
）、「
高
島
流
砲
術
か
ら
三
兵
戦
術
へ
の
展
開
」（『
人
類
に
と
っ
て
戦
い
と

は
４

攻
撃
と
防
衛
の
軌
略
』
収
載
、
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）、「
天
保

十
四
年
長
崎
入
港
オ
ラ
ン
ダ
船
が
舶
載
し
た
モ
ル
テ
ィ
ー
ル
砲
に
つ
い
て
」

（『
佐
賀
県
立
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
研
究
紀
要
』
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）、

「
高
島
秋
帆
と
高
島
流
砲
術
の
時
代
―
天
保
一
二
年
徳
丸
原
演
練
の
歴
史
的

意
義
―
」（『
高
島
平
の
歴
史
と
高
島
秋
帆
』
収
載
、
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、

二
〇
二
〇
年
）
な
ど
を
公
表
し
た
。

2

注
１
有
馬
前
掲
書
、
四
六
～
四
九
頁
。

3

注
１
の
筆
者
拙
稿
参
照
。

4

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
一
九

年
公
務
日
記
」（D

agregister de A
o 1819.

）（N
FJ. 232

）。
日
蘭
学
会
編

『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
八
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
九
七
年
）
八
頁
。

5
「
先
祖
書

壱
冊

高
島
四
郎
太
夫
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

6

注
１
の
筆
者
拙
稿
「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術
―
長
崎
鉄
砲

方
高
木
道
之
助
を
中
心
に
―
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
収
載
、

一
九
九
四
年
）
で
紹
介
し
た
。

7

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
一
九

―
―
―
―
―
―
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年
と
一
八
二
〇
年
の
公
務
日
記
」（D

agregister de A
o 1819 en 1820.

）

（N
FJ. 233

）。
日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
九
（
雄
松
堂
書

店
、
一
九
九
八
年
）
六
〇
～
六
二
頁
。

８

九
州
大
学
記
録
資
料
館
所
蔵
。
他
に
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
や
『
甲
子
夜
話
』

等
に
も
同
様
の
記
録
が
見
え
る
。

9

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
二
三

年
日
本
公
務
日
記
」（Japan D

agregister 1823.

）（N
FJ. 236

）。
日
蘭
学

会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
十
（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
九
九
年
）

二
四
八
～
二
五
〇
頁
。

10Johan Frederik van O
verm

eer Fisscher: Bijdrage tot de K
ennis 

van het Japansche R
ijk, A

m
sterdam

, 1833.

（『
日
本
国
の
知
識
へ
の

寄
与
』）、『
日
本
風
俗
備
考
』
２
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、一
九
七
八
年
）
の
「
Ⅵ

兵
学
と
武
器
」
一
二
～
二
三
頁
。

11
『
続
長
崎
實
録
大
成
』(

長
崎
文
献
社
、
一
九
七
四
年)
四
七
五
頁
、
薮
田
貫
・

若
木
太
一
編
著
『
長
崎
聖
堂
祭
酒
日
記
』（
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
〇
年
）

一
七
一
頁
、『
西
洋
流
奥
儀
大
鑑
』（
筆
者
所
蔵
）
参
照
。

12

注
９
の
二
七
四
頁
。

13

西
澤
勇
志
智
『
新
兵
器
化
学
花
火
の
研
究
（
増
補
第
三
版
）』（
内
田
老
鶴
圃
、

一
九
三
八
年
）
の
ほ
か
、
内
海
孝
「
感
染
症
の
近
代
史
」（
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）、
新
井
充
監
修
『
花
火
の
事
典
』（
東
京
堂
書
店
、
二
〇
一
六

年
）、
福
澤
徹
三
『
花
火
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
参

照
。

14
「
視
聴
草
」
初
集
之
五
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）。

15

注
11
『
西
洋
流
奥
儀
大
鑑
』（
筆
者
所
蔵
）、
注
13
西
澤
前
掲
附
録
一
～
三
頁
。

花
火
絵
図
は
高
島
家
の
影
響
を
受
け
て
高
木
内
蔵
丞
打
ち
揚
げ
の
「
文
政

十
三
年
八
月
三
日
於
佃
島
沖
海
上
炮
術
昼
夜
合
図
之
覚
」（
肥
前
島
原
松
平

文
庫
所
蔵
）
が
彩
色
保
存
良
好
の
た
め
掲
載
（
な
お
、
同
史
料
は
『
近
世
日

欧
交
流
史
研
究
』
第
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
に
筆
者
が
全
翻
刻
掲
載
）。
同

時
期
の
「
高
嶋
家
よ
り
伝
授
の
花
火
」（
筆
者
所
蔵
）
ほ
か
。「
天
保
八
年
御

石
火
矢
方

諸
控
」（
武
雄
鍋
島
家
文
書
Ⅰ
―
一
六
二
）
に
は
一
八
三
七
（
天

保
）
年
に
佐
賀
武
雄
の
真
手
野
で
行
わ
れ
た
高
島
流
の
砲
術
演
練
に
お
い
て

も
、「
光
雷
鳴
」
や
「
三
光
星
」
等
が
相
図
打
ち
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

16

注
９
の
二
一
〇
～
二
一
九
頁
。
商
館
長
ブ
ロ
ム
ホ
フ
は
、
一
八
二
二
年
一
一

月
二
九
日
の
条
に
長
崎
に
流
行
す
る
感
染
症
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
翌

年
一
月
一
日
に
は
「
悪
い
病
気
は
、
日
本
人
の
間
で
は
コ
ロ
リ
と
名
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
っ
た
く
沈
静
化
し
た
。
人
々
の
話
で
は
、
大
坂
で
は

毎
日
七
〇
人
以
上
の
人
が
死
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
記
載
し
て

い
る
。
こ
の
記
事
は
、
日
本
最
初
の
コ
レ
ラ
感
染
を
伝
え
る
オ
ラ
ン
ダ
商
館

側
の
記
録
と
し
て
注
目
で
き
る
。

17

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
二
四

年
日
本
公
務
日
記
」（Japan A

o

＝ 1824. D
agregister.

）（N
FJ. 237

）。

18

注
17
参
照
。

19

注
１
の
「
文
化
・
文
政
期
の
長
崎
警
衛
と
西
洋
砲
術
―
長
崎
鉄
砲
方
高
木
道

之
助
を
中
心
に
―
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
第
一
八
巻
第
二
号
収
載
、

一
九
九
四
年
）
参
照
。

20

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書「
一
八
一
八
年

～
一
八
二
四
年
の
注
文
書
」（D

e Eisch van Zijne K
ijzrelijk M

ajestijd 
voor’t A

anstande A
o

＝. 1818-1824

）（N
FJ. 1411-1417

）。

21

注
17
参
照
。

22

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
公
務
日
記
」

―
―
―
―
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―
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（D
ag Register. 1825.

）（N
FJ. 238

）。

23

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
一
八
年

～
一
八
二
六
年
の
注
文
書
」（D

e Eisch van Zijne K
ijzrelijk M

ajestijd 
voor’t A

anstande A
o

＝. 1826

）（N
FJ. 699

）。

24

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
三
二

年
の
送
り
状
及
び
乗
船
員
名
簿
」（1832. O

pgegevene Facturen en 
M

onsterrollen.

）（N
FJ. 1453

）、「
天
保
七
申
年
御
取
締
被
仰
出
候
以
来

同
十
三
寅
年
正
月
十
九
日
分
迄

御
内
用
方
諸
書
留
」（
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
所
蔵
）
参
照
。

25

注
１
の
石
田
千
尋
「
鷹
見
泉
石
と
洋
式
砲
」（
古
河
歴
史
博
物
館
『
泉
石
』

一
収
載
、一
九
九
〇
年
）
及
び
前
掲
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
論
文
が
同
著
『
日

蘭
貿
易
の
構
造
と
展
開
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
に
収
載
さ
れ
て

い
る
。

26
～
31  

注
22
参
照
。

32

拙
稿
「
江
戸
滞
在
中
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
シ
ー
ボ

ル
ト
の
関
係
（
一
）
―
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
「
江
戸
参
府
日
記
」
に
基
づ

く
諸
考
察
を
中
心
に
―
」（
長
崎
市
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
『
鳴
滝
紀
要
』
第

三
〇
号
収
載
、
二
〇
二
〇
年
）
及
び
「
江
戸
滞
在
中
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド

ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ
ル
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
関
係
（
二
）
―
ド
ゥ
・
ス
テ
ュ
ル
レ

ル
「
江
戸
参
府
日
記
」
に
基
づ
く
諸
考
察
を
中
心
に
―
」（
長
崎
市
シ
ー
ボ

ル
ト
記
念
館
『
鳴
滝
紀
要
』
第
三
一
号
収
載
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

33
「
池
部
啓
太
口
書
写
」（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
・
永
青
文
庫
所
蔵
「
池
部
啓

太
御
吟
味
一
巻
」
収
載
）。

34

注
33
参
照
。

35

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
公
務
日
記
」

（Japan.D
ag Register, 1832.

）（N
FJ. 248

）。

36

柴
田
方
庵
筆
録
「
西
征
日
記
」（
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋

所
蔵
）。

37

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書「
来
る
一
八
三
三

年
の
将
軍
の
た
め
の
注
文
書
」（D

e Eisch van zijn M
ajesteitden 

K
eizerens voor het aanstaande jaar 1833.

）（N
FJ. 706

）。

38

①L. van der M
uelen: “H

andleiding in de A
rtillerie; bestem

d tot 
het geven van onderw

ijs, op het K
adetten Institut der M

arine 
van Zijne M

ajesteit den K
oning van H

olland." T
e Rotterdam

, 
bij J. H

endriksen, op de H
oogstraat, H

. N
o.29. 1807.

②J. W
. Sesseler: “H

andboek ter vervaardiging van ernstvuur-
w
erken, zoo als die bij de N

ederlandsche Land-en Zeem
agt in 

gebruik zijn.” te D
elft 1823.”

③“R
eglem

ent op de exercitie en m
anoeuvres van de infanterie.” 

s’Gravenhage. 1832.

39

高
島
流
砲
術
の
『
伝
書
』
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
た
研
究
書
・
研
究
論
文
に
は
、

有
馬
成
甫
『
高
島
秋
帆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
八
年
）
を
は
じ
め
、
佐

藤
昌
介
『
洋
学
史
の
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
国
際
環

境
と
洋
学
の
軍
事
科
学
化
」（
中
山
茂
編
『
幕
末
の
洋
学
』
所
載
、
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
年
）、
所
荘
吉
「
砲
術
と
兵
学
」（
中
山
茂
編
前
掲
書

所
載
）、
同
「
高
島
流
砲
術
秘
書
」（
日
蘭
学
会
編
『
洋
学
史
事
典
』
所
載
、

雄
松
堂
書
店
、一
九
八
四
年
）
同
「
砲
術
伝
書
の
再
検
討
（
そ
の
一
）」（『
銃

砲
史
研
究
』
第
一
七
五
号
所
載
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

40

八
木
剛
助
「
田
原
記
聞
」（
上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
）。

41

写
本
「
ア
ル
チ
ル
レ
リ
ー
」（
所
荘
吉
旧
蔵
・
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
所
蔵
）。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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42

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
国
立
中
央
文
書
館
所
蔵
の
日
本
関
係
文
書
「
一
八
三
七

年
送
り
状
」（Facturen 1837

）（N
FJ. 1458

）。

43

注
42
参
照
。

44

大
塚
同
庵
訳
「
遠
西
火
術
範
」（
筆
者
所
蔵
）。
拙
稿
「
大
塚
同
庵
の
西
洋
軍

事
技
術
研
究
に
関
す
る
考
察
」（『
近
世
日
欧
交
流
史
研
究
』
第
二
号
収
載
、

二
〇
二
二
年
）
参
照
。

45

注
１
「
高
島
流
砲
術
の
『
伝
書
』
に
つ
い
て
」（『
集
論
高
島
秋
帆
』
収
載
、

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
五
年
）
参
照
。
今
回
の
「
伝
書
」
に
関
す

る
筆
者
の
見
解
は
最
新
の
も
の
で
あ
る
。
秋
帆
と
大
塚
の
関
係
に
つ
い
て
は

注
44
参
照
の
こ
と
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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